
　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　

エッセイ
橋の記憶…………………………………………………………………………飛田紀久子 1

′特集/道路における環境対策 ･
道路局道路

道路環境施策の基本的方向 ……………………………………………… 環境調査室 4

東京地域の沿道環境改善のための道路整備等の方針………… 盤
京
建雑 事
設
画愚 a

ディーゼル微粒子除去装置の導入支援について…………………… 轆 翳 堕 胎

道路における環境対策技術の開発………………………………………並 河 良 治 2 3

緑の回廊構想と緑陰道路 ………………………………………………… 難 讓 塾 9

景観こ配慮した防護柵の整備ガイドライン(案)の策定について…溝路 難 諌 34

平成15年度 ｢道路ふれあい月間｣ 地方行事報告 (西日本) ………………………… 3 9

　 　 　 　
　

車両積載物の落下に伴う道路管理者の責任について
…‐………･･◆･土 居 正 典 4 5

遭騰法令圓係Q & A 市町村合併と路線認定基準……………………道路局路政課 5 1

l道路占用Q & A 嬬 姻 ) 占用物件について (その1) ……………… 編 臟 離 54

訴訟事例紹介 長崎国道銘号側溝転落事故損害賠償請求事件………漿 朧 轍 56

色艶諺為姿勢礎参
る樺都議轢まねまま仙台市)三潴霊糜9

讓覇ソ癰翁鸚鸚 ｢地域に密着した都市型コミュニティ …受け只霰能驫儀窯。。サイクル ･ システム｣ の概要について

時‐時 ･時 ･･･… ･･……‐…‐･……◆…◆……… ･･…‐…‐‐……………‐……‐‐…‐‐‐‐･‐‐‐‐……… ･･…‐…･6 8



蟠
嫌
/
道
路
幅
覊
捗
る
環
境
霜
簾

週
廳
鷹
榊
鬮
簾
◎
薹
嫌
醐
鰤
醐

道
路
局
地
方
道
9
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

て
高
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
、
問
題
の
改
善

･

一

は
じ
め
に

解
消
の
兆
候
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
解
決
が
道
路
環
境
行
政

ない霊

1

課
題
の
認
識

上
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

題

さ

と
く
に
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

洲
の
排
出
に
よ
る
沿
道
の
大
気
汚
染
も
、
自
動
車
か
ら
の

　　　
　　

　　
　

　

　

　

　
　

　　
　

　

　
　

　

　

　

　

の
を
分
け
て
整
理
す
る
と
図
1
に
示
す
整
理
が
可
能
で
あ

の
の
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖
化
も
、
一
般
に
と
も
に
自
動

′私
-
杲

軒

鷁

蛍
応
課

鋭

矮

鑑
を
題

s

る
。

車
交
通
に
よ
る
大
気
汚
染
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

もも

対
の

N

‐き

沿道の大気汚染対策(N0 2、SPM )

車
交
通
に
よ
る
大
気
汚
染
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

↓茂
樹
妙

“

が
･
そ
の
問
題
と
な
る
地
域
や
主
た
る
原
因
と
な
っ
て
い

了がは
鸚

嫌
@

糠
出

ヒートアイランド対策

2

本
*せ桐
の
目
的
“

る
白
]動
"車
-の
車
I種
にが
著
し
く
、異
な
っ
て
お
り
/、
さ
ら
に
怯施

主穢
騰

汚
対
機
洋
硼

淺※

図
一ー
の

｢*迫
畝路
環
ぼ境
“行
政
粉が
と
く
、に
対
~広
ゃを
A求
め
ら
れ

策
に
y必
要
ハと
さ
れ
る
時
間
的
~“特
性
◆も
同
“じ
で
な
い
こ
Fと
か

さい麟執

大
鰍
螂
"
媒

ふき

て
い
る
環
境
上
の
課
題
｣
の
う
ち
･
①
沿
道
の
大
気
汚
染

ら
･
要
求
さ
れ
る
効
果
的
な
施
策
は
必
ず
し
も
同
じ
も
の

表そ
繊
郊

縫

鰭
』
鼾

対
策
(幟

匙

と
②
地
球
温
暖
化
対
策
(@

の
二
つ

と
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
道
路
環
境
行
政

図 1 道路環境行政がとくに対応を求められている環境上の
題

捗

課

ク　

は
、
問
題
の
改
善
･
解
消
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
極
め

上
と
く
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
①
沿
道
の
環
境
汚



染
対
策
と
②
地
球
温
暖
化
対
策
を
取
り
上
げ
、そ
の
現
状
、

そ
れ
に
対
す
る
道
路
環
境
行
政
と
し
て
の
施
策
の
基
本
的

方
向
、
さ
ら
に
と
く
に
酬
対
策
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
･
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
説
明

す
る
こ
と
と
す
る
。

二

沿
道
の
大
気
汚
染
…

状
況

=

二酸
化
窒
素

(鬱
)

①

全
国
の
状
況

平
成
一
四
年
度
の
二
酸
化
窒
素
の
有
効
測
定
局
数
*
1

は
、

一
、
八
七
三
局

(
一
般
大
気
環
境
測
定
局
*
2

(以
下

｢
一
般
局
｣
と
い
う
。)
…
-
、
四
六
〇
局
、
自

動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
*
3
(以
下

｢目
排
局
｣
と
い

う
。
)

…
四
一
三
局
)
で
あ
る
が
、
長
期
的
評
価
に
よ

る
環
境
基
準
達
成
局
は
、
一
般
局
で
一
、
四
四
七
局

(九
九

･
一
%
)、
目
排
局
で
三
四
五
局
(八
三
･
五
%
)

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
平
成
一
三
年
度
と
比
較

す
る
と
一
般
局
で
は
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
り
、
目
排
局
で

は
四
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
。

*
1

有
効
測
定
局
"年
間
測
定
時
間
が
六
、
O
O
O
時
間
以
上
の
測

定
局
。

*
2

一
般
環
境
大
気
測
定
局
…
一
般
環
境
大
気
の
汚
染
状
況
を
常
時

監
視
す
る
測
定
局
。

*
3

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
…自
動
車
走
行
に
よ
る
排
出
物
質
に

起
因
す
る
大
気
汚
染
の
考
え
ら
れ
る
交
差
点
、
道
路
及
び
道
路
端

付
近
の
大
気
を
対
象
に
し
た
汚
染
状
況
を
常
時
観
測
す
る
測
定

局
。

②

自
動
車
職
･
鰯
法
“
4
の
対
策
地
域
に
お
け
る
状

況平
成
一
四
年
度
の
対
策
地
域
全
体
で
の
有
効
測
定
局

数
は
、
六
六
一
局

(
一
般
局

…
四
五
六
局
、
目
排
局
…

二
〇
五
局
)
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
環
境
基
準
達
成

局
は
、
一
般
局
で
四
四
三
局

(九
七
･
一
%
)、
目
排

局
で
一
四
二
局

企
ハ
九
･
三
%
)
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
割
合
は
平
成
一
三
年
度
と
比
較
し
て
一
般
局
で
は
横

這
い
で
あ
り
、
目
排
局
で
は
約
五
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
る
。

*
4

自
動
車
職

鰯
法
…
｢自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物

及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
の
略
。

②

浮
遊
粒
子
状
物
質

(洲
)

平
成
一
四
年
度
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
有
効
測
定
局
数

は
、
一
、
八
九
六
局

(
一
般
局

二

、
五
三
七
局
、
目
排

局
…
三
五
九
局
)
で
あ
る
が
、
長
期
的
評
価
に
よ
る
環
境

基
準
達
成
局
は
、
一
般
局
で
八
〇
九
局

(五
二
･
六
%
)

目
排
局
で
一
三
ニ
局

(三
四
･
三
%
)
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
平
成
一
三
年
度
に
比
べ
て
達
成
率
は
低
下
し
て

い
る

(図
2
)。
こ
れ
は
、
環
境
基
準
を
超
え
る
日
が
二

日
以
上
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
達
成
と
な
っ
た
測
定

局
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
自
動
車
贓
･
酬
法

の
対
策
地
域
に
お
け
る
環
境
基
準
達
成
率
は
、
平
成
一
三

年
度
に
比
べ
て
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
っ
た

(図
3
)。

環
境
基
準
達
成
率
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L口一般環境大気測定局 圏自動車排出ガス測定局 ｣
図 2 環境基準達成率の推移
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%

"
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務

鱒

2

自
動
車
単
体
対
策

(自
動
車
の
低
公
害
化
)

=

新
車
の
排
出
ガ
ス
規
制

前
記
の
幟

眺
に
よ
る
沿
道
の
大
気
汚
染
の
改
善
を
目

的
と
し
て
、
新
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
が
車
種
毎
に
順
次
強

化
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
重
量
貨
物
車
で

み
る
と
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
新
長
期
規
制

の
規
制
値
は
、
刑
は
規
制
前
の
約
三
%
、
新
短
期
規
制
の

約
一
五
%
の
水
準
に
、
贓
は
規
制
前
の
約
一
二
%
、
新
短

期
規
制
の
約
六
0
%
の
水
準
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
車
に
つ
い
て
は
、
今
後
著
し
く
排
出
規
制
が
進
む
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
単
体
対
策
と
し
て
は
、
使
用
過

程
車
の
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
(図
4
･
5
)。

②

自
動
車
瞼
･
鰡
法
に
よ
る
自
動
車
単
体
規
制

平
成
一
三
年
六
月
に
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
喩
法
が
自
動

車
贓
･
刑
法
へ
と
改
正
さ
れ
、
①
削
減
対
象
物
質
と
し
て

刑
の
追
加
、
②
踰
･
鰯
の
総
量
を
削
減
す
べ
き
対
策
地
域

の
拡
大

(東
京
都
･
神
奈
川
県

･
千
葉
県
･
埼
玉
県
･
大

阪
府

･
兵
庫
県
の
一
九
六
市
区
町
村
か
ら
上
記
都
府
県
に

愛
知
県

･
三
重
県
を
加
え
た
二
七
六
市
区
町
村
へ
)、
③

車
種
規
制

(使
用
過
程
車
を
含
む
、
一
定
の
排
出
基
準
を

満
た
さ
な
い
貨
物
自
動
車
等
に
つ
い
て
対
策
地
域
内
で
の

登
録
を
不
可
と
す
る
規
則
)
の
強
化
等
が
平
成
一
四
年
一

〇
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③

-
部
三
県
の
条
例
に
よ
る
自
動
車
単
体
規
制

東
京
都
･
神
奈
川
県
･
千
葉
県
･
埼
玉
県
は
、
条
例
に

よ
り
一
都
三
県
の
全
域

(東
京
都
の
島
部
を
除
く
)
を
対

象
に
、
使
用
過
程
車
を
含
む
、
刑
に
関
す
る
一
定
の
排
出

基
準
を
満
た
さ
な
い
貨
物
自
動
車
等
の
自
動
車
喩
･
捌
法

に
よ
る
登
録
制
限
に
加
え
て
、
走
行
の
禁
止

(但
し
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
装
着
車
両
は
走
行
可
)
を

平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
よ
り
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
o三

地
球
温
暖
化
対
策

1

政
府
間
及
び
国
内
の
動
向

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト

(
一
九

九
二
年
六
月

…
リ
オ
)
以
降
の
政
府
間
及
び
国
内
の
動
向

を
表
1
に
示
す
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
~
三

月
に
モ
ロ

ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
開
催
さ
れ
た
C
O
P
7
に
お
い

て
、
京
都
議
定
書
の
実
施
に
か
か
わ
る
ル
ー
ル
の
文
書
化

に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
の
を
受
け
、
我
が
国
で
は
、

京
都
議
定
書
の
批
准
に
向
け
て
、
①
新
し
い

｢地
球
温
暖

化
対
策
推
進
大
綱
｣
の
決
定

(平
成
一
四
年
三
月
)
、
②

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
改
正
法
の
公
布

(平
成
一
四
年
六

月
)
が
さ
れ
、
平
成
一
四
年
六
月
に
京
都
議
定
書
の
批
准

が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
表
2
は
、
新
し
い

｢大
綱
｣

決
定
時
に
ま
と
め
ら
れ
た
鮠
の
削
減
目
標
で
あ
る
。

2

鮠
排
出
量
の
推
移

一
九
九
〇
年
度
以
降
二
〇
O
一
年
度
ま
で
の
⑩
の
部
門

別
排
出
量
の
推
移
を
図
6
に
示
す
。
表
2
に
示
す
よ
う
に

運
輸
部
門
の
鮠
の
削
減
目
標
は
、
一
九
九
○
年
比
で
二
○

低

減

率

㈱

低

減

率

㈱

図 5 自動車のN o xの排出ガス規制値の推移
(ディーゼルの重量貨物車)

(H15,H18~ )

4l%。

2000 2010
(凡l2) H.17 (H,22)



一
〇
年
に
お
け
る
排
出
量
を
一
七
%
増
に
抑
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
が
、
図
6
で
み
る
と
二
〇
〇
一
年
で
は
一
九

九
O
年
比
で
二
二

･
八
%
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
効
果
的
な
削
減
施
策
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

っ か 九 も 一 表 1 地球温暖化対策に関する政府間及び国内の動向

敵 府 間 国 内

H4,6 ◎地球サミット ｢リオ宣言｣
｢気候変動枠組条約｣ {lf6.6発効)

H7.3 ◎気候変動枠組条約第 1回締約国会議
= C O P 1 (ベルリン)

H8,7 ◎C O P 2 (ジュネーブ)
H9,8 ◎地球温暖化問題への国内対策に関する

関係審議会合同会設
(第 l、 5回)

II9.= ｢合同会議報告書｣
H9.12 ◎

= C O P 3 (京部)
　

｢京都議定書｣
先進国の温室効果ガスの排出
削減目標を定める｢京都議定書｣
が採択され、日本は温室効果ガ
ス排出量の 6 %削減を約した。

H9.l2 @地球温暖化対策推進本部の設置

脳馨騎開議酷稠蚕臣)]
　

Hlo.6 ｢地球温瞬化対策推進大堀｣

　　　　　　　
H10.10 ◎ ｢地球温暖化対策の推進に関する法律

鮒11,4施行)
H1o.ll ◎C O P 4 (ブエノスアイレス)

Hu .4 同法に基づく ｢基本方針｣ 闇議決定

頚玉10 ◎C O P 5 (ボン)

Il12,1l @ C O P 6 (ハーグ)

Il13,7 ◎C O P 6再開会合 (ボン)

　　　　　　　　
ll13.10 ◎C O P 7 (マラケシュ)

　　　　　　　　　　

Hl4.3 ◎新しい f地球温暖化対策推進大掘｣の
決定

川4,6 ◎地球温暖化対策推進法改正法の公布

巖儀6 ◎『京都議定書｣疵準

用4,10 ◎C O P 8 (ニューデリ- )
今後 ◎ [京都議定富｣ 発効く予忙)

3

自
動
車
単
体
対
策

(自
動
車
の
低
燃
費
化
)

省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
燃
費
の
目
標
基
準
値
の
例
を
図
7

に
示
す
。
図
7
を
図
4
･
図
5
と
比
較
す
る
と
、
⑩
削
減

の
た
め
の
自
動
車
単
体
対
策
と
し
て
の
自
動
車
の
低
燃
費

化
は
、
今
後
数
年
で
著
し
く
進
展
す
る
幟

鰯
削
減
対
策

と
し
て
の
自
動
車
の
低
公
害
化
ほ
ど
に
は
進
展
し
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
自
動
車
単
体
対
策
と
し
て
の
差
が
、

二
つ
の
課
題
に
お
け
る
、
自
動
車
単
体
対
策
以
外
の
効
果

的
な
施
策
の
違
い
と
な
っ
て
く
る
。

四

道
路
環
境
施
策
の
基
本
的
方
向

1

基
本
的
考
え
方

(図
8
･
9
)

酬
･
雌
･
⑩
の
排
出
量
と
速
度
と
の
関
係
は
図
8
の
よ

う
に
な
る
が
･
こ
れ
を
踏
ま
え
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
(幟

蝿
@
対
策
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、
①
自
動
車
単

体
の
低
公
害
･
低
燃
費
化
、②
自
動
車
交
通
需
要
の
抑
制
、

SPM う 1 的 ニ と と
、 に p M 四 な つ が し 表 2 C o 2の削減目標　　

1990
実犢

20 10
自然体

2010
目標 講
減
量
2010目甥
/1990

C 0 2エネルギー起濁
(万td乾) 産業部門

民生部門
運輸部門
転蜷靭門

1053 00 127000 10 6300 2 1700 0%
‐7%
‐2%

L7%

5%

産業部門 490 00 52 100 46200 5900 ‐7%
民生部門 26 300 36 100 26000 10 100 ‐2%
運輸部門 2 1 100 29 600 25000 460 0 L7%
に蜷靭門 77 00 9 200 8 100 l loo 5%

C o z 工藥プロセス ･廃棄物焼却

メタン ･亜酸化窒素
一0.5%

革新的技鞆開発、国民各界各層の更なる努力等 ‐2%

代替フロン 2%

植林等による吸収 ー3‐9%

排出権取引、共同実施、クリーン開発メカニズム ‐1.6%

‐6 .0%‐6 .



③
交
通
容
量
の
拡
大
、
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

2

施
策
の
全
体
像

が
、
い
か
な
る
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
、
排
出
量
の
削
減
に

前
記
の
基
本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
排
出
ガ
ス
の
種

　

　

　

　
　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　　

　

寄
与
す
る
の
か
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
を
図
9
に
示

類
毎
に
削
減
の
た
め
の
施
策
の
全
体
像
を
整
理
す
る
と
表

↑

-

;

　　
　

　

　
　

　
　

/
“
/
メ

ノ

君
　
　

　

速

嗜

　
　

す
。
こ
れ
が
対
策
の
基
本
的
考
え
方
と
も
な
る
も
の
で
あ

3
の
よ
う
な
整
理
が
可
能
で
あ
る
。

る
。

3

効
果
的
施
策

鰯
･
勒
と
⑩
で
は
、
①
問
題
の
改
善

･
解
消
を
図
る
べ

20 40 60
旅行速度(虹風翫) 旅行速度(虹曲街)

図 8 P M、 N O×、 C 0 2の排出量と旅行速度との関係
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217
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図フ 省エネ法に基づく燃費目標基準

, (年度)
(注) 発電及び熱発生に伴う二酸化炭素排出量を各最終消費部門に配分した排出量をもとに作成

図 6 二酸化炭素の部門別排出量の推移

91
メ篤21 5

ー

-
-
一
-
- 0

5

倦

累
肌
猷

m
-
-
-
-

車
ン
ン

似
ダ
ゴ

節
化
の

)
蚫
陷
蚫

量
16
65
篩

重
め
惚
け

両
~
~
~

車
第
蜷
蜷
‘

(
8
虹
筋王

ー粁
車
ン
ン

似
ダ
ゴ

節
化
の

)
蚫
陷
蚫

量
16
65
篩

重
め
惚
け

両
~
~
~

車
芻
蜷
蜷

(
8
虹
筋王-

-
-
- 1

“
一
よ
く

′';′r、
{‐
'

'′

、

、“

隻

繭



l 対策 至 i
霊鬘盪鮭低
鰻嚢藁
強慰響及等璽吟ゆ 鬮寧豊俸の艦徐轉■饑纖化変 鍛濃敏の低緘

饗迩需褻マネジメント等

濾酪ネットワーク整備等

′
/

′

′

図 9 自動車排出ガスを削減する対策の分類と効果

表 3 自動車排出ガス対策の全体像

具体的な対策
SP M 対策 N 0 2対策 C 0 2対策

排出ガスの
排出を削減
する対策

①
自動車単体
の低公害･
低燃費化

O DP F 酸化触媒の導入支援
○軽油の低硫黄化
0不正軽油の取締り

0省エネ基準適合車の普
及促進
(税制･行政指導等)

O CNG車等の低公害車の導入促進(税制･公的機関の率先導入等)
0低公害車用燃料供給施設の設置促進
0燃料電池自動車の実用化促進

②
自動車交通
需要の抑制

○環境ロードプライシング ○交通規制 ○ロードプライシング

0パーク&ライドの促進 ○歩行者道･自転車道の整備 0駅前広場の整備
○時差出勤･フレックスタイムの促進 O LRT･路面電車等公共交通機関の整備
O V IC Sの普及促進等ドライバーへの情報提供の強化
0共同集配センターの整備等物流の効率化 0鉄道輸送、海上輸送の促進
○アイドリングストップ運動の展開 ○事業者への迂回要請

③
交通容量の
拡大

0環状道路･バイパス等幹線道路ネットワークの整備
○交差点立体化、踏切改良等のボトルネック対策 O E T Cの普及促進
○路上工事の縮減 ○違法駐停車の取締り 0交通安全施設等の高度化

表4 S P M、 N 0 2、 C 0 2の削減の効果的施策
、 沿道の大気汚染

(S P M ,N 0 2)

地球の温暖化
(C 0 2)

問題を改善璽解消する
べき地域

三大都市圏

〔難幽〕
全 国

/ 大都市圏 ＼

地方中枢都市
地方中核都市
＼地方中心都市ノ

問題の主たる要因
となっている車種

ディーゼル貨物車
自家用乗用車
貨物車

必要となる対策の
時間的特性

短期間で効果を発現する

対策を実施する必要
長期間にわたり
対策を実施する必要

I■↓
･I
↓

効果的な取組み

①自動車単体の低公害化
②ネットワークの有効活用
(特定路線の自動車交通需要の
抑制)

①自動車単体の低燃費化
②自動車交通需要の抑制
③交通容量の拡大

の3つの施策の総合的推進



き
地
域
、
②
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い
る
主
た
る
車
種
、
③

自
動
車
単
体
対
策
の
進
展
見
通
し
と
の
関
係
で
必
要
と
な

る
対
策
の
時
間
的
特
性
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
果
的

施
策
も
自
ず
と
異
な
る
。
効
果
的
施
策
を
表
4
に
示
す
。

鯏
･
峨
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
単
体
対
策
と
し
て
の
新
車

の
排
出
規
制
が
今
後
著
し
く
強
化
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
自
動
車
単
体
対
策
以
外

の
施
策
も
短
期
間
で
効
果
が
発
現
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。

4

デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
支
援

鮠
は
別
と
し
て
、
鰯
･
勁
に
つ
い
て
は
、
新
車
の
排
出

規
制
が
今
後
著
し
く
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
新
車
の
排
出
規
制
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
使
用
過

程
車
の
排
出
規
制
が
必
要
で
あ
り
効
果
的
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
･
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
平

成
一
五
年
度
予
算
に
お
い
て
、
使
用
過
程
車
か
ら
の
鰯
の

排
出
削
減
を
目
的
に
、
｢デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
｣

(D
P
F
･
酸
化
触
媒
)
の
導
入
に
対
し
て
、
道
路
特
定

財
源
か
ら
も
使
途
拡
大
の
一
環
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
措
置
の
法
的
位
置
付
け
を
図

m
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
｢道
路
整
備
の
財
源
等
の
特

例
に
関
す
る
法
律
｣
の
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定

め
る
事
業
と
し
て
位
置
付
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
施
策
の
詳
細
は
本
誌
別
稿
の
と
お
り
で
あ

る
o

備
舷
路
喩
　
　

　
　
　

に
を　　

　　　

/遣
る
に
、

道
路
整
備
事
業

築
に
改
繕

ゎ

、修
で
は
付
付

設
ぴ
藥
う
翹
費

新
及
専
行
の
の

条
の
特
る
が
費
金

1
路
維
ず
国
経
資

第
道

、関
;

図10 ディーゼル微粒子除去装置導入支援の法的位置付け

道路整備費の財源等の特例に関する法律

道
路
の
整
備
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業

乞
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他
業
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の
事
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h
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要
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油

3
政
お
必

3
揮
石

第
財
に
る

第
･
･

社会資本整備
重点計画法

'体
を
施
糞

一
果
奏
罵

せ
期
舅
燭

箋
鰺
勁
叢

淺
“
潴
紋

2
囃
そ
拷
務

第
)
て
せ
事

条
路
っ
さ
る

2
道
な
大
れ

第
(
と
増
さ

築謝鱗
第
新
ぴ
捺胸鰍轢

第
道
維
る

を作成



特
瓣
/
遭
略
に
蘂
け
る
環
境
麺
簾

週
騰
囃
榊
鼈
◎
漸
謝

東
京
都
建
設
局
道
路
建
設
部
計
画
課

一

は
じ
め
に

自
動
車
交
通
は
経
済

･
社
会
活
動
を
支
え
、
多
く
の

人
々
が
そ
の
利
便
性
を
享
受
し
て
い
る
。
特
に
都
市
機
能

が
集
積
し
た
東
京
で
は
経
済
成
長
に
伴
い
自
動
車
交
通
は

飛
躍
的
に
増
大
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
道
路
整
備

は
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
大
気
汚
染

な
ど
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、
沿
道
環
境
の
改
善
は
今

日
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
東
京
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通

に
起
因
す
る
大
気
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
『経
済

･

社
会
活
動
を
支
え
て
い
る
幹
線
道
路
の
役
割
と
沿
道
に
居

住
す
る
人
々
の
生
活
環
境
の
保
全
の
両
立
』
を
基
本
理
念

と
し
て
、
国
土
交
通
省
、
東
京
都
、
首
都
高
速
道
路
公
団

の
道
路
管
理
者
は
、
沿
道
環
境
対
策
に
つ
い
て
施
策
の
点

検
や
取
組
み
の
強
化
に
向
け
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
た
。

二

東
京
地
域
に
お
け
る
沿
道
環
境
対
策
の
考

え
方

1

大
気
環
境
の
現
況

東
京
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
環
境
対
策

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
酸
化
窒
素

(◎

浮
遊
粒
子
状
物
資

(酬
)
の
環
境
基
準
の
達
成
状
況
は
依

然
と
し
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
二
三
区
内
に
お
い
て

は
、
多
数
の
道
路
沿
道
で
大
気
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る

(図
1
)。

2

道
路
交
通
の
現
況

東
京
へ
の
人
口
の
集
中
と
都
市
機
能
の
集
積
に
伴
い
自

動
車
交
通
量
が
増
大
す
る
一
方
で
、
三
環
状
道
路
の
整
備

が
約
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ど
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
の
遅
れ
な
ど
か
ら
、
流
入
･
通
過
交
通
が
都
心
に

集
中
し
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

(図

2
~
4
)。
区
部
の
旅
行
速
度
は
昭
和
五
五
年
度
か
ら
二

○
蹴
/
h
程
度
と
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
で
あ
る
。

3

沿
道
環
境
対
策
の
考
え
方

関
東
地
域
の
大
気
汚
染
の
原
因
物
質
の
う
ち
、
窒
素
酸

化
物

(職

の
約
1
/
2
を
自
動
車
か
ら
の
排
出
量
が
占

め
て
お
り
、
二
酸
化
窒
素
生
成
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

釦

い
る
。
ま
た
、
自
動
車
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
排
出
量
の
約

2

4
/
5
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
占
め
て
い
る
o
浮
遊
粒
子
状

律

物
質
の
発
生
源
は
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
由
来
す
る
も
の

道

の
他
、
工
場
･
事
業
所
な
ど
に
由
来
す
る
も
の
、
硫
黄
酸

銘
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化
物

(踰
て

窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素
類
な
ど
が
、
大

気
中
で
光
化
学
反
応
、
凝
縮
な
ど
の
複
雑
な
反
応
に
よ
り

二
次
的
に
生
成
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
た
め
、
発
生
源
別

寄
与
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
東
地
域
に
お
い

て
は
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
約
2
/
5
を
自
動
車
か
ら
の
排

出
量
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
ほ
ぼ
全
て
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　　　　　
　 　

　
　　　　　　　　　 　 　　　 　 　　

　　 　 　　 　 　　 　
東海嬰鬚

年度 年鹿 …

地 、 反 な 出典 :環境省費
城 発 応 ど
に 生 に が 図ー 自動車排出ガス測定局環境基準達成割合お 源 よ 、
　　 　　

東
金
京
国
都

出典 :環境省資料より出典

牢塾翌鰯環状道路(供用中)
M m “環状道路(計回中)
鮴*幅その他の高速道路
-- - - 主な一般道路

字 .三一一等
厩 - 自動卓専用裔

0 10 20 30km
注) データは平成 9年度値 l l l 1

出典 :国土交通省

図 3 東京都内の渋滞ポイント 図2 3環状道路の整備状況

鰔讓濃 通過交通
交通量 42万台/ 日

、. 品川

内々 交通(23区内◇23区内)
大田区好く 交通趾 495万台/日

平均区部走行距離 7.4km

ハ.き
走行鱸 3･658万台キロノ日

注) データは平成11年度値 出典 :国土交通省

図4 東京都内の通過交通
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か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
自
動
車
排

出
ガ
ス
対
策
、
と
り
わ
け
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら
の
自
動
車

排
出
ガ
ス
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状

物
質
の
量
は
、
走
行
速
度
に
よ
り
変
化
す
る
自
動
車
一
台

当
た
り
の
排
出
量

(図
5
)
と
、
道
路
を
走
行
す
る
自
動

車
の
交
通
量
に
よ
り
決
ま
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
を
削

減
す
る
対
策
は
、
①
自
動
車
単
体
規
制
の
強
化
な
ど
に
よ

る
排
出
係
数
の
低
減
、
②
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

に
よ
る
交
通
量
の
減
少
、
③
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に
よ
る
走
行
速
度
の
向
上
の
三
つ

に
分
類
で
き
る

(図
6
)。

三

東
京
地
域
に
お
け
る
沿
道
環
境
対
策

道
路
管
理
者
は
東
京
地
域
の
沿
道
環
境
対
策
と
し
て
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
即
時
的
な
効
果
が
あ

る
対
策
か
ら
抜
本
的
な
対
策
ま
で
総
合
的
に
次
の
よ
う
な

施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
実
行
し
て
い
る
。

①
自
動
車
単
体
対
策

②

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

③

交
通
量
抑
制
対
策

④
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
道
路
構
造
の
改
善

等
◎
そ
の
他
関
連
対
策

n
U
0
O

旅行速度(km /h)

図5 速度と排出量の関係

n
u
　
　

n
u
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に
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n
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n
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フ
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n
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1

自
動
車
単
体
対
策

沿
道
環
境
対
策
に
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
早
期
の
効
果

発
現
が
期
待
で
き
る
自
動
車
単
体
対
策
に
道
路
行
政
と
し

て
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
使
用
過
程
車
対
策
の
強

化
や
低
公
害
車
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
使
用
過
程

車
対
策
と
し
て
は
、
自
動
車
単
体
か
ら
の
排
出
量
を
低
減

す
る
た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
微
粒
子
除
去
装
置

(D
P

F
･
酸
化
触
媒
)
の
導
入
支
援
を
図
っ
て
い
る

(図
7
)

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
排
出
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
粒
子

状
物
質
(刑
)
は
、
D
P
F
の
装
着
に
よ
り
六
○
~
八
0
%
、

酸
化
触
媒
の
装
着
に
よ
り
四
0
%
程
度
減
少
さ
れ
る
。

低
公
害
車
の
普
及
促
進
と
し
て
は
、
道
路
維
持
管
理
車

両
に
排
出
ガ
ス
及
び
騒
音
の
環
境
性
能
に
優
れ
た
天
然
ガ

ス

(C
N
G
)
自
動
車
や
燃
料
電
池
車
を
率
先
し
て
導
入

し
、
ま
た
、
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
代
わ
る
低
公
害
車
の

国　 土交通省資料

　 　 　 　
　　 　

霊麗鬘鮭極囃鱗盤菴及等鳰斐 鱗嚢草藁の饉嬉岻鱗化薙 排出鎌敷の鵠緘
　

変癰覊鸚守ネジメント等 騨喩 蹴顱鬘準褻讓需瓣彌纈鱗 薇 爽迩撹の瓣少

　
道路ネットリ愚"整備等 霊廟 ⑧甕壤響趾の拡大 掛 毒杼速度の向上

図 6 自動車排出ガスを削減する対策の分類と効果
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技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

東
京
二
三
区
の
都
道
は
路
上
駐
車
に
よ
り
交
通
容
量
が

約
三
六
%
減
少
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
既
存
の
道

路
に
対
す
る
対
策
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
既
存
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
、
円
滑
な
交
通
流
を
実
現
す
る

た
め
、
違
法
駐
車
対
策
や
バ
ス
ベ
イ
整
備
、
路
上
工
事
の

縮
減
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

集
中
的
な
渋
滞
対
策
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
五

ディーゼルエンジンの排気管(車両下部)に装着

図 7 D P F装着のイメージ

P P F 誘
導

年
間
で
、
国
道
や
都
道
の
一
四
〇
交
差
点
を
整
備
す
る

｢ス
ム
ー
ズ
東
京
匁
-
拡
大
作
戦
ー
｣
を
展
開
し
て
い
る
。

渋
滞
の
激
し
い
交
差
点
を
中
心
に
、
交
通
指
導
員
の
配

置
や
周
辺
駐
車
場
の
利
用
促
進
に
合
わ
せ
て
、
歩
道
の
切

り
込
み
に
よ
る
左
折
レ
ー
ン
や
駐
停
車
禁
止
区
間
を
示
す

赤
系
の
カ
ラ
ー
舗
装

(ギ
ラ
ギ
ラ
舗
装
)
を
設
置
す
る
な

ど
、
道
路
施
設
の
改
善
や
違
法
駐
車
の
排
除
に
よ
り
、
交

通
の
流
れ
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
施
策
は
平
成

一
三
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
違
法
駐
車
対
策

｢
ス
ム
ー

ズ
東
京
21
｣
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
靖
国
通
り

(市
ヶ

谷
駅
~
浅
草
橋
)
で
は
、
旅
行
時
間
が
約
二
割
短
縮
す
る

な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る

(写
真
1
)。
そ
の
他
に

も
、
地
下
駐
車
場
の
整
備
や
踏
切
道
内
の
歩
道
整
備
、
道

路
交
通
情
報
の
充
実
、
E
T
C
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

3

交
通
量
抑
制
対
策

都
心
に
集
中
す
る
自
動
車
交
通
を
調
整

･
抑
制
し
、
沿

道
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
や
公
共
交
通
機
関
の
整
備

･
利
用
を
推
進
し

て
い
る
。
施
策
の
一
つ
に
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
東
京
都
心
部
に
向
か
う
自
動
車
利
用
者
に
駅

周
辺
に
駐
車
し
て
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
も
ら
い
、
自
動
車

交
通
量
を
削
減
す
る
取
組
で
あ
る

(図
8
)。
公
共
交
通

機
関
の
整
備

･
利
用
促
進
と
し
て
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム

(日
暮
里
･
舎
人
線
、
ゆ
り
か
も
め
)
の
整
備
を
し
、
新

整備前 (平成 13年度)

すぎ
* 》 ;
駐車車両 蜻国,

写真 1 スムーズ2 1東京による整備効果例

蜻国通り小川町蕊錘点

おÛ　

料

鯰

　

　

立有

三と

東

セ

:

行

出典
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パークアンドライド概念図

自動車

出典 :東京都資料

自動車

パークS′(スライド

鉄道ず
宿
駅
南
口
で
は
駅
前
広
場
や
歩
道
、
駐
車
場
な
ど
を
整
備

し
、交
通
結
節
点
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
道
路
構
造
の
改
善
等

都
心
に
起
終
点
を
も
た
な
い
自
動
車
を
迂
回
、分
散
し
、

円
滑
な
交
通
流
を
実
現
す
る
た
め
、
首
都
圏
三
環
状
道
路

(首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、

首
都
高
速
中
央
環
状
線
)
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
三

環
状
道
路
が
完
成
し
た
場
合
の
現
況
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対

す
る
大
気
汚
染
物
質
の
削
減
量
は
、
平
成
三

年
度
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
の
交
通
量
を
基
に
試
算
す
る
と
、
窒
素
酸

化
物
で
約
一
二
%

(約
四
、
一
〇
O
t
/
年
)、
浮
遊
粒

子
状
物
質
で
約
一
五
%

(約
四
三
0
t
/
年
)
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
交
通
流
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
、
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

国
道
一
六
号
西
大
宮
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
よ
り
、
周
辺
路

線
の
走
行
速
度
が
二
五
m
/
h
か
ら
三
一
如
/
h
に
向
上

し
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
年
間
四
二
t
削
減
さ
れ
る

な
ど
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

主
な
施
策
と
し
て
、
首
都
高
速
晴
海
線
や
、
区
部
に
お

け
る
環
状
方
向
、
多
摩
に
お
け
る
南
北
方
向
の
幹
線
道
路

写真 2 環状 8号線井荻交差点の立体化

施工前(平成元年4月)

< 迂回車両の減少>

地域内道路への迂回車両が約 3 翻減少

< 旅行時間の短縮>

4.6師の区間で最大 1 時間以上短縮

　　●
篭分06秒

図 9 環状 8号線井荻交差点の立体化による変化
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な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。既
存
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
と
し
て
、

交
差
点
の
立
体
化
や
構
造
改
良
、
道
路
拡
幅
、
連
続
立
体

交
差
事
業
な
ど
に
よ
る
踏
切
の
除
却
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

井
荻
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
環
状
八
号
線
と
三
本

の
道
路
、
西
武
新
宿
線
と
が
立
体
交
差
化
さ
れ
、
旅
行
時

間
が
最
大
で
一
時
間
以
上
短
縮
し
、
地
域
内
の
迂
回
車
両

は
約
一
万
台
減
少
し
た

(写
真
2
、
図
9
)。
主
な
事
業

と
し
て
、
国
道
一
五
号
南
蒲
田
交
差
点
の
立
体
化
や
、
多

摩
地
域
を
中
心
に
交
差
点
を
改
良
す
る
、
す
い
す
い
プ
ラ

ン
鱒
、
国
道
二
五
四
号
小
日
向
の
道
路
拡
幅
、
J
R
中
央

線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
、
多
摩
大
橋
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

5

そ
の
他
関
連
対
策

沿
道
へ
の
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
気
浄
化
技

術
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
や
、大
気
の
常
時
観
測
局
の
設
置
、

道
路
緑
化
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
大
気
汚
染
物
質
を
除
去

す
る
た
め
の
大
気
浄
化
技
術
に
は
、
低
濃
度
脱
硝
技
術
や

電
気
集
塵
機
、土
壌
な
ど
に
よ
る
大
気
浄
化
技
術
が
あ
り
、

国
道
一
七
号
、
環
状
七
号
線
、
首
都
高
速
五
号
線
が
交
差

す
る
大
和
町
交
差
点
な
ど
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

実
施
し
て
い
る

(写
真
3
)。
ま
た
、
国
道
二
〇
号
日
野

坂
交
差
点
の
道
路
緑
化
や
環
状
七
号
線
の
環
境
緑
地
帯
、

調
布
保
谷
線
な
ど
の
環
境
施
設
帯
の
整
備
、
緑
陰
道
路
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
行
っ
て
い
る

(写
真
4
)
。

値
値
均
均
平
平
日
日
14
11

写真3 低濃度脱硝技術の実験施設
(国道357号線大田区京浜島)

四

お
わ
り
に

沿
道
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
道
路
管
理
者
の
対
策
と

し
て
、
即
効
性
の
あ
る
自
動
車
単
体
対
策
か
ら
、
対
策
に

長
期
間
を
要
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
ま
で
を
紹

介
し
た
。
東
京
地
域
の
大
気
環
境
の
改
善
に
は
、
こ
れ
ら

の
対
策
を
関
係
機
関
が
連
携
し
て
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
大
都
市
で
は
、
沿
道
環
境
問
題
へ
の

関
心
が
高
く
、
道
路
事
業
へ
の
風
当
た
り
は
強
い
。
今
後

も
整
備
効
果
な
ど
を
積
極
的
に
P
R
し
、
住
民
の
理
解
を

得
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

写真4 国道2 0 号線 (東京都千代田区三宅坂)
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轉
簾
/
遭
離
に
蘂
捗
る
環
境
霜
簾

テ
ィ
ー
艫
ル
繃
縄
群
轢
嚢
襲
圓
◎
導
入
藁
罐
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

一

は
じ
め
に

平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
一
都
三
県
に
お
い
て
、
条
例
に
基

づ
く
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
新
車
登
録
か
ら
七
年
以
上
経
過
し
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
や
バ
ス
等
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
(洲
…
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
で
あ
っ
て
･

粒
径
が
一
〇
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の

(図

1
参
照
))
の
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
は
、
一
都

三
県
に
お
け
る
連
行
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

兵
庫
県
で
も
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
連
行
を
規
制
す
る
条

例
が
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
一
六

年
一
〇
月
一
日
か
ら
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
自
治
体
独
自
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制

の
動
き
の
背
景
に
は
、
大
都
市
地
域
を
中
心
と
し
て
大
気

環
境
の
改
善
が
依
然
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
現
実
が
あ

る
。こ

こ
で
は
、
国
に
よ
る
大
気
環
境
改
善
へ
の
取
組
み
と

し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
対
策
の
一
つ
で

あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
支
援
に
関
し

て
説
明
す
る
。

　　　　れ讓

二

沿
道
の
大
気
環
境
の
現
状

沿
道
の
大
気
環
境
に
関
し
て
は
、
窒
素
酸
化
物

(匙

の
う
ち
二
酸
化
窒
素

(戦

粒
子
状
物
質

(捌
)
の
う

ち
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て
、
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

平
成
一
四
年
度
の
洲
の
環
境
基
準
の
達
成
状
況
を
見
る

と
、
自
動
車
瞼
･
鰯
法
に
よ
り
対
策
地
域
に
指
定
さ
れ
て

S P M
(suspe砿業灯 particulate matter:浮遊粒子状物質)
大気中に浮游する粒子状物質であって、
粒径がloミクロン以下のもの

　の　　　
　　　
　
　　　　　

明説ゆ
0

　

　

1l

(乙

　

　道　



い
る
首
都
圏
、
大
阪
兵
庫
圏
及
び
愛
知
･
三
重
圏
の
二
七

六
市
区
町
村
に
お
け
る
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
に
お
い

て
は
、
約
二
割
し
か
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

大
都
市
地
域
を
中
心
と
し
て
環
境
基
準
の
達
成
が
低
く
、

大
気
汚
染
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(図
2
)。

浮
遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て
は
、
大
気
中
に
長
時
間
留

ま
り
、
高
濃
度
で
肺
や
気
管
な
ど
に
沈
着
し
て
呼
吸
器
に

悪
い
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
発
が
ん
性
の
お
そ
れ
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

三

自
動
車
排
出
ガ
ス
に
対
す
る
国
の
取
組
み

平
成
-
三
年
以
前
は
、
贓
に
っ
い
て
工
場
等
に
対
す
る

規
制
や
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
の
強
化
に
加
え
、
自
動
車

喩
法

(平
成
四
年
度
)
に
基
づ
い
た
車
種
規
制
等
の
対
策

を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
動
車
交

通
量
の
増
大
等
に
よ
り
、
同
法
が
目
標
と
し
て
い
た
め
の

環
境
基
準
の
達
成
が
困
難
と
な
り
、
従
来
の
施
策
を
更
に

強
化
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
跳
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
平
成
一
三
年
六
月
に
自
動
車
憲
法
の
改
正
法

(自
動
車

"

隊
･
靴
法
)
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
目

0

動
車
交
通
に
起
因
す
る
粒
子
状
物
質
の
削
減
を
図
る
た
め

“

車
種
規
制
の
対
象
と
し
て
酬
が
追
加
さ
れ
た
。

セ

道
路
行
政
と
し
て
は
、
沿
道
環
境
の
厳
し
い
地
域
に
お

断

け
る
大
気
環
境
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
早
期
の
効
果
発
現
が
期
待
さ
れ
る
自
動
車
の
低

公
害
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
自
動
車
の
低

公
害
化
の
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
道
路
特
定
財
源

を
活
用
し
た
デ
ィ
ー

ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装

　　　
　　
　

□
幽
圓
蝋

　

　

　

　
　
　
　

　
　　　
　
　
　

達

し

　

　　
　

　(大阪兵庫圏対策地域)

= 年度 複年度 13年度 14年度

議

47

33

ぬ

(愛知･三重圏対策地域)

“

隧

粥
碎

概
置
の
導
入
支
援
に
取

9年度 10年度 11年度 12年度 -3年度 14年度

図 2 H 9 ~ H 14のS P M の環境基準達成状況

り
組
ん
で
い
る
。
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9

殴
淋
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!
r
上
馬
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3

期
斜

｢
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斑
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増

三
鍼
-

9

似

0磐

M
国
□

0
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0

0

0

都
α
0

0
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0

燠
ロ

知
靴

野
企
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矩
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首
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5

六

m

40

20

0

愛

鱒

約

m
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(首都圏対策地域)

9年度 把年度 料年度 12年度 13年度 14年度

(全国対策地域)

(自動車排出ガス測定局を対象)

に壁幻 …環境基準達成率
圏達成局数
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四

デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
支

援
に
つ
い
て

御
道
路
特
定
財
源
の
活
用

平
成
一
五
年
四
月
か
ら
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
が

、

ノ

　

　
　

　
　

　
　

路
檜

礬

道
甥

備
の
　
　
　

造
る
に

　
　
　
　
　　

道
路
整
備
事
業

窯
酎
改
に

の

搬篇で繃斂鰍

条
の
及
樂
が
費
全

ー
路
持
事
国
緒
轡

第
道
雑
る
.
･
'

道路整備費の財源等の特例に関する法律

道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
業

環
他
業
･

顔

る
の
事

、ぴ
業

･‐す
そ
る

設
及
事

運
搬
、議
せ
･
折
持
る

察
に
ゼ縢
覇~●
…条
繃
總
射

第
瘢
螂
聯
*
簸
鰡
蕪
碓

道
路
整
備
費

に
必鞆馬

錬
の

項
範
ら

項
の
税

2
ず
じ

1
税
ス

総
犢
鶯
鑓

籍
難物
ゑ

3
政
い
な

3
揮
石
1

第
財
お
要

第

･
1

図 3 ディーゼル微粒子除去装置導入支援の法的位置付け
を作成

社会資本整備
重点計画法

と
六
る
、

鰡讓
鬚

2
事
の
め
事

鰊繊該愛緻

第
【
な
さ
寮

巡
秘
ー蝶
謝

項

、
に

2
設
緒

第
新
修

条
の
び

2
路
及

第
道
持
業

　赫
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
道
路
整
備
を
含
む
九
本
の
社
会

資
本
整
備
に
関
す
る
長
期
計
画
は
｢社
会
資
本
重
点
整
備

計
画
｣
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
併
せ
て
道
路
整
備
事
業
に
充
て
る
財
源
を
定
め
た

｢道
路
整
備
緊
急
措
置
法
｣
は

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等

連続して煤を燃やすとフィルターが焼損するため、2つのフィルターを切り替える等の 寝 に工夫が必要となり、装置も大きく高価になってしまう。

C u la te F ilter
ノー信市コ　　　 　　　　　　　　

煤をこし取り除去する装置。
》べ＼"罐室畔

　　　　　
使用すると煤が詰まってしまうため、ヒーターで燃やす等の処置が必要。

フィルターで煤をこし取り除去する装置。

D 鬱積 : D ieseI P a rtic u la te F ilter

の
特
例
に
関
す
る
法
律
｣
に
改
正
さ
れ
た
。

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
｣
に

お
い
て
、
道
路
整
備
費
の
使
途
と
し
て
、
新
た
に

｢道
路

事
業
に
密
接
に
関
連
す
る
環
境
対
策
事
業
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
事
業
｣
が
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
デ
ィ
ー

D P F 酸化触媒 (写真はD PF )

図 5 ディーゼル微粒子除去装置の装着イメージ

酸化触媒
白金などの触媒により煤を酸化させ除去する装置。

･ 酸素 〆~
- ｢踵燃躯檄勿 ｢ ◎

素 硫黄 硫酸ぐ〇

煤は貴金属の触媒の表面で酸化され、連続して炭酸ガスに変化していく。
しかし、燃料に硫黄分が含まれていると、これも酸化され硫酸等になり触媒を痛めてし
まう。燃料の低硫化が必要。

図4 ディーゼル微粒子除去装置

2 0 1首斧〒セ 2003.10



ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
支
援
は
、
道
路
整
備
費
の

財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
項
に

｢自
動
車
へ
の
粒
子
状
物
質
の
排
出
を
抑
制
す
る
装
置
の

装
着
に
対
し
て
助
成
を
行
う
事
業
｣
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る

(図
3
)。

㈱

デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置

(解

(豆
双
務
-℃
①
ユ
8
こ
-れ
①
罷
霊
色

･
酸
化
触
媒
)

実
際
に
支
援
の
対
象
と
な
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去

装
置
は
･
車
両
の
排
気
管
に
装
着
し
、
排
気
ガ
ス
か
ら
鰡

e
辱
蓬

田
丹
穹
暮
野
崎
音
也
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
装
着
す
る
事
に
よ
り
刑
排
出
量
の
大
幅
な
削
減
が

期
待
さ
れ
る

(図
4
･
5
)。

◎

デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
導
入
支
援

こ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
支
援
は
、

平
成
一
三
年
度
か
ら
自
動
車
交
通
局
に
お
い
て

｢低
公
害

車
普
及
促
進
対
策
費
補
助
｣
事
業
と
し
て
、
自
動
車
贓
･

酬
法
に
基
づ
く
対
策
地
域
内
で
運
送
事
業
者
が
保
有
し
て

い
る
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
み
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て

い
た
が
、
運
送
事
業
者
と
自
家
用
と
の
保
有
台
数
の
比
率

が
六
…
四
と
自
家
用
車
も
無
視
で
き
な
い
こ
と
、
更
に
は

首
都
圏
等
の
対
策
地
域
へ
流
入
し
て
く
る
車
両
に
よ
る
環

境
負
荷
も
無
視
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
は
、
自
動
車
交
通
局
と
道
路
局

が
連
携
し
、
運
送
事
業
者
だ
け
で
な
く
自
家
用
車
並
び
に

対
策
地
域
内
へ
の
流
入
車
に
ま
で
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と

と
し
、
平
成
一
五
年
度
の
予
算
額
に
つ
い
て
も
四
〇
億
円

表 1 ディーゼル微粒子除去装置導入支援の内容

改正前 ( ~ H14) 改正後 (現行)
補助対象者

癒讓鰄讓
般
籟
襲
わ
鮫

大型ディーゼル車の鰹壷煮

鰤檄 戎
‘鱗拗肋

車
似
淑

か
は
訃
を頒
鱸
夢
“鸚端

大
r
t

(同左)

皺
殺
職
枇

鰍彌鰍鰔獅

篠繊癪
猫

滕
端
髭
鍔
桾

排
質
関
7

の

赫
糊
桝
繃
獺

車
子
削
法

の

臓
厳
酸
件
側

及
総
成
お

働
擬
秤
敷

護
翳
機
纖
蝸
鍋

れ
定
特
)

滕
鷁
拐
鍔
輌

排
質
関
7

る

認鋤取鱗締

蹴
鰯
影
件
※‘

補助額 格臟ゑ鰊履衞銭抄繊
升
儀 琺

補助要件 徽区緘等と鮴撚地 も
し据廟

準
拠淑姥縦酪炬

共

て
公
し
助

方
と
補

地
の
て

※補助金の交付決定の際に個別に認定の審査を行うが、
運用方針 (平成 15年 3月 27日 道路局 道路環境調
長、環境課長により制定) ｣ において以下の者を規定。
(1)社団法人日本バス協会及び各都道府県バス協会
(2)社団法人全日本トラック協会及び各都道府県トラック協会
(3)社団法人全国通運連盟

‐の審査を行うが、 ｢低公害車普及促進対策費補助金に関する
道路局 道路環境調査室長、自動車交通局 企画室長、貨物課

道行セ 2003,10 翔



(対
前
年
度
比
二
六
･
七
倍
)
と
大
幅
に
増
額
し
た
。

短
期
規
制
適
合
車
)
の
う
ち
、
自
動
車
輪
.
靴
法
の
車
種

五

お
わ
り
に

支
援
の
対
象
者
、
対
象
車
両
、
補
助
内
容
等
に
つ
い
て

規
制
に
よ
り
使
用
期
間
が
お
お
む
ね
二
年
未
満
で
あ
る
も

は
、
表
ー
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
靴
排
出
量
の
多
い
大

の
を
除
い
た
も
の
を
、
補
助
対
象
車
両
と
し
て
い
る

(図

道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装

型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

(図
6
に
お
け
る
元
年
規
制
適
合
車
･

7
)
。

置
の
導
入
支
援
だ
け
で
な
く
、
平
成
一
四
年
度
よ
り
大
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
に
代
替
す
る
次
世
代
低
公
害
車
の
技

術
開
発
も
実
施
し
て
お
り
、
平
成
一
五
年
度
に
は
燃
料
電

池
自
動
車
の
実
用
化
促
進
に
向
け
て
、
道
路
維
持
管
理
用

車
両
に
試
験
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
自
動
車
の
低
公
害
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
沿
道
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
積
極
的
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

(HI0･H 1-~ 長期0 25(鯵鮴yh)
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轉
瓣
/
遭
離
幅
謳
捗
る
鷹
蠅
翹
簾

週
朧
に
繭
捗
る
鷹
蹴
鰤
簾
飜
獅
◎
鬮
覚

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
環
境
研
究
部
道
路
環
境
研
究
室
長

並
河

良
治

一

は
じ
め
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
携
帯
電
話
、
自
動
車
、
飛
行
機
、
テ

レ
ビ
等
々
、
こ
こ
一
〇
〇
年
ば
か
り
の
間
に
発
明
さ
れ
た

便
利
な
品
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
こ
れ
が
な
い
と

私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
た
な
い
も
の
の
筆
頭
は
、
自
動

車
か
も
し
れ
な
い
。
自
動
車
は
、
人
の
移
動
の
み
な
ら
ず

物
資
輸
送
に
お
い
て
も
そ
れ
を
用
い
る
人
に
計
り
知
れ
な

い
能
力
を
与
え
る
故
に
、
手
放
せ
な
い
便
利
な
道
具
と
し

て
著
し
い
速
度
で
普
及
し
て
き
た
。
一
方
で
、
自
動
車
は

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
周
り
の
人
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
迷

惑
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
狭
い
道
路
を
我
が
物
顔
で

占
有
し
て
い
る
こ
と
自
体
迷
惑
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
動
き

回
っ
て
、周
り
の
人
々
に
交
通
事
故
と
い
う
脅
威
を
与
え
、

排
気
ガ
ス
で
大
気
を
汚
し
、
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
て
、
静

寂
な
生
活
環
境
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。

社
会
的
費
用
が
大
き
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
動
車
が

人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
使
う
人
に
と
っ

て
大
き
な
効
用
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
、少
な
く
と
も
、

効
用
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
に
お
い
て
は
、
た
と
え
孫
子
の
時
代
に
大
変

な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
も
含
め
、
自
動
車
の
不
効
用
を
説

い
て
、
自
動
車
を
減
ら
そ
う
と
し
て
も
殆
ど
功
を
奏
さ
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
現
実
的
な
選
択
と
し
て
自
動

車
の
不
効
用
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
自
動
車
の
不
効
用
の
う
ち
環
境
面
に
着
目

し
、
自
動
車
交
通
の
用
に
供
さ
れ
る
道
路
施
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
ま
た
、
開
発
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
道
路
技
術
開
発
五
箇
年
計
画
の
成
果
を
中
心

に
紹
介
す
る
。

二

道
路
の
環
境
影
響

道
路
の
存
在
及
び
供
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
沿
道
に
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
の
影
響
が
発
生
す
る
。
道
路
の
存
在
そ
の
も

の
が
都
市
に
お
い
て
は
、
街
区
の
形
成
や
防
災
空
間
の
提

供
、
景
観
の
向
上
な
ど
環
境
面
に
正
の

(良
い
)
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
生
態
系
等
の
自
然
環
境
や
日
照

障
害
、
電
波
障
害
な
ど
の
物
理
的
な
生
活
環
境
、
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
な
ど
の
社
会
活
動
へ
の
影
響

と
い
っ
た
、
負
の

(良
く
な
い
)
影
響
が
発
生
す
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
道
路
の
建
設
中
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
影
響
が
生
じ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
道
路
の
供
用
中
は
、

自
動
車
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振
動
な
ど
の
環
境
影

満矛千セ 2nn亀.10 2,?



響
が
発
生
す
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
発
生
す
る
負
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
の
概
要
を
記
す
。

三

道
路
の
存
在
に
よ
る
影
響
の
緩
和

自
然
環
境
の
豊
か
な
地
区
に
お
い
て
新
た
な
道
路
を
建

設
す
る
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
土
地
の
状
況
を
改
変
す
る
こ

と
が
、
さ
ま
さ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、
植
物

の
生
育
に
必
要
な
土
地
が
縮
小
し
、
或
い
は
無
く
な
る
こ

と
。
植
生
が
変
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
と
も
な

い
動
物
の
生
息
環
境
が
劣
化
し
、
或
い
は
失
わ
れ
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
考
え
方

は
、
基
本
的
に
は
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ヨ
ン
で
い
う
四
つ
の
対

策
、
す
な
わ
ち
、
回
避
、
低
減
、
代
替
、
管
理
の
う
ち
可

能
な
限
り
回
避
を
優
先
す
る
が
、
自
決
堂
旦か
な
場
所
を
回

避
す
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
道
路
が
線
状
の
構
造

物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
動
物
の
生
息
域
を
分
断
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
構
造
物
の
建
設
に
よ
っ
て
地
下
水

の
状
況
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
連
鎖
的
に
生
態
系
が
変
化

す
る
可
能
性
も
あ
り
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
の
存
在
が
自
然
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
影

響
を
受
け
る
生
物
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
影
響
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
影
響
を
緩
和
す
る
対
策
技
術
に
つ
い

て
地
道
な
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
新

道
路
技
術
開
発
五
カ
年
計
画
に
お
い
て
中
小
型
ほ
乳
類
の

生
息
域
の
分
断
を
緩
和
す
る
技
術
開
発
に
向
け
て
、
そ
れ

道路横断施設の利用状況

道路横断箇所(道路両側の土地利用状況)ら
の
動
物
が
道
路
の
横
断
施
設
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て

い
る
か
が
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
沿
道
土
地
利
用
の

状
況
、
横
断
構
造
物
の
形
式
に
よ
っ
て
横
断
構
造
物
を
利

用
す
る
動
物
の
種
類
や
頻
度
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り

(図
1
)、
身
近
な
動
物
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

特
性
を
持
っ
て
お
り
、
対
策
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
あ
っ

た
も
の
を
見
極
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

キ

チ
　
　

道路横断施設の構造別の通過割合

(60知11街以上の場合)襲
図 2 沿道環境対策の3相 (騒音の例)

道路構造対策→地下化･掘割化
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供
用
車
の
環
境
対
策
技
術

自
動
車
交
通
に
よ
っ
て
発
生
す
る
大
気
汚
染
、
騒
音
、

振
動
に
対
す
る
対
策
技
術
は
、
環
境
影
響
を
発
生
さ
せ
る

発
生
源
に
お
け
る
対
策
、
環
境
影
響
が
伝
わ
る
経
路
で
の

対
策
、
環
境
影
響
を
受
け
る
場
所
に
お
け
る
対
策
に
分
類

で
き
る

(図
2
)。
以
下
、
こ
の
分
類
に
従
っ
て
、
大
気

汚
染
、
騒
音
、
振
動
の
環
境
要
素
に
関
す
る
対
策
技
術
を

取
り
上
げ
る
o



1

発
生
源
対
策

環
境
対
策
で
最
も
効
果
的
な
対
策
は
、
そ
の
影
響
を
発

生
さ
せ
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
｢元
を
絶
つ
｣
こ
と
で
あ

る
。
道
路
の
供
用
に
伴
う
環
境
対
策
は
道
路
側
だ
け
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、
走
行
す
る
車
両
の
側
の
対
策
や
利
用

者
の
モ
ラ
ル
や
意
識
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
、
発
生
源
対
策
は
総
合
的
な
取
組
み
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
発
生
源
対

策
が
そ
の
後
の
対
策
に
勝
る
点
は
、
一
つ
に
は
効
率
の
良

さ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
気
汚
染
の
場
合
、
濃
度

の
高
い
状
態
で
処
理
を
行
う
方
が
、
い
っ
た
ん
大
気
中
に

汚
染
物
質
が
放
出
さ
れ
た
後
の
濃
度
が
低
い
状
態
で
処
理

を
行
う
よ
り
も
遥
か
に
効
率
が
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
燃
焼

系
の
汚
染
ガ
ス
は
排
気
管
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る

前
、
自
動
車
の
中
で
処
理
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
。

騒
音
･
振
動
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
伝
搬
が
波
動
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
特
に
、
空
気
中
の
伝
搬
は
極
め
て
効
率
が
よ

い
た
め
、
騒
音
･
振
動
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
そ
の
対

策
と
し
て
最
も
効
率
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
利

点
と
し
て
対
策
の
効
果
が
空
間
的
制
約
を
受
け
ず
、
ど
こ

で
も
良
い
環
境
を
享
受
で
き
る
と
い
う
点
及
び
一
般
に
対

策
が
景
観
を
阻
害
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
対
策
技

術
を
紹
介
す
る
。

㈲

大
気

大
気
汚
染
に
お
け
る
発
生
源
対
策
の
大
黒
柱
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
ま

が
発
す
る
、
い
わ
ゆ
る
メ
カ
ニ
カ
ル
ノ
イ
ズ
と
タ
イ
ヤ
と

歛

で
、
ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
も
数
次
に
わ
た
っ

て
排
出
ガ
ス
の
規
制
が
強
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
削
減
率

の
低
い
バ
ス
･
ト
ラ
ッ
ク
の
喩
に
っ
い
て
も
、
昭
和
四
人

年
以
前
の
未
規
制
時
代
の
四
分
の
一
程
度
に
減
少
し
た

が
、
車
両
台
数
の
著
し
い
増
加
に
よ
り
大
気
汚
染
を
改
善

に
つ
い
て
は
所
期
の
効
果
を
達
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
も
な
く
中
央
環
境
審
議
会
の
第

五
次
答
申
に
基
づ
く
規
制
が
適
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
規
制
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
出

ガ
ス
対
策
に
つ
い
て
、
二
0
0
二
年
か
ら
適
用
の

｢新
短

期
規
制
｣
に
比
べ
喩
が
約
四
一
%
か
ら
五
0
%
削
減
、
ま

た
、
刑
は
七
五
%
か
ら
八
五
%
の
削
減
と
大
幅
な
削
減
に

な
っ
て
お
り
、
適
合
車
の
普
及
に
よ
る
大
気
環
境
の
改
善

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
車
両
の
走
行
に
伴
っ
て
道
路
と
の
関
係
で

発
生
す
る
大
気
汚
染
物
質
が
あ
る
。
タ
イ
ヤ
等
の
摩
耗
に

伴
う
洲
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
タ
イ
ヤ
摩
耗
の
少
な

い
舗
装
の
開
発
と
な
る
が
、
摩
擦
力
を
確
保
す
る
と
い
う

条
件
を
満
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
開
発
に
は
長
い

時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、
そ
の
発
生
量
が

排
気
管
か
ら
排
出
さ
れ
る
跳
に
比
べ
て
僅
か
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
技
術
開
発
は
現

時
点
で
は
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

②

騒
音

自
動
車
交
通
騒
音
は
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
車
両
そ
の
も
の

Nhr

道
路
の
関
係
で
発
生
す
る
タ
イ
ヤ
･
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
が
主

要
な
も
の
で
あ
る
。
定
常
走
行
で
は
乗
用
車
系
の
場
合
一

般
に
、
後
者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
一
方
、
大
型
車
は

前
者
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
が
、
車
両
の
規
制
が
進
ん

だ
結
果
、
両
方
の
騒
音
が
概
ね
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

(図
3
)。
道
路
側
で
の
発
生
源
対
策
は
、
専
ら
タ
イ
ヤ
･

ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
の
低
減
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
舗
装
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
騒
音
を
低

減
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

タ
イ
ヤ

･
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
拍
手
を
す

る
と
大
き
な
音
が
出
る
の
と
同
様
の
原
理
で
、
タ
イ
ヤ
の

中型車 定常走行
図3 騒音の発生源別の影響度
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古タイヤを削って
作られたチップ

ト
レ
ッ
ド
面
と
路
面
の
間
に
挟
ま
れ
た
空
気
が
圧
縮
さ

れ
、
そ
の
空
気
が
狭
く
な
っ
た
隙
間
か
ら
逃
げ
る
時
に
発

生
す
る
エ
ア
ポ
ン
ピ
ン
グ
音
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
低
騒
音
舗
装
は
、
ま
ず
、
エ
ア
ポ
ン
ピ

ン
グ
音
の
発
生
を
押
さ
え
る
対
策
と
し
て
、
空
気
を
舗
装

表
面
か
ら
舗
装
内
部
に
逃
が
せ
る
構
造
と
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
舗
装
の
一
つ
に
排
水
性
舗
装
が
あ
る

(図
4
)

し
か
し
、
こ
れ
で
万
全
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
、
タ
イ
ヤ
･
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ

は
タ
イ
ヤ
が
路
面
と
接
す
る
際
に
発
生
す
る
タ
イ
ヤ
の
震

動
も
そ
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
密
粒
舗
装
に
比
べ
て
舗
装
表
面
の
き
め
が
粗

い
排
水
性
舗
装
で
は
、タ
イ
ヤ
の
震
動
音
が
大
き
く
な
り
、

発
生
す
る
騒
音
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
部
分
が
あ
る
。

そ
こ
で
、タ
イ
ヤ
振
動
を
押
さ
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

さ
ら
に
高
性
能
な
低
騒
音
舗
装
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
舗
装
表
面
の
凸
凹
を
小
さ
く
す
る
も
の
と
し

て
、
表
面
に
出
る
骨
材
の
粒
径
を
小
さ
く
し
た
二
層
式
の

排
水
性
舗
装
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
路
面
を
柔

ら
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ
の
震
動
を
抑
え
、
騒

音
低
減
効
果
の
向
上
を
目
指
し
た
多
孔
質
弾
性
舗
装
が
開

発
さ
れ
、
現
在
、
実
際
の
道
路
上
で
の
騒
音
低
減
効
果
の

持
続
性
等
を
確
認
中
で
あ
る
。
こ
の
舗
装
は
、
タ
イ
ヤ
を

多

細
か
く
切
削
し
て
作
ら
れ
た
チ
ッ
プ
を
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
で

殴

粟
ぉ
こ
し
の
よ
ぅ
に
固
め
た
も
の
で

菌

5
)･
適
度
な

弾
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
低
騒
音
舗
装
と
い
う
利
用
以

外
の
用
途
に
も
効
果
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
舗
装
は
、
価
格
や
施
工
性
な
ど
今
後
引
き
続
き
改
良
す

べ
き
点
が
あ
る
が
低
騒
音
舗
装
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
。

③

振
動

橋
梁
部
に
お
け
る
振
動
は
、
車
両
の
懸
架
装
置

(サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
)
形
式
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
。

振
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
型
車
両
の
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
形
式
の
変
更
は
ひ
と
つ
の
効
果
的
な
対
策
で
あ

る
。
固
有
振
動
数
の
大
き
な
板
バ
ネ
式
か
ら
固
有
振
動
数

の
小
さ
な
空
気
式
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
梁
の
振

動
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る

(図
6
)。
一
方
、
構
造

物
で
の
対
策
と
し
て
は
桁
の
連
結
に
よ
っ
て
ジ
ョ
イ
ン
ト

50　　鱒
＼
/

"
範

図 6 サスペンションの違いによるたわみの相違

鱗
n
Y20

リ
ム

4
｢

R
U

R
U

n
V

リ
ム

　

　

　

　

　

　

た
わ
み
(
凹

ハ
繃 ぬ範

、 国
M
⑧壱
▼
認
V

武 報

綴
=

リ

エ

-

範

瀬 “諺
W
ト
丸
亀ず
u
V

密粒舗装
図 4 排水性舗装の減音メカニズム

排水性舗装



部
を
な
く
す
こ
と
や
延
長
床
版
工
法
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

一
般
道
路
に
お
け
る
振
動
対
策
と
し
て
は
、
ゴ
ム
支
承

や
高
強
度
シ
ー
ト
を
用
い
て
舗
装
体
自
体
の
振
動
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
外
部
に
伝
播
す
る
振
動
を
軽
減
す
る
舗
装

構
造
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

2

伝
搬
･拡
散
経
路
で
の
対
策

発
生
源
に
よ
る
対
策
で
騒
音
や
大
気
汚
染
等
が
許
容
範

囲
に
収
ま
ら
な
い
状
況
で
は
、
次
に
、
そ
れ
ら
が
伝
搬
･

拡
散
す
る
経
路
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で

は
、
以
下
の
四
つ
に
分
類
し
て
、
そ
の
対
策
を
紹
介
す
る
。

=

道
路
構
造
で
の
対
策

道
路
を
地
下
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
騒
音
･
大
気
汚
染

の
伝
搬
･
拡
散
を
防
止
す
る
こ
の
対
策
は
、
効
果
を
確
実

に
期
待
で
き
る
も
の
の
事
業
費
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
欠

点
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
構
造
で
の
大
気
汚
染
対
策
は
、
換

気
塔
か
ら
の
排
気
を
浄
化
す
る
対
策
が
主
要
な
も
の
で
あ

り
、
換
気
施
設
に
組
み
込
む
集
塵

(捌
等
の
捕
集
)、
脱

硝
の
技
術
が
開
発
さ
れ
、
実
用
化
に
向
け
た
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
。

半
地
下
構
造

(写
真
1
)
は
、
騒
音
対
策
と
し
て
有
利

な
構
造
で
、
構
造
物
に
よ
っ
て
景
観
に
障
害
を
与
え
る
こ

と
も
な
い
が
、
事
業
費
は
地
下
化
と
同
様
に
大
き
い
。

高
架
道
路
は
、
周
辺
に
高
い
建
物
が
な
い
場
合
、
騒

音

･
大
気
汚
染
の
双
方
に
対
し
て
有
利
な
構
造
で
あ
る

が
、
景
観
の
問
題
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
策
は
す
べ
て
、
道
路
と
沿
道
の
連
絡
が
限

ら
れ
る
た
め
一
般
道
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
自
動
車
専
用

道
路
で
の
対
策
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

道
路
の
構
造
物
で
の
対
策

道
路
の
構
造
形
式
そ
の
も
の
で
は
な
く
道
路
に
設
置
す

る
構
造
物
で
環
境
対
策
を
行
う
こ
と
は
広
く
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
代
表
格
は
、
遮
音
壁
で
あ
る
。
遮
音
壁
は
、
騒

音
低
減
に
効
果
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
周
辺
が
低

写真 1 半地下構造にした東京外環道

層
の
建
物
の
場
合
、
沿
道
の
大
気
汚
染
に
対
し
て
も
有
効

な
対
策
と
な
る
。
騒
音
の
低
減
に
つ
い
て
は
、
遮
音
壁
の

高
さ
を
高
く
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
沿
道
の
日

照
条
件
、
構
造
物
の
強
度
な
ど
の
制
約
で
高
さ
を
高
く
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
遮
音
壁
の
頂

部
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
新
型
の
遮
音
壁
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
遮
音
壁
に
比
べ
て
二
~
六
踞
程

度
の
改
善
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
写
真
2
は
、
そ
の
一

写真 2 先端改良型遮音壁の例 (A S E)



つ
で
あ
る
A
S
E

(ア
ク
テ
ィ
ブ

.
ソ
フ
ト

.
エ
ッ
ジ
)

遮
音
壁
で
あ
る
o

道
路
の
緑
化
が
環
境
改
善
に
果
た
す
効
果
に
つ
い
て
は

さ
ま
さ
ま
な
も
の
が
あ
り
騒
音
対
策
、
大
気
浄
化
対
策
と

し
て
も
期
待
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
結

果
か
ら
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

道
路
の
緑
化
、
景
観
向
上
、
熱
環
境
の
改
善
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
、
特
に
、
都
市
部
に
お
い
て
は
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
対
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

大
気
浄
化
の
た
め
に
沿
道
に
設
置
す
る
い
く
つ
か
の
対

策
が
開
発
さ
れ
て
い
る

(写
真
3
)。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

で
取
り
込
ん
だ
大
気
に
つ
い
て
は
大
気
汚
染
物
質
を
捕
捉

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
度
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、
拡

散
し
た
汚
染
物
質
を
再
び
捕
捉
し
て
浄
化
す
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
は
、
排
出
源
で
の
対
策
に
比
べ
る
と
か
な
り
効
率

が
悪
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
、
こ
の
タ
イ
プ
の

対
策
は
、
箇
所
ご
と
の
必
要
性
や
周
辺
技
術
の
開
発
を
睨

み
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③

バ
ッ
フ
ァ
ビ
ル

技
術
的
な
対
策
で
は
な
い
が
、
伝
搬
経
路
上
の
環
境
対

策
を
道
路
敷
を
越
え
て
沿
道
で
行
う
対
策
の
ひ
と
つ
に
バ

ッ
フ
ァ
ビ
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
防
波
堤
の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
、
騒
音
に
も
大
気
汚
染
に
も
効
果
的
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
特
定
の
地

域
に
お
け
る
環
境
対
策
の
た
め
の
事
業
資
金
を
援
助
す
る

融
資
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

写真 3 土壌脱硝装置の設置例

3

影
響
点
で
の
対
策

影
響
を
被
る
点

(影
響
点
)
で
何
ら
か
の
対
策
を
取
る

こ
と
は
、環
境
が
改
善
さ
れ
る
空
間
の
広
が
り
が
小
さ
く
、

そ
れ
以
前
の
段
階
で
対
策
が
と
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
建
物
内
で
の
快
適
な
労
働
環
境
、
住
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
は
現
実
的
な
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
騒
音
対

策
と
し
て
は
、
窓
や
壁
を
遮
音
性
能
の
高
い
も
の
と
す
る

こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
ガ
ラ
ス
窓
の
嵌

っ
た
バ
ル
コ

ニ
ー
の
よ
う
な
バ
ッ
フ
ァ
空
間
を
確
保
で
き
れ
ば
効
果
的

で
あ
る
。
振
動
対
策
と
し
て
地
盤
振
動
を
遮
断
す
る
こ
と

は
大
が
か
り
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
は

振
動
を
増
幅
さ
せ
な
い
よ
う
に
建
物
に
十
分
な
強
度
を
建

物
に
持
た
せ
る
と
い
う
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

五

ま
と
め

道
路
沿
道
の
環
境
を
改
善
す
る
対
策
に
つ
い
て
発
生
･

伝
搬

･
受
信
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
説
明
し
て
き

た
。
人
々
が
よ
り
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
沿
道
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
対
症
療
法
的
な
技
術
だ
け
で
は
十
分

な
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。
快
適
な
環
境
を
享
受
す
る
た
め

に
は
、
住
ま
い
方
ま
で
含
め
た
総
合
的
な
対
策
に
よ
り
、

道
路
の
交
通
状
況
を
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
基
本
と

考
え
る
。
日
本
に
お
い
て
間
も
な
く
訪
れ
る
人
口
の
減
少

を
伴
う
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
制
約

が
よ
り
厳
し
く
課
さ
れ
る
と
い
っ
た
社
会
条
件
を
的
確
に

捉
え
、
道
路
に
関
わ
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に
形
作
る
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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特
簾
/
週
臟
幅
飜
靜
る
蠅
騨
閼
驚

縁
◎
圓
廳
鬮
蛔
と
飜
瞳
薹

道
路
局
地
方
道
e
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

一

は
じ
め
に

都
市
に
お
け
る
緑
化
さ
れ
た
空
間
は
、
良
好
な
景
観
や

安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
の
み
で
は
な
く
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
と
い
っ
た
都
市
の
熱
環
境
の
改
善
や

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
道
路
事
業
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
も
植
樹
帯
や
並
木
を
設
置
し
、
の
り
面
を
緑
化

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
緑
の
創
出
を
積
極
的
に
推
進
し
て

き
た
。

都
市
の
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
、
様
々
な
主
体
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
施
策
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
連
携
の
考
え
方
に
は
、
①

道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
事
業
間
で
連
携
す
る
こ
と
、
②

行
政
と
市
民
等
が
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
連
携
し
緑
化

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
と
し
て
、
道
路
事
業
と
公
園
、

河
川
事
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
都
市
部
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
と
、
行
政
と
市
民

の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
取
り

組
む

｢緑
陰
道
路
｣
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

三

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
の
推
進

1

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
･
公
園
･
河
川
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
に
お
い
て
緑
を
創
出
す
る

｢緑
の

回
廊
構
想
｣
を
推
進
し
て
い
る
。

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の

緩
和
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
の
熱
環
境
の
改
善
、
生
物
の

生
息

･
生
育
空
間
の
確
保
を
通
じ
た
生
物
多
様
性
の
保
全

な
ど
の
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
然
と

人
間
が
共
生
す
る
緑
豊
か
で
う
る
お
い
あ
る
生
活
環
境
の

形
成
に
貢
献
す
る
。
｢緑
の
回
廊
｣
を
形
成
す
る
こ
と
の

意
義
を
都
市
計
画
の
視
点
で
捉
え
る
と
、
網
目
状
の

｢緑

の
回
廊
｣
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
緑
を
面
的

に
広
げ
て
い
く
う
え
で
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
充
実
し
た

｢緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
が
地
域
に
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
に
お
け
る

｢緑
へ
の
ア

ク
セ
ス
｣
が
容
易
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

道
路
･
河
川
と
い
っ
た
線
的
に
連
続
し
た
都
市
基
盤
と
公

園
な
ど
の
拠
点
の
都
市
基
盤
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、緑
の
軸
を
効
果
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

事
業
間
で
連
携
し
た
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
別
で
事
業
を
行
う
場
合
と
比
較
し
て
、
よ
り
効
率
的
な

実
施
や
よ
り
効
果
的
な
成
果
が
期
待
で
き
る
。
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2

｢緑
の
回
廊
｣
形
成
に
期
待
さ
れ
る
効
果

｢緑
の
回
廊
｣
形
成
に
よ
っ
て
、
緑
の
持
つ
機
能
が
複

合
化

･
効
率
化
さ
れ
る
た
め
、
主
に
以
下
の
五
つ
の
効
果

が
期
待
で
き
る

(図
1
)。

①

ク
ー
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
の
形
成
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
分
断
化
な
ど
、
都
市
の
熱
環
境
の
改
善

②

生
物
の
生
息

･
生
育
及
び
移
動
の
た
め
の
空
間
の
確

保
に
よ
る
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全

図 1 緑の回廊の効果イメージ

③

避
難
地
や
避
難
路
の
形
成
、
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
に

よ
る
、
都
市
防
災
の
向
上

④

連
続
し
た
緑
に
よ
る
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成

⑤

緑
豊
か
で
快
適
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
生
活

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

3

｢緑
の
回
廊
｣
形
成
の
イ
メ
ー
ジ

｢緑
の
回
廊
｣
は
、
都
市
に
お
け
る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規

模
に
よ
っ
て
次
の
三
段
階
に
分
類
さ
れ
る

(図
2
)。

①

広
域
レ
ベ
ル
の
形
成
の
イ
メ
ー
ジ

広
域
幹
線
道
路
の
植
樹
帯
や
大
河
川
の
帯
状
の
緑
と

広
域
公
園
や
大
規
模
緑
地
な
ど
の
面
的
な
緑

(拠
点
)

に
よ
り
形
成
さ
れ
る
広
域
レ
ベ
ル
の
緑
の
骨
格
軸
。

②

都
市
レ
ベ
ル
の
形
成
の
イ
メ
ー
ジ

幹
線
道
路
の
植
樹
帯
や
都
市
内
中
小
河
川
の
帯
状
の

緑
と
総
合
公
園
な
ど
の
面
的
な
緑

(拠
点
)
に
よ
り
形

成
さ
れ
る
都
市
基
幹
レ
ベ
ル
の
緑
の
骨
格
軸
。

③

地
区
レ
ベ
ル
の
形
成
の
イ
メ
ー
ジ

生
活
道
路
の
街
路
樹
や
水
路
な
ど
の
帯
状
の
緑
と
地

区
･
近
隣

･
街
区
公
園
な
ど
の
面
的
な
緑

(拠
点
)
に

よ
り
形
成
さ
れ
る
住
区
基
幹
レ
ベ
ル
の
緑
の
骨
格
軸
。
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4

事
業
間
連
携
の
形
態

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
緑
の
回
廊
の
形
成
に
あ
た
っ

て
は
、
道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
事
業
を
連
携
し
て
実
施



都市レベル

地区レベル

図 2 ｢緑の回廊｣ 形成のイメージ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
形
成
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
道
路
事
業
と
公
園
･
河

川
事
業
と
の
連
携
の
形
態
に
つ
い
て
整
理
す
る

(図
3
)。

ゆ

連
携
に
よ
る
緑
地
帯
の
形
成

①

道
路
と
公
園
の
連
携
に
よ
る
緑
地
帯
の
形
成

道
路
の
植
樹
帯
な
ど
と
一
体
的
に
帯
状
の
公
園
緑

地
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

散
歩
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
日
常
の
多
様
な

利
用
に
適
し
た
、広
幅
員
な
緑
地
帯
が
形
成
さ
れ
る
。

②

道
路
と
河
川
の
連
携
に
よ
る
緑
地
帯
の
形
成

道
路
の
植
樹
帯
等
と
河
川
の
緑
が
一
体
的
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
物
の
移
動
空
間
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

･
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
、

広
幅
員
な
緑
地
帯
が
形
成
さ
れ
る
。

②

結
節
点
に
お
け
る
緑
の
拠
点
の
形
成

鋭

①

道
路
と
道
路
の
結
節
点
に
お
け
る
緑
の
拠
点
の
形

0

　

　

道
路
と
道
路
の
交
差
部
分
に
、
道
路
の
植
樹
帯
な

セ

ど
と
一
体
と
な
っ
て
公
園
緑
地
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

行道

に
よ
り
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
緑
が

形
成
さ
れ
る
。

②

道
路
と
河
川
の
結
節
点
に
お
け
る
緑
の
拠
点
の
形

成
道
路
と
河
川
の
交
差
部
分
に
、
道
路
の
植
樹
帯
や

河
川
の
緑
と
連
携
し
た
公
園
緑
地
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
緑

が
形
成
さ
れ
る
。

三

緑
陰
道
路
の
取
組
み

1

緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
緑
陰
道
路
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
親
し
み
が
持
て
る
美

し
い
街
並
み
を
形
成
し
、
都
市
の
顔
と
し
て
誇
れ
る
良
好

な
緑
の
道
路
空
間
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
地
域
の
方
々

の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
地
区
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
と
地
域
住
民
が
協

力
し
て
街
路
樹
の
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る

(写
真
1
)。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
区
の
市
民
団

広域レベル



河川

道路と河川の連携による緑地帯の形成

　

　

　　

　

　
　　

　

　

　

　多

A‐A断面

B‐B断面

　　　
　
　　

　　　　　　　
造遜 公園など

櫃鸚幣と運廃した歩行空間の形成

霊辞し,礎癈騨竇テ
ラ奪

廼庭 公園など
道路と道路の結節点における緑の拠点の形成

3 ｢緑の回廊｣ 形成のイメージ

河川

公園など

写真 I 緑陰道路の例
　　通
例
葉　　

齦
市
陰
台
緑
仙

し
、
街
路
樹
の
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
町

内
会
、商
店
街
や
小
中
学
校
な
ど
の
協
力
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
定
め
る
。
緑
陰
道
路
管
理
計
画

は
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
六
日
現
在
で
は
、
二
〇
地
区
で

策
定
済
み
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
地
区
に
お
い
て
も
今
後

管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【管
理
の
具
体
的
な
内
容

(例
童

①

安
全
対
策

(点
検
の
内
容
･
頻
度
等
)

②

落
ち
葉
へ
の
対
策

(清
掃
内
容

･
頻
度
等
)

③

看
板
、
標
識
、
信
号
機
へ
の
対
策

(視
認
性
の
確
保
、

剪
定
の
内
容
等
)

④

電
線
、
建
築
物
へ
の
対
策

(剪
定
の
内
容
等
)

⑤

そ
の
他

(緑
陰
道
路
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
P
R

等
)

2

取
組
み
事
例

(本
郷
通
ケ
ヤ
キ
並
木
地
区
)

岐
阜
市
の
本
郷
通
ケ
ヤ
キ
並
木
地
区

(市
道
金
町
本
郷

町
線
)
に
お
い
て
は
、
平
成
一
五
年
七
月
二
二
日
に
当
該

路
線
の
緑
陰
道
路
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

具
体
の
管
理
計
画
で
は
、
落
ち
葉
へ
の
対
策
と
し
て
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
市
が
道
路
清
掃
車
に
よ
り
車
道

部
を
週
一
回
清
掃
し
、
歩
道
部
に
つ
い
て
は
沿
道
住
民
が

組
織
す
る

｢本
郷
町
通
り
ケ
ヤ
キ
並
木
協
議
会
｣
が
週
一

回
(落
ち
葉
の
季
節
に
は
毎
日
)
清
掃
を
行
う
こ
と
と
し
、

道
路
管
理
者
と
沿
道
住
民
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
い

る

(表
1
)。

道路と河川の結節点における緑の拠点の形成

体
、
道
路
管
理
者

(直
轄
国
道
事
務
所
、
県
、

市
等
)
を
対
象
に
地
区
募
集
を
行
い
、
国
土

交
通
省
が
緑
陰
道
路
の
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

を
行

っ
た
。

指
定
さ
れ
た
モ
デ
ル
地
区
で
は
、
街
路
樹

の
維
持
管
理
等
に
関
す
る
道
路
管
理
者
と
地

ソ

域
住
民
等
と
の
役
割
分
担
を
定
め
、
｢緑
陰

-

道
路
管
理
計
画
｣
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

の

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
プ
ロ
ジ

ラ

エ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
区
の
市
民
団

区

体
、
も
し
く
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
の
応
募

鋼

を
、
三
次
に
わ
た
っ
て
、
二
五
地
区
の
モ
デ

肢

ル
地
区
指
定
を
行
っ
た

(図
4
)。

緑
陰
道
路
に
指
定
さ
れ
た
地
区
で
は
、
以

図

下
の
①
~
⑤
の
項
目
例
な
ど
に
つ
い
て
、
沿

道
住
民
と
道
路
管
理
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
定
め
た
緑
陰
道
路
管
理
計
画
を
策
定

道路沿いに幅20m程度の
緑を連続して形成

短饑帶
治遁住民の要望に庖じ
て、選貝などを設置する

　　　　　　　 　　
道路 公園

道路と公園の連携による緑地帯の形成



【下関市1
市道東駅高尾線
メタセコイヤ
【下関市】
国道9号
(海峡花通り)ヶャキ

【北九州市】
県道八幡停車場線

【福岡市】
国道202号
(【ナやき通り)ヶャキ

【宮崎市】
県道宮崎島之内線
等3路線クスノキ

【草津市】
都市計画道路駅南線
樹狸筑齢中

【広島市】
国道54号
クスノキ、サクラ等

【札幌市】
〆伊 国道36号

(札幌駅前通)
′Vレニレ

【新潟市】
国道7号イチョウ

【金沢市】
国道157号等6路線
ケヤキ、イチョウ

【大阪市】
国道25号
(御堂筋)
イチョウ

【大阪市】
市道港区142号線
(桜通り)
ソメイヨシノ、サトザクラ

【西条市】
国道= 号ケヤキ

登別市】
道道洞爺登別線
サクラ

日山台市】
国道4号等10路線
く青葉通り等)
トウカエデ、シラカシ、ケヤキ等

【福島市】
国道欝号
ケヤキ、ハナミズキ

【宇都宮市】
(主)宇都宮向田線
トチノキ

【前橋市】
国道50号(本町通り)
ケヤキ

【千代田区】
国道"号(桜田通り)
トチノキ

【中野区】
特例都道鮫洲大山線
(中野通り)サクラ

【渋谷区】特例部道
赤坂杉並線第413号
(表参道)ケヤキ

【横須賀市】
国道総号フェニックス

【三島市1
国道-号クロマッ

【岐阜市】
市道金町本郷町線
(本郷町通ケヤキ並木)
ケヤキ

図4 緑陰道路プロジェクト位置図

五

お
わ
り
に

今
後
は
、
｢緑
の
回
廊
｣
に
つ
い
て
は
よ
り
具
体
性
を

高
か
め
、
ま
た
、
緑
陰
道
路
に
つ
い
て
も
地
域
住
民
と
道

路
管
理
者
等
が
協
力
し
て
、
質
の
高
い
緑
の
空
間
の
整
備

を
実
施
す
る
な
ど
、
道
路
整
備
に
お
い
て
引
き
続
き
緑
化

を
推
進
し
て
い
く
。

五 表 1 道路管理者と沿道住民等の役割分担 (本郷通ケヤキ並木地区)

道路管理者 沿道住民等
　　 　　　　　　　

　
道路管理者

,ち乏 巡回パトロールを行い巡回パトロールを行い、枯枝、折
枝等を除去(年6回)

岐阜市の清掃車による車道清掃
(週1回)

力ある場合、障害
、る枝のみ除去

がある場合、障害藝:管理上の支障がある場合、障曰
叢 となっている枝のみ除去
　　　
、クリーンシティ岐阜の日(11月第い 3日曜日)に落ち葉清掃イベント

異常に気がついた場合、市に通
報

町通りケヤキ並木協議会に
よる清掃(週1回)

※ 落葉期には毎日

問題に気が付いた場合、市に通
報

問題に気が付いた場合、市に通
報

補植用木の育成
(沿道の小学校にて)



は
じ
め
に

防
護
柵
は
、
車
両
が
路
外
に
逸
脱
す
る
の
を
防
ぎ
、
乗

員
の
傷
害
を
防
止
･
軽
減
す
る
等
の
目
的
の
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
に
沿
っ
て
連
続
的
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
か
ら
道
路
景
観
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
防
護
柵
は
白
色
が
標
準
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
、
二
一
世
紀
に

｢美
し
い
国
づ
く

り
｣
を
進
め
日
本
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
防

護
柵
に
つ
い
て
も
景
観
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
国
土
交
通
省
道
路
局
及
び

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
で
は
、
道
路
管
理
者
が
景
観

に
配
慮
し
た
防
護
柵
を
設
置
、
更
新
、
修
景
す
る
際
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

E

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
の
流
れ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
景
観
に
配

慮
し
た
防
護
柵
の
国
内
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
、
防
護
柵

の
形
式
、
色
彩
の
利
用
状
況
や
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵

を
選
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
等
の
事
前
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
委
員
会
は
、
日
本
大
学
理
工
学
部
天

野
教
授
を
委
員
長
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
色
彩
計
画
家
、

道
路
利
用
者
、
N
P
0
、
地
方
公
共
団
体
、
防
護
柵
メ
ー

カ
ー
、
国
土
交
通
省
道
路
局
及
び
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
本

年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
計
四
回
開
催
し
、
九
月
の
第
4
回

委
員
会
に
お
い
て
、
｢景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
整
備

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)｣
が
提
案
さ
れ
た
。

一
◎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
の
構
成
と
内
容

提
案
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
の
構
成
は
図
1
に

示
す
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1

対
象
と
す
る
道
路

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
対
象
と
す
る
道
路
は
、
原
則
と
し
て

全
国
の
全
て
の
道
路
で
あ
り
、
防
護
柵
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
景
観
へ
の
配
慮
を
念
頭
に
整
備
を
行
う
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

2

道
路
の
景
観
と
防
護
柵
に
係
る
問
題
点

道
路
の
代
表
的
景
観
と
し
て
、
市
街
地
の
道
路
景
観
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轤
鰤
ガ
イ
ド
ラ
イ
レ
A稟
)
◎
簾
鱈
に
鰯
い
て

道
路
局
地
方
道
o
環
境
課



自
然
･
田
園
地
域
の
道
路
景
観
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を

述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
で
防
護
柵
の
係
わ
り
と
し
て
は
、

市
街
地
景
観
で
は
、
防
護
柵
が
他
の
人
工
構
造
物
等
と
と

　
　
役
の
と
柵
的
護
成

　
　
　

の
と
の

要

ン
路
ン
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理

防
に
輯
通
に

本

め
性
の
の
れ

基

含
理
と
他
利

も
合
観
る
靱

糸
的
ほ斌
ず
の

神
速
辺
痿
と

代
脂
間
近
人

も
に
多
様
な
人
工
的
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
眺
め
ら
れ
、

か
つ
歩
行
者
が
直
接
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と
、
自

然
･
田
園
地
域
で
は
、
道
路
の
線
形
･
構
造
、
地
形
･
植

　

　　

　　

と

,

範
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4 .景観に配慮した防護髓設置にあたっての留意事項
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6 .景観に配慮した防護柵整備の考え方
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図 1 ガイドライン (案) の構成

生
等
の
要
素
や
沿
道
に
広
が
る
農
業
的
景
観
が
遠
景
や
中

景
と
な
る
地
域
に
お
い
て
、
風
景
の
手
前
に
連
続
的
に
眺

め
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
風
景
を
眺
め
る
人
の
視
点
と
し
て
、
道
路
利
用
者

な
ど
が
道
路
上
か
ら
眺
め
る
道
路
内
部
か
ら
の
景
観
と
、

道
路
の
敷
地
外
か
ら
眺
め
る
外
部
景
観
が
存
在
す
る
こ

と
、
ま
た
内
部
景
観
に
は
、
自
動
車
に
よ
っ
て
移
動
中
に

眺
め
る
場
合
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
景
観
、
歩
行
者
等
が
ほ
ぼ

静
止
し
た
よ
う
な
状
態
で
眺
め
る
シ
ー
ン
景
観
が
あ
る
こ

と
等
を
解
説
し
て
い
る
。

≧首“千セ 200亀.m ,?6

3

景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
基
本
理
念

前
述
の
よ
う
な
景
観
を
考
え
た
場
合
、
防
護
柵
に
よ
る

景
観
的
な
課
題
と
し
て
は
、
防
護
柵
が
必
ず
し
も
必
要
と

さ
れ
て
い
な
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ

と
、
白
色
の
防
護
柵
は
色
彩
と
し
て
浮
き
立
ち
や
す
く
、

錆
や
汚
れ
も
目
立
ち
や
す
い
こ
と
、
ま
た
外
部
の
眺
望
を

阻
害
し
て
い
る
こ
と
等
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今

後
防
護
柵
を
整
備
し
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
理
念
と
し

て
、
以
下
の
5
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。

①

代
替
柵
も
含
め
防
護
柵
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討

す
る防
護
柵
は
交
通
安
全
に
寄
与
す
る
施
設
で
あ
る

が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
景
観
に
優
れ
た
他
施
設

(緑

石
、
植
樹
帯
等
)
で
代
替
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
道
路
の
新
設

･
改
築
時
に
お
い
て
は
、



防
護
柵
を
設
置
し
な
い
道
路
構
造
を
検
討
対
象
と
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

②

構
造
的
合
理
性
に
基
づ
い
た
形
状
と
す
る

防
護
柵
は
、
利
用
者
の
安
心
感
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
防
護
柵
が
本
来
有
す
る
車
両
の
路
外
逸
脱
防

止
等
の
機
能
を
満
足
さ
せ
る
防
護
柵
ら
し
い
形
、
つ

ま
り
構
造
力
学
的
な
合
理
性
を
有
す
る
形
状
と
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

③

周
辺
景
観
と
の
融
和
を
図
る

(写
真
↓

防
護
柵
が
道
路
景
観
の
中
に
お
い
て
目
立
た
ず
、

周
辺
景
観
に
融
和
し
、
風
景
の
一
部
と
し
て
違
和
感

無
く
存
在
し
得
る
よ
う
に
色
彩
や
形
状
の
工
夫
を
行

う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

④

近
接
す
る
他
の
道
路
付
属
物
等
と
の
景
観
的
調
和

を
図
る

(写
真
2
)

道
路
空
間
に
は
防
護
柵
の
他
に
も
照
明
柱
、
標
識

柱
等
の
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
護
柵
に
つ
い
て

も
こ
れ
ら
施
設
の
色
彩
と
の
景
観
的
調
和
を
図
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑤

人
と
の
親
和
性
に
配
慮
す
る

歩
行
者
の
利
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
ボ
ル
ト
等
の

突
起
物
、
部
材
の
継
ぎ
目
等
に
よ
り
危
害
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
形
状
と
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ま

た
心
理
的
に
危
険
や
不
快
感
を
感
じ
る
よ
う
な
形
状

を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

4

景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
設
置
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
前
述
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
実
際
に
景
観
に
配
慮
し

た
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
を

具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

=

防
護
柵
設
置
の
判
断
と
対
応

防
護
柵
の
設
置
の
必
要
性
が
低
い
場
合
や
、
防
護
柵
の

設
置
に
代
わ
る
方
法
で
代
替
が
可
能
な
場
合
の
例
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。

①

歩
行
者
の
横
断
を
物
理
的
に
防
止
で
き
る
植
樹
帯

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
横
断
防
止
柵
を
設
置
す
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
植
樹
帯
で
横
断
防

止
柵
を
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(写
真
3
)。

3 6 道ネテセ 2003.lo

圏防護柵更新前の状況

写真 1 周辺景観との調和を図る

圓防護柵更新後の状況
防護柵の透過性が高く、眺望に優れ
ている

鬮照明柱と防護柵の色彩の調和を図った例

写真2 近接する道路施設との景観的調和を図る



②

車
道
と
歩
道
の
分
離
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る

防
護
柵
は
、
胸
止
で
代
替
可
能
で
あ
る
。
ま
た
道
路

の
カ
ー
ブ
区
間
以
外
で
は
、
緑
石
で
も
代
替
可
能
で

あ
る
。

③

盛
土
や
崖
等
の
道
路
区
間
に
置
い
て
、
法
勾
配
が

緩
い
、
も
し
く
は
路
側
高
さ
が
低
い
場
合
に
は
、
車

両
の
路
外
逸
脱
防
止
を
目
的
と
す
る
車
両
用
防
護
柵

の
必
要
性
は
低
い
。

④

交
差
点
で
歩
行
者
の
巻
き
込
み
防
止
を
目
的
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
護
柵
は
、
緑
石
や
駒
止
、
高
さ
の

低
い
植
樹
帯
等
で
代
替
可
能
で
あ
る
。

②

形
状

付
加
的
な
装
飾
を
抑
制
し
た
シ
ン
プ
ル
な
形
状
と
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

①

道
路
方
向
に
伸
び
る
ビ
ー
ム
等
を
滑
ら
か
に
連
続

る

さ
せ
る

(写
真
4
)。

鬮ビーム上面が連続して、 すっきりとして 圓ビームの連続性が軽快な印象を与える 道
いる 略

方写真4 構造的合理性に基づいた形状とする

②

支
柱
間
隔
を
等
間
隔
に
す
る
。

③

絵
を
描
か
な
い
、
レ
リ
ー
フ
等

を
付
け
な
い
。

④

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
防
護
柵
で
は
、

存
在
感
を
低
減
す
る
た
め
に
表
面

の
輝
度
を
下
げ
る
。

⑤

周
辺
へ
の
眺
望
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
、
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
等
眺
望

性
に
優
れ
る
も
の
を
用
い
る
。

⑥

人
と
の
親
和
性
に
配
慮
し
、
防

護
柵
の
ボ
ル
ト
･
ナ
ッ
ト
等
の
突

起
の
抑
制
、
木
材
の
使
用
な
ど
の

工
夫
を
行
う
。

③

基
本
と
す
る
色
彩
の
提
示

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
白
を
標

準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

色
彩
を
検
討
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
塗
装
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
鋼
製
防
護
柵

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
我
が
国
の
自
然
や
風
土
、
建
築

物
等
と
の
融
和
性
の
観
点
か
ら
、
景
観
に
配
慮
す
る
際
の

防
護
柵
の
基
本
と
す
る
色
彩
を
提
示
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
比
較
的
面
の
小
さ
い
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
は
、
の
Y
R

(黄
赤
)
系
の
色
相
の
う
ち
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン

(こ
げ
茶

色
)
を
、
比
較
的
面
の
大
き
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
同
じ

く
め
Y
R

(黄
赤
)
系
の
グ
レ
ー
ベ
ー
ジ
ュ
(薄
灰
茶
色
)

を
基
本
と
す
る
色
彩
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
明

る
い
色
彩
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
海
岸
部
等
に
お
い
て
は

オ
フ
ホ
ワ
イ
ト

(乳
白
色
)
を
、
歴
史
的
街
並
み
に
お
い

て
は
ダ
ー
ク
グ
レ
ー

(濃
灰
色
)
を
、
上
述
の
基
本
と
す

る
色
彩
の
他
に
検
討
対
象
の
色
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。

一
方
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

一
般
的

に
塗
装
を
行
っ
て
い
な
い
材
質
に
つ
い
て
は
、
素
材
の
色

を
活
か
し
て
利
用
す
る
こ
と
、
木
材
に
つ
い
て
は
塗
装
や

防
腐
処
理
を
す
る
に
あ
た
り
素
材
そ
の
も
の
の
色
彩
や
木

目
等
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
o㈱

防
護
柵
の
統
一
と
他
施
設
と
の
調
和

防
護
柵
は
連
続
的
に
設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
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短
い
区
間
で
複
数
の
形
状
･
色
彩
の
異
な
る
種
類
の
防
護

柵
を
混
在
さ
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
景
観
に
配
慮
し
た
デ

ザ
イ
ン
的
に
優
れ
た
防
護
柵
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
景
観

的
な
混
乱
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
防
護
柵
の
形

状
･
色
彩
の
統
一
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
と
ま
り
の

あ
る
連
続
的
道
路
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ

て
い
る
。

①

景
観
的
基
調
が
同
一
の
場
合
に
は
、
同
一
種
類

(形
状
、
色
)
の
防
護
柵
を
用
い
る
。

②

防
護
柵
の
種
別
が
異
な
る
場
合
で
も
、
極
力
構
造

的
統
一
感
を
も
た
せ
る
。

③

連
続
す
る
道
路
で
あ
っ
て
も
道
路
管
理
者
が
異
な

る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
間
で
の
調
整
に
よ
り
防

護
柵
の
統
一
を
図
る
、
あ
る
い
は
形
状
･
色
彩
に
関

連
性
を
持
た
せ
て
デ
ザ
イ
ン
的
な
基
調
を
揃
え
る
。

④

道
路
全
体
と
し
て
の
景
観
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
防
護
柵
の
み
な
ら
ず
、
照
明
施
設
、
標
識
柱
、

信
号
柱
な
ど
道
路
に
設
置
さ
れ
る
施
設
と
の
調
和
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

⑤

整
備
時
期
の
ず
れ
に
よ
っ
て
施
設
間
の
形
態
や
色

彩
に
一
貫
性
を
欠
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
景
観
配

慮
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、

一
貫
し
た
考
え
方
に
基
づ
く
整
備
と
な
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

◎
視
線
誘
導
へ
の
配
慮

カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
よ
う
な
箇
所
及
び
濃
霧
が
発
生
し

や
す
い
道
路
区
間
に
お
い
て
は
視
線
誘
導
を
確
保
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
区
間
に
防
護
柵
を
設
置

す
る
場
合
は
、
視
線
誘
導
標
や
反
射
シ
ー
ト
を
設
置
し
て

視
線
誘
導
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

5

景
観
的
な
配
慮
が
特
に
必
要
な
地
域
･
道
路

道
路
景
観
形
成
上
、
特
に
配
慮
が
必
要
な
地
域
や
道
路

を
例
示
的
に
示
し
て
い
る
。

①

地
域
の
中
心
地
区
等
に
お
い
て
街
の
骨
格
を
形
成

す
る
道
路
、地
域
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
地
域

②

歴
史
的
価
値
の
高
い
施
設
周
辺
、
も
し
く
は
歴
史

的
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域

③

遠
景
、
中
景
、
近
景
を
問
わ
ず
、
山
岳
や
景
勝
地

等
が
望
め
、
眺
望
に
優
れ
た
道
路

④

道
路
周
辺
の
空
間
に
広
が
り
が
あ
り

(海
岸
、
湖

沼
、
田
園
等
)、
道
路
空
間
と
周
辺
空
間
を
分
断
す

る
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
道
路

⑤

そ
の
他
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
の
あ

る
地
域
･
道
路

6

景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
整
備
の
考
え
方

景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
新
設
、
更
新
は
、
一
貫
し

た
考
え
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)に
示
さ
れ
た
事
項
に
基

づ
い
て
、
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
新
設
、
更
新
に
あ

た
っ
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
が
基
本
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
防
護
柵
の
統
一
性
や
連
続
性
を

図
る
地
域
や
区
間
の
単
位
と
景
観
的
な
配
慮
が
特
に
必
要

な
地
域

･
道
路
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
地
域
等
に

お
け
る
景
観
的
な
配
慮
方
針
を
示
す
も
の
で
、
具
体
的
に

は
基
調
と
な
る
景
観
が
同
一
と
な
る
区
間
を
定
め
、
そ
の

区
間
に
お
け
る
防
護
柵
の
基
本
的
な
形
状
の
考
え
方
や
具

体
的
色
彩
を
定
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。

三

今
後
の
取
組
み

景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
推
進
検
討
委
員
会
に
よ
り
景

観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
整
備
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
が
提
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、

･
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
の
基
本
と
す
る
色
彩
の
試
行

･
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
設
置

(ワ
モ
デ
ル
地
区
)

,
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
募
集

･
防
護
柵
設
置
基
準
の
改
定
の
検
討

を
実
施
し
、
今
年
度
中
に
、
正
式
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て
と
り
ま
と
め
道
路
管
理
者
に
通
知
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

ま
た
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
併
せ
て
防
護
柵
設

置
基
準
の
改
定
を
行
い
、
来
年
度
以
降
、
景
観
に
配
慮
し

た
防
護
柵
設
置
を
原
則
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事

報
告

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、

｢道
｣
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
く
、
本
局
を
は

じ
め
と
し
て
管
内
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行

事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

『み
ち
｣
と
近
畿
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

近
畿
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
昨
年
度
よ
り
、
｢近
畿

の
道
｣
に
興
味
を
抱
い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
三
〇
都
道
府
県
か
ら
一
四
五

編
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

御堂筋清掃大作戦
みんなの御堂筋をキレイに
しましょう。う

-
ー

,よい
{
＼

　　

　　　

r邇蹴ふれあい卿鬮』離婚衞騨飜醤
(薗鬮本)

平成15年度

明石海峡大橋 ｢親子ふれあい
ウオーク｣
明石海峡大橋の中はこうなっていた

明石海峡大橋 ｢親子ふれあい
ウオーク｣
明石海峡大橋の中を歩いてみよー。

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
審
査
を
行
っ
て
お
り

(審
査
委
員
長
直
木
賞
受
賞
作
家
･
難
波
利
三
氏
)、
一
〇

月
中
旬
に
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
作
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
と
共
同
し
た
道
路
清
掃
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

和
歌
山
県
で
は
、
八
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
県
内

全
て
の
道
路
管
理
者
が
主
催
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
二
三
二
店
舗
及
び
道
の
駅
一
四
店
舗
の
協
賛
で
、
道
路

清
掃
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、
三
、
0
0
0
名
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
に
ふ
れ
あ
い
、

大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
有
意
義

な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋

｢親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
｣

兵
庫
県
で
は
、
八
月
七
日
に
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の

後
援
を
得
て
、
親
子
-
一
二
名
の
参
加
に
よ
り
、
明
石
海

峡
大
橋
の
管
理
用
通
路
を
一
蹴
歩
き
ま
し
た
。
普
段
は
、

車
で
何
げ
な
く
通
過
し
て
い
る
明
石
海
峡
大
橋
を
歩
く
こ

と
が
で
き
、
明
石
海
峡
大
橋
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
た
た
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杯
だス道路落下物で作ったステゴ

道の日ふれあいフェスティバル
未来の道を絵に描くとどうなるかな ?

め
、
参
加
者
か
ら
は
驚
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
誌
面
で
は
、
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
各
地
域
に

お
い
て
、
街
頭
P
R
活
動
や
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
行
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
及
び
道
の
日
が

｢道

路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
を
見
つ
め
直
し
、
道
路
の
機
能
、

大
切
さ
を
再
認
識
す
る
｣
機
会
を
地
域
住
民
と
と
も
に
提

供
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　　
　
　
　
　　
　　

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
関
連
行

事
に
つ
い
て

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
･
中
学

生
を
対
象
に
、
ポ
ス
タ
ー
は
昭
和
五
四
年
度
か
ら
、
作
文

は
昭
和
五
五
年
度
か
ら
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
小
学
校
の
部
が
九
三
校
と
!
団
体
、
中
学
校
三
一

枝
と
一
団
体
か
ら
作
文
二
一
三
編
、
ポ
ス
タ
ー
一
、
三
園

写真 1 作文 ･ポスター表彰式

式

次
、
驚

　　
　

　
　

　

　

一、作

品

,対な
錆

一
点
と
い
う
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
作
文
六
編
、
ポ
ス
タ
ー
九
点

の
計
一
五
作
品
を
中
国
地
方
整
備
局
長
賞
に
決
定
し
、
八

月
一
日
に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
八
月
二
〇
日
か
ら
八
月
二
九
日
ま
で
の
間
、

広
島
市
中
区
に
あ
る
広
島
市
こ
ど
も
文
化
科
学
館
に
お
い

て
受
賞
作
品
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た

(写
真
1
)。

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
地
方
整
備
局
と
地
方
公
共
団
体
等
の
計
一
〇
機
関

で
構
成
さ
れ
た
｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

国
地
方
に
お
け
る
道
路
の
役
割
や
、
私
た
ち
と
道
路
の
関

わ
り
な
ど
、
写
真
を
通
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
と
ら
え
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
二
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
で
一
七
回
目
と
な
り
ま
す
。
腕
に
自
信

の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

｢
一
般
部
門
｣
、
初
心
者
の
方



が
気
軽
に
参
加
で
き
る

｢ビ
ギ
ナ
ー
ズ
部
門
｣
に
分
け
て

実
施
し
、
計
八
六
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
一
般
部
門
か
ら
最
優
秀

賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
、
入
選
一
〇
点
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
部

門
か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
特
別
賞
五
点
を
決
定
し
、
八
月
八
日

に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

八
月
一
二
日
か
ら
八
月
一
八
日
ま
で
の
間
、
中
国
五
県
の

｢道
の
駅
｣
を
中
心
に
計
一
三
ヵ
所
で
同
時
に
受
賞
作
品

の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た

(写
真
2
)。

事
務
所
に
お
け
る
行
事

中
国
地
方
整
備
局
管
内
の
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い

て
も
、
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
事
務
所
長
表
彰
、
街
頭
P
R
活

動
、
現
地
見
学
会
、
道
路
一
斉
清
掃
、
地
元
行
事
へ
の
参

加
、
講
演
会
な
ど
各
種
の
広
報
活
動
を
行
い
、
道
路
愛
護

精
神
の
啓
発
と
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

写真3 村田兆治さん講演会
(福山市)

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事

報
告

四
国
地
方
整
備
局
で
は
八
月

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
本
局
を
は
じ
め
と

し
て
管
内
の
各
河
川
国
道
事
務
所
に
お
い
て
多
彩
な
広
報

行
事
等
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

｢道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト

香
川
地
区
で
は
、
｢香
川
地
区
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
連

絡
協
議
会
｣
(四
国
地
方
整
備
局
、
同
局
香
川
河
川
国
道

事
務
所
、
香
川
県
、
高
松
市
、
日
本
道
路
公
団
四
国
支
社
、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
第
二
管
理
局
、
N
T
T
西
日
本
愛

媛
支
店
、
四
国
電
力
㈱
高
松
支
店
、
四
国
ガ
ス
㈱
高
松
支

店
、
日
本
道
路
建
設
業
協
会
四
国
支
部
の
一
〇
団
体
)
の

主
催
に
よ
り
、
｢道
の
日
｣
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
八
月
八

日

(金
)
に
高
松
市
内
に
あ
る
大
型
ス
ー
パ
ー

｢ゆ
め
タ

ウ
ン
高
松
｣
に
お
い
て
、
｢道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
一
〇
号
の
四
国
接
近
に
よ
り
生
憎
の
天
候

で
し
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
四
国
地
方
整
備
局
長
に

よ
る

｢道
の
日
｣
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
じ
ま
り
、
香
川
県
、

高
松
市
の
挨
拶
、
大
き
な
風
船
か
ら
多
く
の
小
さ
な
風
船

が
弾
け
出
る
バ
ル
ー
ン
奉
天
や
高
松
ゆ
め
大
使
に
よ
る

｢道
路
愛
護
宣
言
｣
な
ど
華
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
り

ズ　をIJ写日!の　　

ま
し
た
。

会
場
の
一
階
中
央
通
路
で
は
、
各
道
路
管
理
者
の
パ
ネ

ル
展
や

｢道
の
日
｣
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
が
、
中
央
広
場
の
ス

テ
ー
ジ
で
は

｢道
の
日
｣
○
×
ク
イ
ズ
、
高
松
市
民
吹
奏

楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
｢仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ

5
5
5
｣
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
三
階
フ
ロ
ア
ー
で

は
道
の
駅

｢滝
宮
｣
か
ら
の
物
産
展
と
縁
日
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た

(写
真
1
)。

当
日
は
悪
天
候
の
た
め
、
屋
外
で
予
定
し
て
い
た
高
所

作
業
車
や
地
震
体
験
車
の
試
乗
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
来
場
さ
れ
た
約
二
、
0
O
0
名
の
幅
広
い
層
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
共
に
道
路
へ
の
認
識
と
理
解

写真 1



　　　　　　　　　
写真 2 回収状況
四国全土で多くのごみが集められました

も
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

88
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
四
国

;
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
四
国
め
ざ
し
て
5

四
国
全
土
で
八
月
一
人
日

(月
)
に

｢
都
ク
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ク
四
国
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

｢
総
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
｣
と
は
四
国
霊
場
八
八

ヵ
所
に
ち
な
み
、
ま
た
四
国

｢
8
の
字
ハ
イ
ウ
ェ
イ
｣
の

完
成
を
祈
願
し
て
、
毎
年
八
月
八
日
に
四
国
内
の
道
す
べ

て
を
対
象
に
、
歩
き
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
お
う
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
八
月
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

に
あ
わ
せ
、
ま
た

｢四
国
の
み
ち
｣
の
新
た
な
取
組
み
と

し
て
今
年
度
よ
り
開
始
し
た
事
業
で
す
。来
年
度
以
降
も
、

継
続
事
業
と
し
て
毎
年
八
月
八
日
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。今

年
度
は
台
風
一
〇
号
の
影
響
の
た
め
、
八
月
一
八
日

(月
)
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
六
、
一
八
四
名
の
参

加
申
し
込
み
を
頂
き
、
一
人
の
け
が
も
な
く
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

(写
真
2
、
表
1
)。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て

誌
面
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
各
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
運
動
と
し
て
管
内
の
各
事
務
所
に
お
い
て

も
、
｢
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
、
｢
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
｣、
｢道
路
愛
護
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣、
｢オ

ー
プ
ン
出
張
所
｣
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

表 1 各コース ･各県ごとの参加人数

コース名称
し
教
申
人
加
み
参
込 廳 箋

皹別内訳 人

態 .･.･･.･･･餐
轢愛 知高 計

自由コ-ス 3,834
10
.
396 432 869 1.1

2l 糺明1 3,8
33

神山コース 134 3,O
402 l34

リムこくる、散策コース 鰡 1‘8 360 捌
“̂うみがめコース 197 lb 296 l97
““東洋町コース t36 29 388 136

に[U高知市小勢鴎コース 220 1 8 396 220
RU中村･古津賀コース 114 15 m 間
フ!大洲コース 271 l.6

434 271
RU松山城コース 256 2,2 撒 嫡
QU新居浜コース l80 07 齢 180
m善通寺コース 101 3.O 303 饑
高松市内コース 398 25 郷 398
12八栗山コース 143 2.O 286 総
合 計 6184 灘 963 脚 総 湖 鰔

…
-諾
-
-

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事

報
告

九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
制
定
趣
旨
を
踏

ま
え
、道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

広
く
道
路
愛
護
思
想
を
高
め
る
た
め
、
管
内
の
道
路
系
事

務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
様
々
な

行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
国
道
事
務
所
の
行
事
報
告

八
月
二
〇
日

(水
)
"道
路
ふ
れ
あ
い
探
検
隊
"

鹿
児
島
国
道
事
務
所
･鹿
児
島
県
･鹿
児
島
市
･
日
本

道
路
公
団
の
四
機
関
が
主
催
で
鹿
児
島
市
内
の
小
学
生
三

一
名
が
参
加
し

"道
路
ふ
れ
あ
い
探
検
隊
“
を
開
催
し
ま

し
た

(写
真
1
)。

ま
ず
事
務
所
で
開
会
式
を
行
い
、道
路
防
災
セ
ン
タ
ー
、

県
警
察
本
部
の
管
制
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
災
害
対
策
本
部
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
工
事
現
場
で
は
、
田
上
広
木

ト
ン
ネ
ル
を
見
学
し
、
現
場
に
設
置
し
た
ロ
ボ
Q

(簡
易

　

遠
隔
操
縦
装
置
)
を
実
際
に
操
作
し
ま
し
た
。
操
作
し
た

m

小
学
生
は

｢間
違
っ
て
操
作
し
て
、
砂
を
撒
き
散
ら
し
て

?　

し
ま
っ
た
｣
な
ど
と
悔
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。

折

す
べ
て
の
見
学
を
終
え
、
子
供
た
ち
は
、
｢
い
つ
も
学

校
に
通
う
時
に
使
う
道
路
に
も
た
く
さ
ん
の
役
割
が
あ
る

“



こ
と
を
学
び
ま
し
た
｣と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
(写
真
こ

長
崎
河
川
国
道
事
務
所
の
行
事
報
告

八
月
一
〇
日
(日
)
美
化
清
掃
活
動
に
貢
献
し
た
団
体
を

表
彰長
崎
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

に
ち
な
ん
で

｢道
の
日
｣
の
一
〇
日
、
国
道
五
七
号
沿
い

で
清
掃
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
高
等
学
校
な
ど
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た

(写
真
2
)。

こ
の
高
等
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
雲
仙
の
国
道
五
十
七

号
や
国
見
町
の
海
岸
沿
い
な
ど
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
に
あ
た
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
は

｢生
徒
た
ち
の
功
績
で
あ
り
、
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

写真 1 道路ふれあい探検隊に参加した子供たち

盾行セ 2003.10 4,了

こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
を
培
っ
て

い
き
た
い
｣
と
話
さ
れ
、
ま
た
、
実
際
に
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
生
徒
か
ら
は

｢ゴ
ミ
拾
い
を
通
し
て
ゴ
ミ
に
対

す
る
心
構
え
が
変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
生
徒
に

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
｣
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
、
道
路
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
道
路
ク
イ
ズ
大
会
、

道
路
P
R
ビ
デ
オ
上
映
や
道
路

一
日
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
住
民
と
密
着
し
た
行
事
を
よ
り
拡
大
し
て

行
う
こ
と
を
目
標
に
し
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
、
｢道

の
日
｣
の
趣
旨
の
周
知
や
道
路
愛
護
精
神
の
発
揚
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 2 美化清掃活動に貢献した団体の皆さん

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
行
事

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
当
事
務
局
と
沖
縄
県
･
県
内

各
市
町
村
･
日
本
道
路
公
団
沖
縄
管
理
事
務
所
で
｢道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
｣
沖
縄
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
｢道
の

日
｣
及
び

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お
い
て
様
々
な
行

事
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
。

図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
や
作
文
を
通
し
て
道
路
の
美
化
･
愛
護
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
回
も
一
七
を
数
え

る
に
至
り
、
図
画
約
六
、
一
〇
〇
点
、
作
文
約
一
、
六
〇

〇
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
応
募
総
数
で

あ
る
う
え
、甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品
の
数
々
を
目
の
前
に
、

審
査
員
の
方
々
は
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
上
位
入
選
者

に
対
し
て
は
七
月
下
旬
に
表
彰
式
を
行
い
、
那
覇
市
及
び

名
護
市
に
お
い
て
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
作
品
の
傾

向
と
し
て
は
道
路
を
き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
主

旨
の
も
の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
八
月
一
〇
日
に
開
通
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
も
多
く
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た

(写
真
1
)。

｢道
の
日
｣
関
連
イ
ベ
ン
ト

八
月
一
0
日
の

｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
、
八
月
八
日



に
那
覇
市
の
繁
華
街
の
一
角
に
あ
る
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前

広
場
に
お
い
て
｢道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
前
日
に
台
風
一
○
号
が
沖
縄
を
直
撃
し
、
ど
う
な
る

こ
と
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
若
干
風
が
強
い
も
の

の
何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

那
覇
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
に
よ
る

｢道
の
日
｣

宣
誓
の
あ
と
、
道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
、
五
団

体

(う
ち
一
団
体
は
国
土
交
通
大
臣
表
彰
)
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た

(写
真
2
)。

続
い
て
、
若
杉
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
地
元
民
謡
歌
手
若
手
ホ
ー
プ
の
神
谷
千
尋
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
大
道
芸
人
の
デ
ビ
ッ
ド

･

ク
レ
イ
パ
ッ
チ
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
並
行
し
て
、
会
場
周
辺
で
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
日
、
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は

県
内
の
小
学
生
を
対
象
に

｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
一
五
日
に
は
、
｢夏
休
み
親

子
道
路
施
設
見
学
会
｣
が
行
わ
れ
、
六
八
人
の
親
子
が
参

加
し
、
県
内
主
要
道
路
や
日
頃
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
モ

ノ
レ
ー
ル
車
両
基
地
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
度
は

｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
八
月
一
〇
日
に
戦

後
で
は
県
内
初
の
鉄
軌
道
で
あ
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

が
開
通
し
ま
し
た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
も
一
部
区
間
を
直

　　
　　　　
　
　
　　
　　
　
　
　　　

こ
の
道
を

共
に
枇
か
そ
う
育
て
よ
う

す

さでれ
蚊⑥礪淹そう
育てよう

　　　　　

Yき
きふ
でき

写

　　
　
　　
　　

道路愛護功労者表彰式

轄
事
業
と
し
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
同
日
は
大
変
感
慨
深

い
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
日
頃
何
気
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
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一
は
じ
め
に

(問
題
の
所
在
)

本
報
告
は
、
道
路
通
行
車
両
の
積
載
物
が
道
路
上
に
落

下
し
て
、
他
の
通
行
車
両
の
運
転
者
等
が
死
傷
す
る
事
故

に
つ
き
、道
路
管
理
者
の
責
任
の
有
無
と
い
う
視
点
か
ら
、

以
下
検
討
を
加
え
て
い
く
。
そ
の
際
、
車
両
積
載
物
の
落

下
に
伴
う
道
路
事
故
を
中
心
に
道
路
管
理
者
の
責
任
を
み

て
い
く
が
、
そ
れ
に
関
す
る
検
討
事
例
が
少
な
い
の
で
、

車
両
積
載
物
の
落
下
以
外
の
、
例
え
ば
、
路
上
放
置
物
や

障
害
物
に
関
す
る
裁
判
例
も
必
要
な
範
囲
内
で
参
照
し
て

い
!〈
、o
※
本
検
討
事
項
に
関
し
過
去
の
報
告
と
重
複
す
る
部
分

も
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く

(大
村
泰
樹

｢障
害
物
｣
昭
和
六
三
年
度
報
告
、
荏
原
明
則

｢道

路
重
複
区
間
で
生
じ
た
事
故
の
責
任
の
所
在
｣
平
成

三
年
度
報
告
)。
但
し
、
今
回
は
落
下
物
等
に
関
す

る
道
路
事
故
中
、
車
両
積
載
物
の
落
下
を
中
心
に
検

討
し
て
い
く
と
い
う
点
で
、
過
去
の
報
告
と
若
干
視

点
を
変
え
て
整
理
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
。

二

車
両
積
載
物
…の
落
下
等
に
伴
う
道
路
垂
れ故

1

車
両
積
載
物
の
落
下
に
伴
う
道
路
管
理
瑕
疵
を
巡
る

裁
判
例

買裁
判
例
綱

①
タ
イ
ヤ
.
タ
イ
ヤ
つ
り
止
金
具
落
下
パ
ン
ク
事
件

(東

名
高
速
道
路
路
上
障
害
物
事
件
)

東
京
高
判
昭
和
亀
･
12
･
幻

〔鑑
坐
貝

高
速
道
〕

②
蒲
団
様
落
下
物
車
両
横
転
事
件

(第
三
京
浜
国
道
落
下

物
車
両
横
転
事
件
)

東
京
地
判
昭
和
"
･
12
･
第

〔鑑
坐
貝

国
道
〕

③
落
下
ビ
ー
ル
粕
ス
リ
ッ
プ
転
倒
事
件

(名
古
屋
市
道
ス

リ
ッ
プ
事
故
賠
償
金
求
償
事
件
)

名
古
屋
高
判
昭
和
“
･
8
･
第

〔無
坐
貝

市
町
村
道
〕

"
ダ
ン
プ
カ
ー
落
下
土
砂
堆
積
事
件

(京
都
国
道
一
七
八

号
土
砂
堆
積
事
件
)

大
阪
高
判
昭
和
$
･
9
･
30

〔無
主
貝

国
道
〕

③
軽
油
予
備
タ
ン
ク
落
下
衝
突
事
件

(岡
山
国
道
二
号
路

上
放
置
物
衝
突
事
件
)

広
島
高
判
昭
和
“
･
吻
･
21

〔無
坐
只

国
道
〕
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車
両
積
載
物
の
落
下
等
に
伴
う
道
路
事
故
に
つ
き
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
裁
判
例
を
以
下
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
う

ち
、
こ
こ
で
は
車
両
積
載
物
の
落
下
に
伴
う
道
路
事
故
を

巡
る
裁
判
例
を
整
理
す
る
。
道
路
事
故
中
、
車
両
積
載
物

の
落
下
例
及
び
そ
れ
に
起
因
し
た
事
故
例
は
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
裁
判
例
と
し
て
は
少
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
事

故
処
理
に
つ
き
事
故
当
事
者
間
で
処
理
さ
れ
、
道
路
管
理

者
の
と
こ
ろ
ま
で
そ
の
処
理
問
題
が
上
が
っ
て
こ
な
い
点

と
、
訴
訟
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
事
故
当
事
者
間
に
お
け

る
民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求
で
処
理
さ
れ
る
点
に
恐
ら
く

帰
着
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
車
両
積
載
物

の
落
下
に
伴
う
道
路
管
理
瑕
疵
を
巡
る
裁
判
例
と
し
て
こ

　　　　　　　　　　　
邇廳誉薑看◎颪侭について(その1)

鹿児島大学教授 土居 正典



こ
で
引
用
す
る
判
例
は
五
つ
の
み
で
あ
る
。

【判
例
↑
】

タ
イ
ヤ
･
タ
イ
ヤ
つ
り
止
金
具
落
下
パ
ン
ク
事
件

(東

京
高
判
昭
和
解
･
12
･
20

判
時
七
三
五
号
六
五
頁
)
控

訴
棄
却
･
確
定
…原
告

(控
訴
人
)
=
本
件
事
故
車
両
の

所
有
会
社
、
被
告

(被
控
訴
人
)
=
日
本
道
路
公
団

(事
実
)

東
名
高
速
道
路
を
時
速
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
中

の
大
型
貨
物
自
動
車
が
、
走
行
車
線
上
に
落
下
し
て
い
た

タ
イ
ヤ
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
を
回
避
し
た
が
そ

の
近
く
に
落
下
し
て
い
た
同
タ
イ
ヤ
の
っ
り
止
金
具

(長

さ
二
四
皿
、
幅
一
五
節
、
高
さ
=
一
皿
)
に
左
前
輪
を
乗

り
上
げ
パ
ン
ク
し
た
た
め
、
車
は
左
向
き
に
な
り
、
左
側

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接
触
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
擦
過
し
な
が
ら

走
行
し
て
大
破
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
車
両
所
有
者
が
道

路
管
理
者
た
る
日
本
道
路
公
団
を
被
告
名
宛
人
と
し
て
、

道
路
の
安
全
管
理
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
債
務
不
履
行

(道
路
管
理
者
が
路
上
に
障
害
物

を
放
置
し
て
い
て
い
た
こ
と
)
に
よ
る
及
び
民
法
七
一
七

条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
の
が
本
件
で
あ

る
。
第
一
審

(東
京
地
判
昭
和
47
･
4
･
物

判
時
六
七

九
号
四
四
頁
)
は
、
被
告
側
主
張
の
｢被
告
は
事
故
発
生

時
の
前
二
0
分
、
公
団
職
員
に
よ
り
、
事
故
発
生
現
場
付

近
を
巡
回
し
た
が
、
そ
の
際
は
何
ら
障
害
物
も
認
め
て
い

な
い
。
ま
た
通
行
車
両
か
ら
非
常
電
話
に
よ
る
落
下
物
の

通
報
も
受
け
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
は
障

害
物
の
落
下
か
ら
極
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
発
生
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｣。
｢本
件
事
故
は
、
落
下
物
を

積
載
し
て
い
た
自
動
車
の
運
転
手
の
過
失
と
、
訴
外
A
の

タ
イ
ヤ
を
発
見
し
て
か
ら
も
、
積
載
量
オ
ー
バ
ー
の
被
害

車
を
漫
然
と
進
行
さ
せ
減
速
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な

か
っ
た
過
失
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｣

従
っ
て
、
｢本
件
事
故
は
公
団
職
員
が
現
場
を
通
過
し
た

後
の
約
二
〇
分
の
間
に
発
生
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
る

と
、
被
告
に
と
っ
て
こ
の
障
害
物
の
排
除
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
前
記
認
定
事
実
に
よ
る
と
、

被
害
車
は
発
見
の
容
易
な
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
避
譲
の
措

置
は
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
つ
り
金
具
の
発
見
と
そ
の

後
の
措
置
に
つ
い
て
、
全
く
の
目
損
行
為
と
ま
で
非
難
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
こ
の
よ
う
な
被
告

に
と
っ
て
不
可
抗
力
的
事
故
を
契
約
責
任

(筆
者
注

原

告
主
張
の
道
路
通
行
料
金
徴
収
に
よ
る
通
行
契
約
よ
り
派

生
す
る
道
路
安
全
管
理
責
任
-
附
合
契
約
)
の
中
に
持
ち

込
む
の
は
相
当
で
な
い
｣
と
し
て
、
原
告
請
求
を
棄
却
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
控
訴
審
の
控
訴
人
は
、
道
路

管
理
瑕
疵
の
追
加
主
張
と
し
て
落
下
物
の
早
期
発
見
用
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
設
置
の
不
備
を
挙
げ
て
い
る
。

(判
旨
)
東
名
高
速
道
路
の
袋
井
道
路
維
持
事
務
所
管
内
に
お
け

る
走
行
車
線
上
の
落
下
物
は
週
に
二
･
三
件
で
あ
り
、
落

下
物
が
交
通
事
故
の
起
因
と
な
っ
た
よ
う
な
事
例
は
極
め

て
僅
少
で
あ
る
。
｢被
控
訴
人
の
内
規
お
よ
び
こ
れ
に
基

づ
く
袋
井
道
路
維
持
事
務
所
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
道
路

管
理
体
制
は
、
現
場
付
近
に
お
け
る
交
通
量
、
落
下
物
な

い
し
こ
れ
に
よ
る
事
故
発
生
の
頻
度
等
を
勘
案
す
れ
ば
、

本
件
交
通
事
故
発
生
当
時
に
お
い
て
特
に
不
十
分
な
点
な

い
し
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
｣。
｢本
件

交
通
事
故
は
、
被
控
訴
人
の
職
員
が
落
下
物
等
異
常
を
発

見
す
る
こ
と
な
く
現
場
を
通
過
し
た
後
の
約
二
〇
分
の
間

に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
一
般
車
か

ら
落
下
物
の
通
報
で
も
あ
れ
ば
格
別
、
右
通
報
が
あ
っ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
披
控
訴
人
に

と
っ
て
本
件
障
害
物
の
排
除
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
っ
た

と
み
る
ほ
か
は
な
い
｣
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
、
被
控
訴

人
の
道
路
管
理
に
つ
き
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
障
害

物
の
発
見
･
排
除
に
万
全
を
期
す
べ
き
旨
の
控
訴
人
の
主

張
に
対
し
て
は
、
｢本
件
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
タ

イ
ヤ
の
皿
状
つ
り
止
金
具
大
の
落
下
物
の
場
合
、
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
に
よ
る
視
認
距
離
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ

ず
、
肉
眼
に
よ
る
場
合
の
半
分
以
下
の
能
力
で
あ
り
、
こ

れ
を
被
控
訴
人
高
速
道
路
東
京
第
一
管
理
局
の
担
当
区
域

で
あ
る
東
名
高
速
道
路
三
五
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
両

側
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
す
る
と
す
れ
ば
旭
大
な

物
的
･
人
的
施
設
を
必
要
と
す
る
反
面
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

を
も
っ
て
し
て
も
夜
間
は
も
と
よ
り
天
候
の
い
か
ん
に
よ

り
、
あ
る
い
は
通
行
車
両
の
か
げ
に
な
っ
た
り
な
ど
し
て

障
害
物
の
発
見
に
実
効
を
期
待
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ



と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
控
訴
人
の
こ
の
点
に

関
す
る
主
張
も
採
用
で
き
な
い
｣
と
し
て
、
本
請
求
を
棄

却
し
た
。

【判
例
2
艦

蒲
団
様
落
下
物
車
両
横
転
事
件

(東
京
地
判
虹
･
物
･

25

交
民
八
ー
六
ー

一
人
三
七
、
道
路
法
例
規
⑬
七
三
二

九
･
三
一
三
･
四
一
･
P
四

〔ぎ
ょ
う
せ
い
〕
)
棄
却
"

原
告
=
被
害
者
の
遺
族
、
被
告
=
日
本
道
路
公
団

(事
実
)

原
告
ら
の
次
男
A

(被
害
者
)
と
友
人
B
が
昭
和
四
八

年
一
月
二
一
日
午
後
三

時
一
〇
分
頃
、
自
動
車
専
用
道

路
で
あ
る
第
三
京
浜
道
を
普
通
自
動
車

(被
害
車
)
で
上

り
車
線
の
追
越
車
線
上
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
下
向
き
に

し
、
制
限
速
度
時
速
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
中
、
進

路
前
方
上
に
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
一
･
八
五
メ
ー

ト
ル
の
蒲
団
様
の
落
下
物

(第
一
落
下
物
)
を
発
見
し
、

こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
を
左
に
切
り
、
左
側
第

二
車
線
に
進
路
を
変
更
し
、
右
落
下
物
を
避
け
た
が
、
更

に
、
右
落
下
物
の
左
斜
め
前
方
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
第
二

重
線
上
に
た
て

一
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ

一
･
八
五
メ
ー
ト
ル

敷
き
ふ
と
ん

(第
二
落
下
物
)
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を

被
害
車
前
面
機
関
部
に
巻
き
込
み
、
被
害
者
の
車
は
中
央

分
離
帯
に
衝
突
、
横
転
し
、
被
害
者
は
路
上
に
放
り
出
さ

れ
、
負
傷
し
た
被
害
者
A
は
四
時
間
後
に
死
亡
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
被
害
者
の
遺
族
で
あ
る
原
告
は
、
被
告

(日
本
道
路
公
団
)
は
、
｢本
件
道
路
を
通
行
す
る
車
両
か

ら
、
受
益
者
負
担
と
し
て
通
行
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
一
般
道
路
と
は
異
な
り
、
な
お
一
層
厳
格

な
管
理
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
本
件
道
路
上

に
は
前
述
の
よ
う
に
落
下
物
が
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
公
の
構
造
物
で
あ
る
道
路
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
し
た
が

っ
て
、
本
件
事
故
は
被
告
の
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
国
家
賠
償
法
第
二
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
告

は
本
件
事
故
に
よ
り
原
告
ら
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ

き
義
務
が
あ
る
｣
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
の

が
本
件
で
あ
る
。

(判
旨
)

以
上
認
定
の
事
実
関
係
に
照
ら
す
と
、
｢落
下
物
が
放

置
さ
れ
て
い
た
点
に
お
い
て
、
本
件
道
路
の
安
全
性
に
欠

除
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
被
告
の
本
件
道

路
の
管
理
体
制
に
は
、
そ
の
通
行
の
安
全
性
の
確
保
に
お

い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
本
件
落
下
物
の
前
示
推
定

時
刻
か
ら
み
て
、
右
落
下
は
本
件
事
故
発
生
直
前
に
他
車

に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
が
遅
滞
な
く
こ

れ
を
除
去
し
道
路
を
安
全
良
好
な
状
態
に
復
す
る
こ
と
は

お
よ
そ
時
間
的
に
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
は
、
被
告
の
道
路
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
も
の
と
は
到
底
認
め
え
な
い
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
｣
。
｢な
お
、
原
告
ら
は
、
被
告
が
本
件
道
路
に

つ
き
通
行
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
そ
の
管

理
義
務
が
一
般
道
路
に
比
し
高
度
で
あ
る
べ
き
旨
主
張
す

る
か
ら
判
断
す
る
に
、
i
!
被
告
が
通
行
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
道
路
法
に
定
め
る
以
上
の
道
路
管

理
義
務
を
負
う
い
わ
れ
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
本
件
道
路

は
、
前
示
の
と
お
り
最
高
速
度
が
毎
時
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
指
定
さ
れ
た
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
最
高
速
度
の
指
定
さ
れ
た
道
路
の
場
合
、
最
高
速
度
が

こ
れ
よ
り
低
く
制
限
さ
れ
て
い
る
道
路
よ
り
は
危
険
度
も

高
く
、
し
た
が
っ
て
、
よ
り
高
度
の
管
理
を
要
求
さ
れ
る

も
の
と
鰐
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
考
慮
に
容
れ
て

も
、
前
示
被
告
の
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も

の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
上
記
原
告
ら
の
主
張
は
到

底
採
用
す
る
に
由
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
｣
と

し
て
、
原
告
ら
の
請
求
を
斥
け
て
い
る
。

首行セ 2003.10 4 7

【判
例
3
】

落
下
ビ
ー
ル
粕
ス
リ
ッ
プ
転
倒
事
件

(名
古
屋
高
判
昭

和
%
･
8
･
25

道
路
法
例
規
⑨
六
四
七
九
･
四
七
三
･

P
三
、
道
路
管
理
瑕
疵
判
例
要
旨
集
一
五
六
頁

〔平
成
四

年
ぎ
ょ
う
せ
い
〕)
控
訴
棄
却

…
原
告

(控
訴
人
)
=
大

型
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
の
使
用
者

(有
限
会
社
)、
被

告

(被
控
訴
人
)
=
名
古
屋
市

(事
実
)

事
故
原
因
者
で
あ
る
大
型
貨
物
自
動
車
が
午
前
三

時

一
五
分
頃
、
名
古
屋
市
道
を
走
行
中
、
同
自
動
車
の
荷
台



か
ら
ビ
ー
ル
粕
が
こ
ぼ
れ
路
面
に
帯
状
に
落
下
し
た
。
大

型
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
ら
は
落
下
ビ
ー
ル
粕
の
三
分
の

二
ほ
ど
回
収
し
た
の
み
で
、
落
下
に
関
す
る
こ
と
を
警
察

官
や
道
路
管
理
者
に
連
絡
し
な
い
ま
ま
落
下
現
場
か
ら
立

ち
去
っ
た
。
そ
の
後
、
午
前
三

時
五
五
分
頃
、
被
害
車

で
あ
る
訴
外
A
の
運
転
す
る
原
動
機
付
き
自
転
車
が
本
件

落
下
現
場
を
通
過
し
た
際
、
本
件
事
故
現
場
路
面
上
に
放

置
さ
れ
た
ビ
ー
ル
粕
に
乗
り
入
れ
ス
リ
ッ
プ
、
転
倒
し
、

A
は
死
亡
に
至
っ
た
。
事
故
原
因
者
の
使
用
人
で
あ
る
原

告
は
訴
外
人
A
に
対
し
て
損
害
賠
償
金
を
支
払
っ
た
が
、

本
件
事
故
原
因
で
あ
る
ビ
ー
ル
粕
の
落
下
は
、
道
路
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
凹
凸
が
原
因
で
あ
り
、
本
件
A
の
転

倒
･
死
亡
事
故
も
、
道
路
管
理
者
が
落
下
物
で
あ
る
ビ
ー

ル
粕
を
除
去
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
し

て
、
訴
外
人
A
に
支
払
っ
た
賠
償
金
分
を
道
路
管
理
者
で

あ
る
被
告
に
求
償
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
第
一
春

(名

古
屋
地
判
$
･
2
･
幻
)
は
、
道
路
管
理
者
に
瑕
疵
が
な

か
っ
た

(無
坐
貝
)
旨
判
示
し
て
い
る
。
第
二
審
の
本
件
も

同
趣
旨
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
判
旨
に
つ
い

て
は
第
一
審
の
み
を
引
用
す
る
。

(判
旨
)
｢積
荷
の
落
下
原
因
は
大
型
貨
物
自
動
車
が
道
路
の
凹

凸
部
分
や
軌
道
付
近
で
振
動
を
受
け
、
後
部
ド
ア
の
止
め

金
が
外
れ
た
た
め
で
あ
る
と
推
認
さ
れ
る
が
、
右
振
動
は

自
動
車
運
転
者
が
道
路
上
を
進
行
す
る
際
常
に
感
ず
る
程

度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
本
件
道
路
が
通
常
の
道
路
に
対
し

て
予
定
さ
れ
る
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
な
い
｣

｢本
件
落
下
と
事
故
発
生
と
の
間
に
は
約
四
〇
分
し
か
間

が
な
く
、
ま
た
、
運
転
者
ら
は
何
ら
の
連
絡
も
し
な
い
ま

ま
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
道
路
管
理
者
の
管
理
行
為

は
及
び
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
｣。

【判
例
4
】

ダ
ン
プ
カ
ー
落
下
土
砂
堆
積
事
件

(大
阪
高
判
昭
和

5 6

･
9

･
幻

道
路
法
例
規
⑩
六
七
-
-
･
P
二
二
0
、

道
路
管
理
瑕
疵
判
例
要
旨
集
一
五
五
頁
)
控
訴
棄
却
…
原

告

(控
訴
人
)
=
被
害
者
の
遺
族
、
被
告

(被
控
訴

人
)
=
国
･
京
都
府
･
車
両
関
係
者

(事
実
)

昭
和
四
八
年
八
月
三
一日
、
京
都
府
宮
津
市
の
国
道
一

七
八
号
に
お
い
て
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
荷
台
よ
り
撒
か
れ

(落
下
し
)、
堆
積
し
た
車
道
路
面
の
土
砂
に
よ
り
対
向
車

が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
き
た
た
め
、
原
告
ら
の
亡

父
の
運
転
す
る
乗
用
車
は
国
道
の
カ
ー
ブ
地
点
で
同
対
向

車
と
正
面
衝
突
し
、
原
告
ら
の
父
が
死
亡
し
た
の
が
本
件

事
故
で
あ
る
。
落
下
土
砂
の
堆
積
に
起
因
し
た
事
故
に
つ

き
、
道
路
管
理
の
瑕
疵
を
争
っ
た
本
件
第
一
審
判
決

(神

戸
地
尼
崎
支
判
昭
和
範
･
1
･
斡
)
は
、
｢本
件
道
路
路

面
上
に
は
、
道
路
を
走
行
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー
の
撒
い
た
土

砂
が
厚
さ
五
m
、
幅
一
･
八
m
に
堆
積
し
て
い
た
が
堆
積

し
て
い
な
い
部
分
の
幅
員
は
約
二
･
二
m
あ
っ
た
。
ま
た
、

事
故
現
場
付
近
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
そ
の
一
部
が
や
や

摩
滅
し
て
識
別
し
に
く
か
っ
た
が
、
前
後
の
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
の
存
在
と
相
ま
っ
て
そ
の
存
在
を
認
識
さ
せ
る
に
十

分
で
あ
っ
た
｣。
｢対
向
車
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
た

と
す
る
原
告
の
主
張
に
は
理
由
が
な
く
、
土
砂
の
堆
積
及

び
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
一
部
摩
滅
は
本
件
事
故
の
発
生
と

の
間
に
は
因
果
関
係
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
｣

そ
し
て
、
｢本
件
程
度
の
土
砂
の
堆
積
及
び
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
の
一
部
摩
滅
で
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま

で
は
判
断
で
き
な
い
｣
と
し
て
、
道
路
管
理
者
の
管
理
責

任
を
否
定
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
の
が
本

件
控
訴
審
で
あ
る
。

(判
旨
)

控
訴
審
も
第
一
審
の
判
断
を
支
持
し
、
次
の
判
示
の
如

く
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
と
し
て
い
る
。
｢舗
装

路
面
上
の
堆
積
土
砂
は
最
も
厚
い
と
こ
ろ
で
五
m
、
幅
は

一
･
八
m
で
あ
る
。
こ
れ
を
除
い
て
は
車
線
は
二

･
二

m

で
あ
る
か
ら
同
車
線
を
越
え
て
原
告
車
が
進
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
程
の
支
障
と
は
な
っ
て
い
な
い
｣。

【判
例
5
二

軽
油
予
備
タ
ン
ク
落
下
衝
突
事
件

(広
島
高
判
昭
和

“

･
12
･
幻

道
路
法
例
規
⑩
六
七
=

･
P
三
〇
0
、

道
路
管
理
瑕
疵
判
例
要
旨
集
一
五
人
頁
)
控
訴
棄
却
…
原

告

(控
訴
人
)
=
事
故
車
の
運
転
者
、
被
告

(技
控
訴

人
)
=
国

(事
実
)



本
件
事
故
は
、
原
告
A
の
運
転
す
る
普
通
自
動
車
が
岡

山
県
備
前
市
の
国
道
二
号
線
を
走
行
中
、
ト
ン
ネ
ル
の
出

口
付
近
の
進
路
上
に
落
下
し
て
い
た
軽
油
予
備
タ
ン
ク
に

乗
り
上
げ
、
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
対
向
車

線
上
に
逸
走
し
、
対
向
車
と
衝
突
し
三
名
が
死
亡
し
、
一

名
が
負
傷
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
、

道
路
管
理
者
が
落
下
物
で
あ
る
本
件
軽
油
予
備
タ
ン
ク
を

除
去
し
な
か
っ
た
の
は
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

旨
争
っ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
第
一
審

(広
島
地
判
昭
和

幻
･
3
･
郎
)
は
、
｢本
件
道
路
は
、
自
動
車
以
外
の
通

行
は
ほ
と
ん
ど
予
想
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
自

動
車
運
転
者
と
し
て
通
常
と
る
べ
き
運
転
方
法
、
つ
ま
り

夜
間
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
前
照
灯
の
照
射
と
そ
の
照

射
距
離
及
び
そ
の
道
路
状
況
に
応
じ
た
速
度
調
節
を
前
提

と
し
た
通
常
の
注
意
義
務
に
よ
る
運
転
が
予
定
さ
れ
た
も

の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
｣。
｢本
件
タ
ン
ク
が
本
件
道
路
上

に
放
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
事
故
発
生
前
一
五
分
前
後

の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
、
時
間
的

に
み
て
道
路
管
理
者
が
具
体
の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と

し
て
も
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
｣
と
し
て
、
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
を
否
定
し

た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

(判
旨
)

本
件
控
訴
審
は
、
｢事
故
当
時
、
排
気
ガ
ス
等
に
よ
る

汚
れ
の
た
め
相
当
照
度
は
低
下
し
て
い
た
も
の
の
約
二
〇

ル
ク
ス
の
照
度
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本

件
照
明
灯
の
設
置
は
も
と
よ
り
清
掃
、
保
守
等
の
管
理
に

は
特
に
手
落
ち
は
な
か
っ
た
｣
、
｢本
件
タ
ン
ク
が
脱
落
し

た
の
は
、
事
故
発
生
前
、
い
か
に
長
く
と
も
二
二
分
前
後

程
度
の
わ
ず
か
な
時
間
内
で
あ
っ
た
と
推
認
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
時
間
内
に
お
い
て
は
道
路
管
理
者
が
本
件
タ
ン
ク

を
除
去
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
｣、
｢本
件
道
路
は
控
訴
人

車
の
速
度
調
節
の
不
備
、
前
方
不
注
視
の
過
失
及
び
本
件

タ
ン
ク
の
祝
認
の
困
難
さ
等
の
事
情
が
相
ま
っ
て
発
生
し

た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
｣旨
判
示
し
て
い
る
。

【追
加
判
例
倖
】

東
名
厚
木
地
区
タ
イ
ヤ
直
撃
事
件

(東
京
地
判
昭
和

気

･
1

･
“

道
路
法
例
規
⑭
七
五
七
四
･
P
二
四
八
、

東
京
高
判
昭
和
気
･
10
･
第

道
路
法
例
規
⑩
七
五
一

九

･
P
三
五
五
)
棄
却

…原
告

(控
訴
人
)
=
被
害
車
の

死
亡
人
関
係
者
ら
、
被
告

(被
控
訴
人
)
=
公
団

霊
坐
貝
〕

(事
実
)

昭
和
乳
･
9
･
脇
午
前
六
時
四
二
分
頃
、
原
告
車
は
東

名
厚
木
市
内
を
走
行
中
、
反
対
車
線
を
走
行
し
て
い
た
大

型
貨
物
自
動
車
か
ら
脱
落
し
、
飛
来
し
て
き
た
車
輪
の
直

撃
を
受
け
、
原
告
車
の
乗
員
が
死
亡
し
た
。
本
件
事
故
の

道
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
故
現
場
の
中
央
分
離
帯
は
、

高
さ
○

･
二

m
、
幅
三
m
の
土
盛
か
ら
成
り
、
中
央
に
高
さ

一
･
二
m
の
鉄
製
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

(判
旨
)

第
一
審
判
決
は
、
｢中
央
分
離
帯
の
幅
員
は
、
可
能
な

49

か
ぎ
り
広
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
我
が
国
の
国
土

0

の
狭
縊
さ
か
ら
自
ら
限
界
が
あ
り
、
高
さ
に
つ
い
て
も
、

3

倒
れ
た
と
き
の
危
険
性
か
ら
自
ら
限
界
が
あ
る
。
本
件
中

セ

央
分
離
帯
の
幅
員
が
一
応
法
令
の
最
低
基
準
を
満
た
し
、

行　

ガ
J
ド
レ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
設

置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
｣と
判
示
し
、

第
二
審
は
前
記
判
示
部
分
以
外
に
、
中
央
分
離
帯
は
安
全

性
を
有
し
て
い
た
、
事
故
は
通
常
予
測
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
旨
述
べ
、道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
を
否
定
し
た
。

【追
加
判
例
2
】

関
越
自
動
車
道
花
園
C
I
付
近
落
下
物
事
故
訴
訟
…取

下
げ

(提
訴
日

平
成
5
･
6
･
1
、
訴
訟
終
結
平
成

5

･
7

･
包

原
告
=
大
東
京
火
災
海
上
保
険
㈱
、
被

告
=
日
本
道
路
公
団

(事
実
)

本
件
は
、
平
成
5
･
3
･
3
の
一
八
時
四
七
分
頃
、
関

越
自
動
車
道
下
り
線
花
園
C
I
付
近
に
お
い
て
、
訴
外
A

運
転
の
小
型
乗
用
車
が
落
下
物
に
乗
り
上
げ
、
ハ
ン
ド
ル

操
作
を
誤
り
中
央
分
離
帯
に
接
触
し
あ
わ
て
て
急
ハ
ン
ド

ル
を
切
っ
た
た
め
、
路
肩
防
護
柵
に
衝
突
し
追
越
し
車
線

上
に
停
止
し
た
と
こ
ろ
、
訴
外
B
の
小
型
貨
物
車
が
訴
外

A
の
車
両
に
接
触
し
、
路
肩
防
護
柵
に
衝
突
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
事
故
の
処
理
と
し
て
、
訴
外
A
が
加
入
し
て
い

る
自
動
車
損
害
保
険
会
社
で
あ
る
大
東
京
海
上
保
険
㈱



は
、訴
外
A
及
び
訴
外
B
に
対
し
て
保
険
金
を
支
払
っ
た
。

こ
の
支
払
い
済
み
保
険
金
の
求
償
を
商
法
六
六
二
条
に
基

づ
き
、
日
本
道
路
公
団
に
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
原

告
が
同
公
団
に
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
す
る
点
は
、
道

路
上
に
落
下
物
が
あ
っ
た
事
実
は
、
道
路
の
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
た
状
態
で
あ
り
、
従
っ
て
、
公
団
は
民
法

七
一
七
条
の
工
作
物
の
所
有
者
と
し
て
本
件
事
故
に
起
因

す
る
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
集

約
さ
れ
る
。

(訴
訟
の
終
結
)

原
告
に
過
去
の
判
例
･
実
務
経
験
か
ら
、
公
団
側
に
責

任
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
原
告
側
に
勝
訴
の
見
込
み

が
全
く
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
提
訴
を
取
り
下
げ
て
も
ら

い
訴
訟
の
終
結
と
な
っ
た

(取
下
げ
)。

【追
加
事
例
↑
】

長
崎
自
動
車
道
落
下
物
乗
り
上
げ
事
故
…
提
訴
に
至
ら

な
か
っ
た
事
例

(事
実
)

本
件
は
、
平
成
5
･
3
･
4
の
午
前
六
時
五
分
頃
、
長

崎
自
動
車
道
下
り
線
五
三
五
･
五
K
P
付
近
に
お
い
て
、

普
通
自
動
車
が
武
雄
北
方
方
面
か
ら
武
雄
南
方
方
面
に
向

け
進
行
中
、
迫
越
し
車
線
上
に
あ
っ
た
鉄
パ
イ
プ

(直
径

一
○
皿
×
長
さ
四
〇
皿
)
に
乗
り
上
げ
タ
イ
ヤ
が
バ
ー
ス

ト
し
た
車
両
事
故
で
あ
る
。

(相
手
側
と
の
対
応
)

相
手
側
は
公
団
に
も
何
ら
か
の
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
主
張
し
て
き
た
が
、
公
団
の
管
理
体
制
、
過
去
の

判
例
等
か
ら
公
団
に
責
任
が
な
い
旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ

あ
き
ら
め
た
。

以
上
で
1
に
関
す
る
裁
判
例

の
整
理
を
終
え
る
が
、
判
例
1

~
判
例
5
に
つ
き
こ
こ
で
表
1

に
ま
と
め
て
み
る
。

表

希事件名 (略記) 落下物 被害状況 貴壬の有･無l道路矛 ･l3-~
□
“

14 東名高速道路 タイヤ等 車両破損 ′‐･
旺
m
‐ l高潔を

"
り
“第三京浜国道 蒲団様 遡漱

.･
匠
…
国･ ▲-11･
J‘---■

Q
J 名古蜻道 ビール粕 漱 ･旺… 彌道月
性京都 、1^司白 178号 土 砂 損磁両車 ‘‐、

旺
…

し1
^
国･

に
U 岡山 し｢颪国 猾 軽油予備タンク 觴人話漱

′‐匠m
阿部轌-

本
稿
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い
て
自
由
な

立
場
で
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。



(あ
る
昼
休
み
の
風
景
)

ダ
イ
ス
ケ

や
す
お
く
ん
、
さ
っ
き
か
ら
嬉
し
そ
う
な
顔

を
し
て
何
を
み
て
い
る
の
?

や
す
お

あ
、
先
輩
。
僕
が
夏
に
実
地
研
修
に
行
っ
た
N

町
か
ら
毎
月
広
報
誌
が
届
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
読

み
な
が
ら
何
だ
か
研
修
中
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
思
い
出

し
て
い
た
ん
で
す
。
市
町
村
合
併
の
話
も
い
ろ
い
ろ
聞

い
て
来
た
ん
で
す
け
ど
、
平
成
一
七
年
の
合
併
後
は
市

に
な
る
ん
で
名
前
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
な
ん
だ
。
一
七
年
に
市
町
村
合
併
を
控

え
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
よ
ね
。

や
す
お

と
こ
ろ
で
先
輩
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
都
道

府
県
道
の
路
線
の
認
定
に
は
影
響
が
生
じ
ま
せ
ん
か
?

例
え
ば
、N
町
に
は
県
道
が
通
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

ど
う
や
ら
こ
の
県
道
は
道
路
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
の
要
件
で
第
一

号
か
ら
第
六
号
ま
で
あ
る
う
ち
、
第
四
号
に
該
当
し
て

い
る
よ
う
な
ん
で
す
。
第
四
号
は

｢二
以
上
の
市
町
村

を
経
由
す
る
｣
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
N
町
の
場
合
周

辺
の
町
な
ど
と
合
併
す
る
と
一
つ
の
市
に
な
っ
て
し
ま

い
、
二
以
上
の
市
町
村
を
経
由
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
。
合
併
後
は
要
件
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

君
の
言
う
よ
う
に
、
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ

る
と
第
四
号
の
要
件
か
ら
は
ず
れ
る
と
こ
ろ
が
出
て
く

る
よ
う
に
見
え
る
よ
ね
。
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
地

方
分
権
の
議
論
で
市
町
村
合
併
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ

　
　　と
こ
ろ
で
や
す
お
く
ん
、
都
道
府
県
道
は
道
路
法
第

七
条
の
規
定
以
外
に
も
適
用
さ
れ
る
認
定
要
件
が
あ
る

ん
だ
け
ど
、
知
っ
て
い
る
か
な
?

や
す
お

道
路
法
以
外
に
で
す
か
?

路
線
の
認
定
等
の

公
示
は
道
路
法
施
行
規
則
に
あ
り
ま
す
け
ど

!
、

認
定
要
件
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

｢都
道
府
県
道
認
定
基
準
｣
※
1
と
い
う
通

達
が
あ
る
ん
だ
よ
。
都
道
府
県
道
は
道
路
法
第
七
条
と

こ
の
基
準
の
各
要
件
の
い
ず
れ
か
を
適
用
し
て
認
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て

当
初
の
認
定
要
件
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て
も
、
他
の
要

件
で
読
み
込
む
こ
と
で
都
道
府
県
道
と
し
て
存
置
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が
通
例
な
ん
だ
よ
。

や
す
お

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
N
町
も
そ
れ
で
は
大

丈
夫
な
ん
で
す
か
。

ダ
イ
ス
ケ

平
成
一
四
年
に
N
町
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
対

処
す
る
た
め
に
｢都
道
府
県
道
認
定
基
準
｣
が
改
正
※
2

さ
れ
た
ん
だ
。

君
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
改
正
前
は
、
道
路
法
第
七

条
第
一
項
第
四
号

｢
二
以
上
の
市
町
村
を
経
由
す
る
幹

線
で

!
主
要
港
(等
)
!

と
連
絡
す
る
道
路
｣

と
い
う
要
件
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
合
併
で
一

つ
の
市
町
村
と
な
っ
た
場
合
他
の
要
件
で
の
読
み
替
え

が
難
し
か
っ
た
ん
だ
。
そ
こ
で
始
め
に
、
第
六
号
の

｢

!
地
方
開
発
の
た
め
特
に
必
要
な
道
路
｣
の
読

み
替
え
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。
｢都
道

府
県
道
認
定
基
準
｣
で
は
第
六
号
の
要
件
を
具
体
的
に

定
め
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
中
に
適
用
が
困
難
だ
と
さ

れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
促
進
の
支
障
に

な
る
よ
う
な
現
行
法
制
度
の
問
題
点
だ
と
し
て
、
合
併

協
議
会
な
ど
か
ら
緩
和
の
要
望
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
ん
だ
よ
。

や
す
お

ど
ん
な
基
準
が
適
用
が
困
難
な
も
の
だ
っ
た
ん

で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

｢『都
道
府
県
道
認
定
基
準
』
の
第
三

地

道行セ 2003l 0 5 Z

讓
囃
濃
令
関
係
◎
驫
A

市
町
村
合
併
と
廃
線
認
電
基
準



方
開
発
路
線
の
要
件
｣
中
、
画
と
内
が
適
用
困
難
だ
っ

な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
要
件
と
し
て
は
、
｢市
町
村
の

や
す
お

た
ま
に
は
気
分
転
換
に
外
に
食
べ
に
行
き
た
い

た
ん
だ
。
⑭
は

｢相
当
規
模
の
主
要
な
集
落
の
中
心
部

区
域
内
に
存
す
る
｣
道
路
で
あ
り
、
｢市
町
村
長
が
そ

で
す
よ
-
。
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
N
町
は
海
の
折

と
当
該
集
落
の
日
常
の
生
活
圏
域
と
し
て
密
接
な
関
係

の
あ
る
市
町
村
の
中
心
部
と
を
連
絡
す
る
道
路
で
、
当

該
生
活
圏
域
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
を
促
進
す

る
た
め
特
に
必
要
な
も
の
｣
と
な
っ
て
い
て
、
合
併
で

一
つ
の
市
町
村
に
な
っ
た
場
合
読
め
な
い
も
の
が
出
て

く
る
こ
と
か
ら
、
下
線
部
に
つ
い
て
通
達
改
正
し
て
、

｢市
町
村
の
中
心
部

(合
併
し
た
市
町
村
に
あ
っ
て
は

合
併
以
前
の
市
町
村
の
中
心
部
を
含
む
)｣
と
し
た
ん

だ
。ま

た
、
内
は

｢地
形
的
制
約
に
よ
り
地
域
間
の
交
流

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
二
以
上
の
市
町
村
を
ひ
と
つ
の
生

活
圏
域
と
し
て
密
接
に
結
び
つ
け
る
道
路
で
当
該
生
活

圏
域
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
を
促
進
す
る
た
め

特
に
必
要
な
幹
線
的
な
も
の
｣と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

こ
れ
も
合
併
す
る
と
読
め
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
下
線

部
を

｢二
以
上
の
市
町
村

公
。併
し
た
市
町
村
に
あ
っ

て
は
合
併
以
前
の
市
町
村
を
そ
れ
ぞ
れ
一
の
市
町
村
と

み
な
す
)｣
と
い
う
よ
う
に
通
達
改
正
し
た
ん
だ
よ
。

や
す
お

そ
う
な
ん
で
す
か
。
都
道
府
県
道
は
わ
か
り
ま

し
た
が
、
市
町
村
道
ほ
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
か
?

市
町
村
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

は
道
路
法
第
八
条
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
第
一
項
に

お
い
て
市
町
村
道
は

｢市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
道

路
で
、
市
町
村
長
が
そ
の
路
線
を
認
定
し
た
も
の
｣
と

区
域
内
に
存
す
る
｣
道
路
で
あ
り
、
｢市
町
村
長
が
そ

の
路
線
を
認
定
し
た
も
の
｣
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
ね
。
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
道
の
よ
う
な
法
定
要
件
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
か
ら
。
こ
の
場
合
は
、
合
併
さ
れ
た
市
町
村
内
に
あ

っ
て
、
合
併
前
に
な
さ
れ
た
路
線
の
認
定
の
効
果
が
問

題
に
な
る
よ
ね
。

や
す
お

市
町
村
道
に
つ
い
て
も
こ
こ
数
年
の
間
に
通
達

の
改
正
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
こ
れ
に
関
し
て
は
昭
和
期
の
市
町
村

合
併
が
多
か
っ
た
時
代
で
あ
る
昭
和
三
〇
年
に
出
さ
れ

た
通
達
※
3
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
よ
。

合
併
前
に
な
さ
れ
た
路
線
の
認
定
の
効
果
は
、
当
然

に
一
般
道
路
の
管
理
事
務
と
と
も
に
合
併
後
の
市
町
村

に
承
継
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。だ
か
ら
、

合
併
後
の
市
町
村
に
お
い
て
は
改
め
て
路
線
の
認
定
な

ど
の
手
続
を
行
う
必
要
は
な
い
ん
だ
よ
。

や
す
お

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
度
の
合
併
に
向
け
て
は
円
滑

に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
気
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
た
ら
急
に
お
腹
が
空
い
て
き
ま
し

た
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
れ
じ
ゃ
あ
時
間
も
経
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

だ
し
、
地
下
の
食
堂
で
さ
っ
と
そ
ば
で
も
食
べ
て
来
よ

う
か
。

で
す
よ
-
。
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
N
町
は
海
の
近

く
で
、
魚
が
お
い
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね

!
。
ま

た
行

っ
て
み
た
い
な
ー
。
景
色
も
い
い
所
で
し
た
よ
。

山
に
登
る
と
町
全
体
が
見
渡
せ
て
そ
の
見
晴
ら
し
と
い

っ
た
ら

!
。
あ
れ
?

ダ
イ
ス
ケ
先
輩

･
･
･
?

置
い
て
い
か
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
ー
。

※
1

｢都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
等
に
つ
い
て
｣
平
成
六
年
六
月
三

〇
日
建
設
省
道
政
発
第
三
十
三
号

※
2

｢都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
等
に
つ
い
て
｣
の
改
正
に
つ
い
て

(平
成
一
四
年
七
月
一
五
日
国
道
政
第
十
二
号
)

※
3

｢市
町
村
の
合
併
に
伴
う
市
町
村
道
の
路
線
の
認
定
等
の
取
扱
に
つ

い
て
｣
昭
和
三
〇
年
六
月
一
〇
日
建
設
省
道
発
第
百
四
十
八
号



(参
照
条
文
等
〉

○

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

(抄
)

(都
道
府
県
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
)

第
七
条

第
三
条
第
三
号
の
都
道
府
県
道
と
は
、
地
方
的
な
幹
線
道
路
網
を

構
成
し
、
且
つ
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
道
路
で
、
都
道
府
県
知

事
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
部
分
に
つ
き
、
そ
の
路
線
を

認
定
し
た
も
の
を
い
う
。

一

市
又
は
人
口
五
千
以
上
の
町

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
地
｣
と
い
う
。)

と
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
地
、
港
湾
法
第
二
条
第
二
項

に

規
定
す
る
重
要
港
湾
若
し
く
は
地
方
港
湾
、
漁
港
漁
場
整
備
法

(昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
)
第
五
条
に
規
定
す
る
第
二
種
漁
港
若

し
く
は
第
三
種
漁
港
若
し
く
は
飛
行
場

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
港
｣

と
い
う
。)、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
の
主
要
な
停
車
場
若
し
く
は
停
留
場

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
停
車
場
｣
と
い
う
。
)
又
は
主
要
な
観
光
地
と

を
連
絡
す
る
道
路
。

二

主
要
港
と
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
停
車
場
又
は
主
要
な
観

光
地
と
を
連
絡
す
る
道
路
。

三

主
要
停
車
場
と
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
な
観
光
地
と
を
連

絡
す
る
道
路
。

四

二
以
上
の
市
町
村
を
経
由
す
る
幹
線
で
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
と
そ
の

沿
線
地
方
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
主
要
地
、
主
要
港
又
は
主
要
停
車
場

と
を
連
絡
す
る
道
路
。

五

主
要
地
、
主
要
港
、
主
要
停
車
場
又
は
主
要
な
観
光
地
と
こ
れ
ら
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
高
速
自
動
車
国
道
、
国
道
又
は
前
各
号
の
一
に
規

定
す
る
都
道
府
県
道
と
を
連
絡
す
る
道
路
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
地
方
開
発
の
た
め
特
に
必
要
な

道
路
。

2
~
7

略

(市
町
村
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
)

第
八
条

第
三
条
第
四
号
の
市
町
村
道
と
は
、
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る

道
路
で
、
市
町
村
長
が
そ
の
路
線
を
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。

2
~
5

略

○

都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
等
に
つ
い
て

(平
成
六
年
六
月
三
〇

日

建
設
省
道
政
発
第
三
十
三
号
)

(別
紙
)都道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準

第
三

地
方
開
発
路
線
の
要
件

一

地
方
開
発
の
た
め
特
に
必
要
な
道
路
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
に
お
け
る
資
源
の
開
発
、
産
業
の
振
興
、

観
光
開
発
、
研
究
学
園
都
市
開
発
等
の
振
興
か
発
計
画
が
樹
立
さ
れ
、

又
は
住
宅
計
画
、
工
業
団
地
計
画
若
し
く
は
流
通
業
務
施
設
整
備
計
画

等
の
土
地
利
用
計
画
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
場
合
並
び
に
地
方
拠
点
都
市

地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
二
項
に
定
め
る
拠
点
地
区
に
係
る
基
本
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
画
の
推
進
上
必
要
と
さ
れ
る
地
点
と
こ
れ

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
地
、
主
要
港
若
し
く
は
主
要
停
車
場
又
は

高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
と
を
連
絡
す
る

路
線
で
あ
っ
て
、
当
該
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
開
発
の

た
め
特
に
必
要
な
道
路
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

　

廻

相
当
規
模
の
主
要
な
集
落
の
中
心
部
と
当
該
集
落
の
日
常
の
生
活

圏
域
と
し
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
市
町
村
の
中
心
部

(合
併
し
た
市

町
村
に
あ
っ
て
は
合
併
以
前
の
市
町
村
の
中
心
部
を
含
む
。)
と
を
連

絡
す
る
道
路
で
、
当
該
生
活
圏
域
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
を

促
進
す
る
た
め
特
に
必
要
な
も
の
。

箇
略

内
地
域
的
制
約
に
よ
り
地
域
間
の
交
流
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
二
以
上

の
市
町
村

(合
併
し
た
市
町
村
に
あ
っ
て
は
合
併
以
前
の
市
町
村
を

そ
れ
ぞ
れ
一
の
市
町
村
と
み
な
す
。)
を
ひ
と
つ
の
生
活
圏
域
と
し
て

密
接
に
結
び
つ
け
る
道
路
で
当
該
生
活
圏
城
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
整
備
を
促
進
す
る
た
め
特
に
必
要
な
幹
線
的
な
も
の
。
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三

鷹

豊
明
a

$

▲

-=

。
国

占
用
物
件
に
つ
い
て

(そ
の
1
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

交
通
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
っ
て
占
用
を
認
め
た

り
、
自
治
体
の
担
当
部
局
を
占
用
主
体
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
物
件
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
自
治
体
が
責

任
を
持
つ
、
と
い
っ
た
対
応
を
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

坂
上
係
員
今
後
、
う
ち
の
事
務
所
の
管
内
で
も
そ
う
し
た
要
望

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な

り
そ
う
ね
。
後
で
い
い
か
ら
メ
モ
に
ま
と
め
て
教
え
て

ね
。

大
野
係
員
わ
か
り
ま
し
た
。
早
速
ま
と
め
ま
す
。

坂
上
係
員
そ
の
他
に
何
か
お
も
し
ろ
そ
う
な
話
は
あ
っ
た
?

大
野
係
員
市
役
所
の
方
か
ら
、
住
民
が
ゴ
ミ
を
置
い
て
お
く

｢ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
の
占
用
に
つ
い
て
提
案
が
あ

っ
て
、
班
の
中
で
の
検
討
は
け
っ
こ
う
白
熱
し
ま
し
た

ね
。
生
活
に
密
着
し
た
も
の
だ
か
ら
認
め
る
べ
き
だ
と

い
う
方
も
い
れ
ば
、
道
路
の
交
通
等
に
支
障
が
生
じ
る

(研
修
を
終
え
て
出
勤
し
て
き
た
大
野
係
員
)

大
野
係
員
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
研
修
中
留
守
に
し
ま
し
た

が
、そ
の
間
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
い
な
い
間
に
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
。

坂
上
係
員
研
修
前
に
大
野
君
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
も
の
は
全
部

片
づ
け
ち
や
っ
た
し
、
特
に
何
も
な
か
っ
た
わ
よ
。

大
野
係
員
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
上
係
員
そ
れ
よ
り
、
研
修
は
ど
う
だ
っ
た
の
よ
。
例
の
記
念

碑
の
話
は
盛
り
上
が
っ
た
?

え
っ
、
え
っ
、
ど
う
だ

っ
た
の
よ
、
早
く
教
え
な
さ
い
よ
。

大
野
係
員
記
念
碑
は
、
や
は
り
研
修
に
行
く
前
に
検
討
し
た
と

お
り
の
こ
と
を
講
師
の
方
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
許
可
し
た
事
例
が
あ
る
自
治
体
の
方

に
い
ろ
い
ろ
と
伺
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
、
道
路
の

か
ら
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
方
も
い
て
、
意
見

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
。
う
ち
の
班
は
、
道
路
交
通
に

支
障
が
生
じ
な
い
場
合
は
認
め
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き

だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

坂
上
係
員
こ
こ
の
事
務
所
管
内
の
市
町
村
は
、
民
地
に
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
例
は
あ
る
け
ど
、
道
路

上
に
設
置
し
て
い
る
例
は
な
い
わ
よ
ね
。
道
路
上
が
ゴ

ミ
集
積
場
所
に
な
る
場
合
は
、
エ
リ
ア
は
決
ま
っ
て
い

る
け
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
工
作
物
と
し
て
箱
の
形
態
で
継

続
的
に
設
置
し
て
い
る
例
は
見
た
こ
と
が
な
い
わ
ね
。

東
京
で
は
カ
ラ
ス
除
け
の
網
を
張
っ
て
い
る
よ
う
だ
け

れ
ど
、網
は
継
続
し
て
設
置
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

占
用
物
件
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
し
。

ち
な
み
に
、
そ
う
し
た
要
望
を
申
し
出
て
く
る
の
は
地

元
の
住
民
の
方
な
の
?

大
野
係
員
地
元
の
町
内
会
か
ら

｢路
上
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
片

づ
け
る
の
が
大
変
な
の
で
設
置
す
る
こ
と
を
認
め
て
欲

し
い
。｣
と
い
っ
た
要
望
が
多
い
よ
う
で
す
。

市
役
所
の
環
境
担
当
部
局
も
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
路
上
に
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
こ

と
を
防
げ
る
の
で
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

坂
上
係
員
だ
け
ど
、
道
路
管
理
者
の
立
場
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
よ
っ
て
、
道
路
の
交
通
や
構
造
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に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
簡
単
に
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
よ
ね
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ

も
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
占
用
物
件
と
し
て
適
格
性
が

あ
る
の
か
し
ら
。
講
師
の
方
か
ら
は
ど
ん
な
説
明
が
あ

っ
た
の
?

大
野
係
員
そ
も
そ
も
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
道
路
交
通
や
道
路
の
構
造
に
加
え
て
、
道
路
の
美

観
や
環
境
維
持
の
上
で
も
支
障
と
な
る
の
で
、
あ
ま
り

積
極
的
に
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
た
だ
し
、

特
に
、
市
町
村
道
の
場
合
は
、
地
元
住
民
の
生
活
と
密

着
し
て
お
り
、
道
路
の
主
な
利
用
者
が
地
元
住
民
に
あ

る
程
度
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
道
路
管
理
業
務
と
清
掃
業

務
を
行
っ
て
い
る
者
が
同
じ
市
町
村
長
で
あ
る
の
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
が
や
む
を
得
な
い
も

の
と
判
断
し
て
、
占
用
を
許
可
す
る
場
合
も
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

坂
上
係
員
確
か
に
生
活
と
密
着
し
て
い
る
わ
ね
。
許
可
す
る
場

合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
し
ら
?

大
野
係
員
ま
ず
、
占
用
物
件
と
し
て
道
路
法
第
三
二
条
の
第
何

号
物
件
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ご
み
箱
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
物
件
と
し
て
取
扱
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

(※
)
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
第
一
号
物
件
と
し
て
取
り
扱

う
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

坂
上
係
員
無
余
地
性
や
占
用
の
場
所
、
物
件
の
構
造
に
つ
い
て

は
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
占
用
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
け
ど
、

他
に
ど
ん
な
話
が
あ
っ
た
の
?

夫
野
係
員
物
件
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
提
案
さ
れ
た
事
例
の

中
で

｢木
造
で
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
程
度
｣
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
｢材
質
が
木
製
で
あ
る
と
、
火
災
に

よ
り
道
路
の
構
造
等
に
支
障
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。｣
｢基
礎
等
で
固
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
倒
壊
等
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

｢高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
で
は
、
運
転
手
の
死
角
と
な
る

の
で
、
も
っ
と
低
い
構
造
の
も
の
と
す
る
か
、
材
質
を

透
明
性
の
あ
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。｣
と
い
っ
た

意
見
が
研
修
生
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
占
用
主
体
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
方
は
、

地
元
市
町
村
の
環
境
担
当
部
局
と
し
、
占
用
物
件
の
管

理
を
市
町
村
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
占
用
物
件
の
安
全

性
及
び
問
題
が
あ
っ
た
際
の
迅
速
な
対
応
が
よ
り
期
待

で
き
る
の
で
、
地
元
市
町
村
を
占
用
主
体
と
す
る
の
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

坂
上
係
員
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
わ
ね
。
占
用
許
可
の
適
否
に

つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
観
点
か
ら

総
合
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
再
認
識

で
き
た
わ
ね
。
大
野
君
も
参
考
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な

　
　
　

大
野
係
員
そ
う
で
す
ね
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
坂
上
さ
ん
、
僕
の
机
の
上
に
書
類
が
積
ん
で
あ
る

ん
で
す
が
、
こ
れ
は
な
ん
で
す
か
。

坂
上
係
員
な
に
寝
ぼ
け
た
こ
と
言
っ
て
い
る
の
よ
。
二
週
間
分

の
占
用
申
請
の
書
類
よ
。
処
理
期
間
中
に
早
め
に
や
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
、
手
続
き
は
私
の
方

で
全
部
済
ま
せ
て
お
い
た
か
ら
。
ち
ゃ
ん
と
見
て
お
い

て
、
内
容
を
把
握
し
て
お
く
の
よ
。
わ
か
っ
た
?

大
野
係
員
は
ぁ
~
。
(結
構
あ
る
な
あ
~
。)

坂
上
係
員
そ
う
そ
う
、
大
野
君
。
新
し
い
課
長
が
お
見
え
に
な

っ
て
い
る
か
ら
御
挨
拶
し
な
き
や
。

大
野
係
員
え
っ
、
ど
ち
ら
で
す
か
。

坂
上
係
員
今
、
お
見
え
に
な
っ
た
わ
。
課
長
、
彼
が
大
野
君
で
す
。

大
野
係
員
大
野
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
課
長
菊
池
で
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
。

(
つ
づ
く
)
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｢公
衆
用
ご
み
容
器
の
占
用
に
つ
い
て
｣
(昭
和
三
人
年
七
月
八
日

道
発
第
三
二
〇
号
建
設
省
道
路
局
長
通
知
)

公
衆
用
ゴ
ミ
容
器
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
三
二
条
第
一

項
第
一号
該
当
物
件
と
し
て
処
理
さ
れ
た
い
。



長
崎
国
道
三
四
号
側
溝
転
落
事
故
損
害
賠
償
請

求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
四
年
三
月
二
七
日

長
崎
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
七
月
一
五
日

福
岡
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
の
次
男
が
、
被
告
国
の
管
理
す
る
一
般

国
道
三
四
号
諫
早
北
バ
イ
パ
ス

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と

い
う
。)
沿
い

(長
崎
県
諌
早
市
内
)
を
歩
行
中
、
折
か

ら
の
記
録
的
な
集
中
豪
雨

(本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
け

る
、
本
件
事
故
当
日
の
日
降
水
量
は
三
四
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
同
日
午
前
一
〇
時
の
時
間
降
水
量
は
一
〇
一
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
長
崎
海
洋
気
象
台
諫
早
雨
量

観
測
所
に
お
け
る
過
去
約
二
〇
年
間
の
観
測
史
上
、
日
降

水
量
に
つ
い
て
は
第
二
位
の
、
時
間
降
水
量
に
つ
い
て
は

第
一
位
の
数
値
で
あ
っ
た
。
)
に
よ
る
増
水
に
よ
り
、
集

水
ま
す

(以
下

｢本
件
集
水
ま
す
｣
と
い
う
。)
か
ら
浮

き
上
が
り
ず
れ
て
い
た
側
溝
蓋

(以
下

｢本
件
グ
レ
ー
チ

ン
グ
蓋
｣
と
い
う
。
)
を
、
足
で
押
し
た
り
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
側
溝

(以
下

｢本
件
側
溝
｣
と
い
う
。)
内
に
吸

い
込
ま
れ
溺
死
し
た
こ
と
に
つ
き
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

被
告
は
、
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
内
部
の
水
圧
に
持
ち

上
げ
ら
れ
て
開
口
部
か
ら
浮
き
上
が
る
こ
と
等
を
予
測

し
、
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
固
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
に

関
わ
ら
ず
、こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
に
瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
、

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求
が
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る

(請
求
額
…
四
、
0
0
0
万
円
)
。

2

原
告
の
主
張

①

本
件
側
溝
は
上
流
の
開
放
部
か
ら
樹
木
の
枝
や
廃
材

が
流
れ
込
む
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
グ
レ
ー

チ
ン
グ
蓋
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
す
こ
と
は
予
測
で
き
た

は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
持

ち
上
げ
ら
れ
、
外
れ
る
こ
と
は
、
一
般
常
識
と
し
て
容

易
に
予
見
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

②

本
件
集
水
ま
す
は
、
歩
道
か
ら
多
少
離
れ
て
い
る
だ

け
で
、
学
童
や
少
年
ら
が
何
ら
の
妨
げ
な
く
好
奇
心
か

ら
足
を
延
ば
し
、
近
寄
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
好

奇
心
に
誘
わ
れ
て
、
少
年
ら
が
水
が
吹
き
上
げ
る
開
口

部
に
接
近
し
、
外
れ
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
見
て
、
元

に
戻
そ
う
と
足
で
押
す
な
ど
の
行
為
に
出
る
こ
と
は
決

し
て
異
常
な
こ
と
で
は
な
い
。

3

被
告
の
主
張

①

本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
は
、
総
重
量
は
約
六
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
等
、
側
溝
か
ら
大
量
に
水
が
噴
出

し
て
も
容
易
に
浮
き
上
が
る
よ
う
な
構
造
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
関
係
法
令
上
、
グ
レ
ー

チ
ン
グ
蓋
を
ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
こ
と
を
指
示
す
る

規
定
は
な
か
っ
た
。

②

本
件
集
水
ま
す
は
、
歩
道
や
横
断
歩
道
上
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
通
常
人
が
立
ち
寄
ら
な
い
場
所

に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
被
害
者
は
、
記
録
的
豪

雨
の
危
険
な
状
況
下
で
、
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
足

で
押
す
な
ど
し
た
結
果
、
本
件
側
溝
の
開
口
部
に
足
の

ほ
う
か
ら
吸
い
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
危
険

に
つ
い
て
の
弁
識
能
力
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
被
害
者

が
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
は
、
通
常
予
想
し

う
る
限
度
を
明
ら
か
に
逸
脱
し
た
異
常
事
態
で
あ
り
、

予
見
可
能
性
は
な
か
っ
た
。

③

本
件
事
故
以
前
に
、
水
流
に
よ
り
格
子
状
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
蓋
が
外
れ
て
側
溝
内
に
人
が
転
落
す
る
と
い
う

事
故
の
報
告
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
事
故
当
日
は
、
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近
年
ま
れ
に
み
る
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
り
、
本
件
事
故

も
の
で
は
な
い
。
行
政
法
理
と
損
害
賠
償
法
理
と

は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
、
そ
も

も
法
、リ
ミ

･
ヱ

＼
ら

"

4

判
決
の
概
要

①

-審
判
決

本
件
事
故
当
日
は
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
っ
た
こ
と
を

も
考
慮
す
る
と
、
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
浮
き
上
が

り
本
件
集
水
ま
す
の
開
口
部
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
通
常
で
は
予
測
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
ず
、
本
件
道
路
に
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う

瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
原
告
の
請
求
に
は

理
由
が
な
い
。

②

二
審
判
決

イ

道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
の
判
断

･
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
ボ
ル
ト
等
で
本
件
集
水

ま
す
に
固
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
は
起
き

な
か
っ
た
と
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
、
固
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
件
道
路
が
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
o

･
本
件
事
故
当
時
、
行
政
関
係
法
令
上
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
蓋
を
ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
こ
と
を
指
示
す

る
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
法
令
上
違
法
で

な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
損
害
賠
償
法
の

上
で
も
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
に
直
結
す
る

は
、
そ
も
そ
も
法
原
則
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る

(最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
三
七
年
一
月
八
日
判

決
.
民
集
一
六
巻
一
一
号
二
二
一
六
頁
、
同
第
二

小
法
廷
昭
和
四
六
年
四
月
二
三
日
判
決
･
民
集
二

五
巻
三
号
三
五
一
頁
参
照
)。

口

予
見
可
能
性
に
つ
い
て
の
判
断

･
記
録
的
な
豪
雨
に
限
ら
ず
、
諌
早
市
に
お
け
る
地

域
的
特
徴
と
も
い
え
る
豪
雨
が
発
生
す
れ
ば
、
本

件
集
水
ま
す
に
、
本
件
側
溝
上
流
部
か
ら
ゴ
ミ
等

が
流
入
し
、
こ
れ
ら
が
本
件
側
溝
下
流
部
の
流
水

を
妨
げ
、
排
水
能
力
の
低
下
を
招
き
、
流
水
が
本

件
集
水
ま
す
か
ら
流
れ
出
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
格
子
目
に
詰
ま
っ
て

下
か
ら
水
圧
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
グ
レ

ー
チ
ン
グ
蓋
が
浮
き
上
が
っ
て
、
本
件
集
水
ま
す

が
閉
口
す
る
事
態
を
予
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

･
中
学
三
年
生
と
い
え
ば
、
好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、

成
人
か
ら
見
れ
ば
危
険
と
思
わ
れ
る
行
動
を
試
み

る
年
頃
で
あ
る
。
本
件
側
溝
で
の
水
遊
び
の
類
は

誘
惑
的
存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
緒
に
い
た
友

人
三
名
が
同
様
の
仕
草
で
遊
ん
で
い
た
と
推
測
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
し
た
が
っ

て
、
同
行
動
が
通
常
予
測
し
得
る
限
度
を
明
ら
か

に
逸
脱
し
た
異
常
事
態
で
あ
り
、
設
置
･
管
理
者

で
あ
る
被
控
訴
人
に
と
っ
て
予
測
を
超
え
た
行
動

で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い

(最
高
裁
第
一

小
法
廷
昭
和
五
六
年
七
月
一
六
日
判
決
･
判
例
タ

イ
ム
ス
四
五
二
号
九
三
頁
、
同
第
三
小
法
廷
平
成

五
年
三
月
三
〇
日
判
決
･
民
集
四
七
巻
四
号
三
二

二
六
頁
参
照
)。

ハ

被
害
者
の
過
失
に
つ
い
て
の
判
断

本
件
事
故
は
、
記
録
的
な
豪
雨
の
際
に
起
き
た
も

の
で
あ
り
、
い
か
に
好
奇
心
旺
盛
と
は
い
え
、
被
害

者
は
、
本
件
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
足
で
押
し
た
り
す

れ
ば
、
突
発
的
に
本
件
集
水
ま
す
の
開
口
部
に
吸
い

込
ま
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
も
で

き
た
し
、
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
危
険
性
を
十
分
認
識
し
な
い
ま
ま
、
被
害

者
は
行
動
に
出
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
者
に
も
大
き
な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
過
失
相
殺
の
法
理
に
従
っ
て
裁
量
減
額
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
(過
失
相
殺
七
割
五
分
)
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監れ鬱◎廳鱗

出
張
瀰
務
篠
は
｢る
鬱
ぶ
る
仙
台
｣
に
乗
っ
て
み
て
は

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
仙
台

市
の
藤
原
と
申
し
ま
す
。
私
の
東
京

事
務
所
勤
務
は
三
年
目
に
突
入
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
新

た
に
伝
統
あ
る
と
ん
び
会
の
一
員
と

し
て
、
日
々
、
様
々
な
事
業
を
所
管

す
る
国
土
交
通
省
の
中
を
右
往
左
往

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
仙
台
市

は
、
人
口
一
〇
二
万
人
、
平
成
元
年

四
月
一
日
に
政
令
指
定
都
市
に
な
り

ま
し
て
今
年
で
一
五
年
目
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
本
市
で
は
、
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
仙
台
に
お

出
で
い
た
だ
く
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
溢
れ
た
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
こ
の

誌
面
に
お
い
て
、
短
時
間
に
市
内
中

心
部
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
れ
る

｢仙
台
市
観
光
シ
テ
ィ
ル
ー
ブ
ル
バ

ス
｣
の
ご
紹
介
及
び
主
な
停
留
所
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

◆
る
-
氷
る
仙
台
と
は

レ
ト
ロ
調
の
特
徴
あ
る
バ
ス
が
仙

台
駅
前
を
起
点
に
仙
台
中
心
部
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
約
一
時
間
で
循
環
し

ま
す
。
バ
ス
の
始
発
は
午
前
九
時
。

以
降
、
三
〇
分
毎
に
仙
台
駅
を
出
発

し
、
最
終
は
四
時
発
。
途
中
の
乗
り

降
り
が
自
由
な
の
で
、
行
き
先
や
滞

在
時
間
も
自
由
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン

グ
で
き
ま
す

(
一
日
乗
車
券
六
〇
〇

円
)。

◆
仙
台
駅
前

る
ー
ぶ
る
仙
台
の
起
点
と
な
る

仙
台
市
東
京
事
務
所

藤
原

知
明

｢仙
台
駅
前
｣
の
バ
ス
停
は
、
仙
台

駅
と
周
辺
の
デ
パ
ー
ト
や
ビ
ル
を
つ

な
ぐ
歩
道
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

下
の
バ
ス
プ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。
仙

台
駅
三
階
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
は
、
仙

台
名
物
牛
タ
ン
の
店
舗
が
集
ま
っ
た

｢牛
タ
ン
ロ
ー
ド
｣
が
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

◆
青
葉
通
一番
町

仙
台
駅
か
ら
ま
っ
す
ぐ
西
公
園
へ

と
続
く
ケ
ヤ
キ
並
木
の
青
葉
通
は
、

オ
フ
ィ
ス
や
銀
行
、
映
画
館
を
は
じ

め
、
仙
台
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
&
カ
ル

チ
ャ
ー
の
中
心
地
･
一
番
町
通
と
交

差
。最
新
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
老
舗
ま
で
、

多
彩
な
表
情
が
楽
し
め
る
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
で
す
。
八
月
六
~
八
日
に

は
、
｢仙
台
七
夕
｣
が
開
催
さ
れ
、

七
夕
飾
り
で
通
り
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。

一番町

◆
瑞
鳳
殿
前

バ
ス
停
を
降
り
る
と
目
の
前
に
現

れ
る
の
は
、
｢独
眼
竜
｣
の
異
名
を

持
ち
、
戦
国
武
将
か
ら
近
世
大
名
と

し
て
鮮
や
か
に
生
き
抜
い
た
伊
達
政

宗
公
が
自
ら
の
終
焉
の
地
と
し
て
遺

言
し
た
経
ケ
峯
の
森
で
す
。
端
鳳
殿

西から東から



に
藩
祖
政
宗
公
、
感
仙
殿
に
は
三
代

患
宗
公
、
普
応
殿
に
は
三
代
綱
宗
公

が
そ
れ
ぞ
れ
眠
っ
て
い
ま
す
。

◆
仙
台
城
阯

(青
葉
城
阯
)

前
の
バ
ス
停
か
ら
仙
台
城
丑
ま
で

は
、
仙
台
城
隅
櫓
を
左
折
し
て
徒
歩

一
五
分
ほ
ど
。
う
っ
そ
う
と
繁
る
杉

樹
林
の
な
か
、
周
辺
の
植
物
や
城
の

石
垣
を
眺
め
な
が
ら
の
散
策
も
楽
し

い
コ
ー
ス
で
す
。

◆
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
前

広
瀬
川
を
渡
っ
て
市
街
に
入
っ
た

ら
、
西
公
園
の
交
差
点
を
左
に
曲
が

っ
て
北
方
面
に
。
仙
台
市
民
会
館
前

で
右
折
す
る
と
、
社
の
都
を
代
表
す

る
ケ
ヤ
キ
の
並
木
が
連
な
る
定
禅
寺

通
へ
と
出
ま
す
。
大
き
な
緑
の
ト
ン宮城県美術館

き
、
　　
kさ

　
　

メ

ネ
ル
は
ま
さ
に
心
の
オ
ア
シ
ス
。
｢せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
｣
は
平
成

一
三
年
一
月
、
定
禅
寺
通
に
開
館
し

た
芸
術
文
化
の
創
造
拠
点
、
メ
デ
ィ

ア
を
蓄
積
し
提
供
す
る
施
設
で
す
。

◆
定
禅
寺
逓
市
役
所
前

市
役
所
前
の
勾
当
台
公
園
も
ま
た

水
と
緑
の
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
で
す
。

目
の
前
の
定
禅
寺
通
を
渡
れ
ば
賑
や

か
な
一
番
町
買
物
公
園
、
そ
の
西
側

は
東
北
一
の
繁
華
街

･
国
分
町
。
昼

も
夜
も
一
年
中
活
気
あ
ふ
れ
る
エ
リ

ア
で
す
。
春
に
は
、
｢あ
お
ば
祭
り
｣、

秋
に
は

｢
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
｣
、
冬
に
は

｢光
の
ペ

ー
ジ
ェ
ン
ト
｣
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

◆
地
下
鉄
広
瀬
通
駅

仙
台
駅
前
か
ら
続
く
青
葉
通
と
、

北
側
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
定
禅
寺

通
の
間
を
平
行
し
て
走
っ
て
い
る
の

が
広
瀬
通
で
す
。
こ
の
三
本
の
大
通

り
、
そ
し
て
そ
れ
と
交
差
す
る
ア
ー

ケ
ー
ド
街
の
位
置
関
係
さ
え
頭
に
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
中
心
街
を
制

覇
、
あ
な
た
も
も
う
仙
台
通
!鑓

セ

単

行

耕
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よ
み
が
え
る
『宇
都
宮
城
｣

　

　
　れ

栃
木
県
東
京
事
務
所

渡
辺

富
男

最
近
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
は
、

｢鮫
子
の
街
｣
と
し
て
名
を
は
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
七
年
の
総

務
庁
家
計
調
査
の
調
査
品
目
に

｢鮫

子
｣
が
加
わ
り
、
調
査
以
来
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
購
入
金
額
が

(
一
度
だ

け
第
二
位
に
落
ち
た
も
の
の
)
購
入

費
ト
ッ
プ
を
続
け
て
い
る
。
｢宇
都

宮
は
鮫
子
日
本
こ
の
所
以
で
あ
る
。

な
お
、
家
計
調
査
の
数
字
の
中
に
鮫

予
専
門
店
の
購
入
費
は
入
っ
て
い
な

い
。そ

の
宇
都
宮
市
で
は
、
現
在

｢宇

都
宮
城
｣
復
元
の
動
き
が
顕
著
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し

た
い
。

◆
伝
説

『宇
都
宮
釣
天
井
』

宇
都
宮
城
と
い
え
ば
、
｢釣
天
井

伝
説
｣
で
知
ら
れ
て
い
る
。
『寛
氷

十
三
年

(
一
六
三
六
年
)
四
月
、
宇

都
宮
城
主
本
多
上
野
介
正
純
は
三
代

将
軍
徳
川
家
光
が
日
光
社
参
か
ら
帰

る
お
り
、
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
天
井

を
つ
く
り
暗
殺
し
よ
う
と
計
画
し

た
。』
あ
る
い
は
、
『三
代
将
軍
が
日

光
廟
参
拝
の
お
り
宇
都
宮
城
宿
泊
が

決
ま
り
、
本
多
上
野
介
正
純
は
、
こ

の
期
を
逃
さ
ず
将
軍
の
お
命
頂
戴
と

居
城
に
釣
天
井
の
工
事
を
は
じ
め

た
。
石
橋
と
雀
宮
の
間
で
こ
の
話
を

知
っ
た
将
軍
は
、
急
遮
江
戸
城
に
引

き
返
し
た
。』
な
ど
、
講
談
や
芝
居

の
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
本

多
上
野
介
正
純
が
宇
都
宮
城
主
に
な

っ
た
の
は
元
和
五
年
(
一
六
一
九
年
)

一
〇
月
で
あ
り
、
三
年
後
の
元
和
八

年
一
〇
月
に
は
山
形
に
出
向
い
た
ま

断面図o圓※図面左側が北になります。

宇都宮城蛙公園歴史建築物概要図

□□□□

ま
宇
都
宮
城
主
を
罷
免
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
伝
説
の
よ
う
な
史
実
は
な
い
。

本
多
上
野
介
正
純
は
徳
川
家
康
の

執
事
で
、
家
康
存
命
中
は
絶
大
な
る

権
力
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
元
和

三
年
四
月
家
康
逝
去
の
あ
と
は
、

｢将
軍
秀
忠
の
側
近
の
者
が
上
野
介

正
純
の
権
力
と
実
力
を
ね
た
み
!
!

失
脚
さ
せ
た
｣
云
々
と
言
わ
れ
て
い

る
o

道行セ 2003.10 6Z
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◆
宇
都
宮
城
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
ま
ち

宇
都
宮
城
は
、
平
安
時
代
末
期
以

来
、
宇
都
宮
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
。
政
の
中
心
地
と
し
て
、
あ

る
い
は
文
化
の
地
と
し
て
、
時
に
は

戦
乱
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

一
六
一
九
年
に
宇
都
宮
城
主
と
な

っ
た
本
多
上
野
介
正
純
は
、
城
と
城

下
町
の
改
造
に
着
手
、
城
の
拡
張
工

事
、
城
下
の
道
路
改
修
、
町
割
、
用

水
路
な
ど
の
土
木
工
事
に
専
念
、
宇

都
宮
の
ま
ち
の
原
形
を
つ
く
っ
た
と

い
わ
れ
る
。

◆
宇
都
宮
の
シ
ン
ボ
ル
に
と
立
ち
上

が
る
市
民
の
会

発
端
は
、
昭
和
六
二
年
、
｢宇
都

宮
城
跡
に
歴
史
性
の
あ
る
広
場
と
し

て
の
公
園
整
備
を
｣
と
の
、
周
辺
の

市
民
提
案
に
遡
る
。
城
社
公
園
と
し

て
復
元
を
計
画
す
る
宇
都
宮
市
で

は
、
『市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の

も
と
に
、
宇
都
宮
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
育

て
ま
す
。』
と
呼
び
か
け
、
市
民
の

側
か
ら
宇
都
宮
城
の
復
元
を
支
援
す

る
団
体

｢よ
み
が
え
れ
!

宇
都
宮

城
｣
市
民
の
会
が
平
成
一
四
年
六
月

に
発
足
。
会
で
は
、
清
明
台
、
富
士

見
櫓
の
復
元
費
用
と
し
て
、
募
金
額

一
億
円
を
目
標
に
、
平
成
一
五
年
七

月
五
日
か
ら

｢瓦
･
柱
募
金
｣
を
開

始
し
た
。

◆
復
元
は
!

日
光
社
参
(将
軍
が
日
光
に
参
詣
)

は
幕
府
の
威
信
を
か
け
た
大
事
業

で
、
宇
都
宮
城
は
日
光
社
参
の
際
に

宿
泊
し
た
重
要
な
中
継
地
。
本
丸
に

は
江
戸
時
代
の
前
半
、
将
軍
専
用
の

｢御
成
御
殿
｣
が
建
っ
て
い
た
。

今
回
の
復
元
は
、
三
、
九
0
0
甘

の
お
堀
と
高
さ
一
0
m
の
土
塁
、
そ

し
て
、
そ
の
北
側
に
高
さ
約
九
･
一

m
の
清
明
台
、
南
端
に
同
じ
く
富
士

見
櫓
の
二
つ
の
櫓
、
ま
た
、
こ
の
櫓

を
結
ぶ
高
さ
二
･
六
m
、
延
長
一
六

0
m
の
土
塀
を
平
成
一
人
年
度
に
復

元
と
の
こ
と
で
あ
り
、
完
成
が
楽
し

み
で
あ
る
。

復元は二つの糟と土塁･堀です。
富士見櫓

清明台

宇都宮城阯公園完成イメージ図



券
ず
歩
ル
◎

シ
ズ
テ
奎
』
◎
榊
嚢
に
つ
い
て

東
京
都
台
東
区
都
市
づ
く
り
部
道
路
交
通
課

は
じ
め
に

台
東
区
は
、
特
別
区
二
三
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

人
口
約

一
五
万
六
千
人
、
面
積
約
一
〇
蝋
で
、
西
に
上

野
台
地
、
東
に
は
隅
田
川
に
接
し
、
桜
の
名
所
で
有
名
な

上
野
公
園
、
｢浅
草
の
観
音
様
｣
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
浅
草
寺
が
あ
り
、
毎
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

地
形
は
お
お
む
ね
平
坦
で
住
宅
･
商
業
･
工
業
が
高
密

度
に
共
存
す
る
都
市
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ
り
自

転
車
に
適
し
た

｢街
｣
で
あ
る
。

交
通
手
段
の
分
担
率
は
、
自
転
車
が
二
六
･
七
%
で
あ

り
、
台
東
区
の
内
々
交
通
で
見
る
と
約
八
割
が
徒
歩
及
び

自
転
車
交
通
で
占
め
て
い
る
。

現
在
、
台
東
区
内
に
は
一
五
ヵ
所
の
駅
が
あ
り
、
駅
周

辺
に
は
一
日
合
計
約
八
、
三
〇
〇
台

(平
成
一
四
年
度
)

の
放
置
自
転
車
が
発
生
し
て
お
り
、
歩
行
者
の
通
行
の
み

な
ら
ず
障
害
者
や
緊
急
車
両
の
通
行
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
。

台
東
区
で
は
放
置
自
転
車
指
導
整
理
員
に
よ
る
路
上
放

置
禁
止
の
指
導
や
駐
輪
場
へ
の
誘
導
、
放
置
自
転
車
の
撤

去
等
に
よ
り
自
転
車
利
用
者
の
モ
ラ
ル
向
上
を
図
っ
て
い

る
が
、
一
定
の
削
減
効
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
根
本
的
な

解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
駅
前
に
新
た
な
駐
輪

場
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
や
、
モ
ラ
ル
に

訴
え
る
放
置
自
転
車
の
削
減
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
自
転
車
対
策
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
自
転

車
を
共
同
で
利
用
す
る

｢都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
･
シ
ス
テ
ム
｣
の
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
社
会
美

　　　
　
　
礬費シ轢か

の

イ
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験
を
国
土
交
通
省
と
共
同
で
平
成

一
四
年
度
実
施
し
た

(図
1
)。

一

社
会
実
験
の
概
要

1

社
会
実
験
の
目
的

今
回
の
社
会
実
験
は
、
新
た
な
放
置
自
転
車
対
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

･
シ
ス
テ
ム
導
入
の
可
能

性
を
さ
ぐ
る
た
め
期
間
と
場
所
を
限
定
し
て
社
会
実
験
を

実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
施
策
の
有
効
性
と
実
現
性
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
実
施
方
法
の

妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
転
車
利
用
環
境
の
向
上
と
し
て
自
転
車
走
行

空
間
を
明
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
社
会
実
験
に
は
、
実
験
地
域
の
在
住
者
及
び
在
勤

者
に
広
報
誌
、
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
の
参
加
を
呼
び
か
け
二
八
四
名
の
参
加
を
得
た

(図
2
)。

図 2 社会実験参加者の内訳
(実験参加者アンケートと住所より)

-圏

実
験
の
実
施
期
間
は
平
成
一
四
年
三

月
の
一
ヵ
月
間

と
し
た
。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
定
着
状
況
や
運
用
時
の
課

題
を
把
握
す
る
た
め
に
=
疋
期
間
が
必
要
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

2

社
会
実
験
対
象
地
域
･
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
設
置

社
会
実
験
の
対
象
地
域
は
、
台
東
区
内
に
お
い
て
放
置

自
転
車
が
多
く
、
か
つ
、
駐
輪
場
整
備
が
困
難
で
あ
る
と

さ
れ
る
上
野
駅
前
放
置
自
転
車
の

象
地
域
の
人
ロ
が
台
東
区
全
体
の

,

.
開
発
解

　　

　

　

ユ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

･
シ
ス
テ
ム

霧
“

輪
場

(サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

｢以
下
ポ
ー
ト
｣
(写
真
1
)

と
い
う
。)
を
こ
の
実
験
対
象
地
域
内
の
公
園
や
公
共
施

設
等

(三
〇
0
~
五
〇
0
m
間
隔
)
三
一ヵ
所
に
設
置
し

た
。
ポ
ー
ト
に
は
整
備
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
一
三
〇

台

(各
ポ
ー
ト
五
台
~
三
〇
台
)
を
配
車
し
二
四
時
間
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た

(図
3
)。

共
有
自
転
車
の
貸
出
し
･
返
却
方
法
は
、
自
転
車
の
盗

難
や
私
物
化
を
防
止
す
る
た
め
、
個
々
に
登
録
制
I
D
磁

図3 社会実験対象地域とポート位置 ･自転車走行空間図
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し
て
必
要
な
共
有
自
転
車
専
用
駐



気
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
カ
ー
ド
で
開
閉
で
き
る
鍵
管
理
装

置
を
用
い
た
。
こ
の
鍵
管
理
装
置
は
、
各
モ
ニ
タ
ー
の
利

用
状
況
が
記
録
さ
れ
、
後
日
、
自
転
車
の
利
用
状
況
の
把

握
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

(写
真
2
)。

図
4
は
I
D
カ
ー
ド
利
用
に
よ
り
鍵
管
理
装
置
に
記
録

さ
れ
た
結
果
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
一
目
の
利
用

の
中
で
ど
の
O
D
ペ
ア

(ポ
ー
ト
間
移
動
)
の
利
用
が
多

い
か
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ポ
ー
ト
ご
と
の
出
庫
台
数
、
ト
リ
ッ
プ

数
、
自
転
車
の
共
有
可
能
性
な
ど
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

鷲簿理データより l
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3

自
転
車
走
行
空
間
の
設
置

歩
道
上
の
走
行
時
に
お
け
る
歩
行
者
と
の
錯
綜

･
す
れ

違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
自
転
車
が
走
行
す
る
空
間
を
区

分
線
等
で
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
の
走
り
や
す

い
環
境
と
歩
行
者
の
安
全
性
の
向
上
が
図
れ
る
か
ど
う
か

社
会
実
験
を
お
こ
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
上
野
駅
と

｢ポ
ー
ト
｣
を
結
ぶ
浅
草
通

写真 3 走行空間仮設後 6 撻 通り)

り
両
側
五
〇
0
m
の
区
間
に
自
転
車
走
行
空
間
の
設
置
を

行
っ
た
。
ま
た
、
自
転
車

･
歩
行
者
マ
ー
ク
は
合
計
三
五

ヵ
所
に
設
置
し
た
。

実
験
前
、
実
験
中
の
走
行
状
況
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
走

行
空
間
の
明
示
効
果
を
詳
細
に
比
較
し
分
析
し
た

(写
真

3
)
0

4

実
施
体
制
･
運
営

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
代
表
、

学
識
経
験
者
、
東
京
都
、
警
視
庁
、
鉄
道
事
業
者
、
国
土

交
通
省
、
台
東
区
で
構
成
さ
れ
た

｢社
会
実
験
推
進
協
議

会
｣
に
よ
り
、
社
会
実
験
の
方
法
や
社
会
実
験
へ
の
協
力

体
制
を
議
論
し
た
。
ま
た
、
実
験
的
に
設
置
す
る

｢ポ
ー

ト
｣
や
、
｢走
行
空
間
｣
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
沿
道

及
び
地
元
住
民
か
ら
の
理
解
と
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。

社
会
実
験
を
効
率

･
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
ポ
ー
ト

の
巡
回
、
共
有
自
転
車
台
数
調
整

･
点
検
、
及
び
鍵
管
理

デ
ー
タ
ー
の
収
集
な
ど
は
職
員
等
で
手
分
け
し
て
定
期
的

に
実
施
し
た
。

な
お
、
鉄
道
事
業
者
よ
り
一
時
的
に
場
所
を
借
り
た
上

野
浅
草
口
ポ
ー
ト
に
対
し
て
は
防
犯
上
夜
間
の
警
備
員
を

配
置
し
た
。

5

社
会
実
験
実
施
結
果

一
一
月
三
0
日
に
社
会
実
験
が
終
了
後
、
モ
ニ
タ
ー
や

実
験
地
域
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
･
シ
ス
テ
ム
を
施
策
の
有
効
性
、
実
現
性
、
実
施
方

法
の
妥
当
性
の
視
点
か
ら
導
入
可
能
か
否
か
を
評
価
し

た
。二

評
価
の
視
点

1

施
策
の
『有
効
性
｣

こ
の
施
策
が
目
的
と
す
る
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
効

果
が
十
分
発
揮
で
き
る
か
の
視
点
で
評
価
を
し
た
。
そ
の

結
果
、放
置
自
転
車
の
削
減
で
は
実
験
参
加
者
の
約
六
割
、

地
域
住
民
の
約
五
割
弱
が
削
減
効
果
を
認
め
た
。
利
用
状

況
デ
ー
タ
か
ら
推
定
し
て
利
用
者
の
半
分
の
自
転
車
台
数

で
賄
え
る
こ
と
、
日
中
は
駅
の
ポ
ー
ト
を
利
用
し
な
い
街

中
移
動
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

モ
ラ
ル
･
マ
ナ
ー
の
向
上
と
し
て
は
、
実
験
参
加
者
の

二
~
三
割
に
向
上
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
自
転
車
利
用
環

境
の
向
上
と
し
て
は
、走
行
空
間
区
分
線
の
明
示
に
よ
り
、

走
行
位
置
の
遵
守
が
見
ら
れ
、
地
元
住
民
の
約
八
割
か
ら

区
分
線
等
の
設
置
要
望
を
受
け
た
。

2

施
策
の
｢実
施
方
法
の
妥
当
性
｣

実
験
参
加
者
募
集
及
び
利
用
状
況
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
の

在
住

･
在
勤
比
率
は
当
初
の
計
画
通
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
参
加
を
得
た
が
、
実
際
の
駅
利
用
者
は
在
勤
者
が
多
か

っ
た
。
ま
た
、
一
日
平
均
一
〇
〇
名
が
共
用
自
転
車
を
利

用
し
た
。
鍵
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
運
営
方
法
で
は
、
I
D

カ
ー
ド
に
よ
る
鍵
管
理
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
満
足
度
は
、



実
験
参
加
者
の
六
割
強
が
満
足
と
回
答
。
も
っ
と
も
大
き

な
改
善
要
望
は
ポ
ー
ト
の
配
置
間
隔
で
あ
り
、
二
~
三
分

以
内
が
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。

3

施
策
の
｢実
現
性
｣

施
策
へ
の
賛
同
･
参
加
意
識
で
は
、
実
験
参
加
者
の
約

六
割
か
ら
本
格
実
施
に
賛
同
を
得
た
。
ま
た
、
地
元
住
民

の
う
ち
、
駅
利
用
者
の
約
五
･
五
割
が
本
格
実
施
時
に
参

加
を
希
望
し
た
。

し
か
し
、
社
会
実
験
で
用
い
た
実
施
方
法
は
、
共
有
自

転
車
の
管
理
の
面
で
妥
当
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
維
持
管

理
費
用
等
が
多
く
か
か
り
、
本
格
導
入
の
際
に
は

｢整
備

に
伴
う
費
用
/
用
地
の
確
保
｣
【ポ
ー
ト
の
確
保
策
】
や

｢維
持
管
理
方
法
･
費
用
｣
【経
済
的
な
維
持
管
理
方
法
】

な
ど
の
課
題
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

利
用
者
か
ら
の
料
金
負
担
に
つ
い
て
は
、
支
払
い
意
思

額
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
利
用

支
払
い
意
思
額
は
月
七
〇
〇
円
程
度
で
、
駐
輪
場
整
備
や

指
導

･
撤
去
な
ど
他
の
施
策
と
組
み
合
わ
せ
で
は
一
、
三

〇
〇
円
の
支
払
い
意
思
が
確
認
さ
れ
た
。

本
格
導
入
で
は
、
住
民
か
ら
の
費
用
負
担
が
必
要
不
可

欠
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
駐
輪
場
整
備
や
指
導
･
撤
去
な
ど
の
施

策
と
の
組
み
合
わ
せ
の
妥
当
性
も
視
野
に
入
れ
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

三

お
わ
り
に

｢
コ
ミ
ュ
ニ
イ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

･
シ
ス
テ
ム
施
策
｣
は
、

共
有
自
転
車
へ
転
換
し
た
分
の
駅
前
放
置
自
転
車
の
削
減

効
果
が
あ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
な
か
移
動
に
多
く
使
わ
れ

た
。ま

た
、
社
会
実
験
の
前
後
で
自
転
車
利
用

(モ
ラ
ル
･

マ
ナ
ー
)
に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
有

効
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

し
か
し
、
社
会
実
験
で
採
用
し
た
実
施
方
法
は
、
効
果

的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
駅
前
や
ま
ち
な
か
の
ポ
ー
ト
の
用

地
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
、
維
持
管
理
費
用
が
多
く
か
か

る
な
ど
社
会
実
験
と
同
等
の
も
の
の
本
格
導
入
は
難
し
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

自
転
車
走
行
空
間
に
つ
い
て
は
、
走
行
位
置
の
遵
守
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
、
地
元
住
民
の
八
割
の
方
か
ら
支
持
･

要
望
を
得
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
具
体
的
な
設
置
場
所

･
設

置
方
法
を
再
度
、
交
通
管
理
者
や
道
路
管
理
者
と
協
議
を

進
め
早
期
導
入
を
目
指
し
た
い
。

今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
施
策

の
課
題
は
、
大
き
く
分
け
て
、
①
ポ
ー
ト
の
確
保
策
、
②

経
済
的
管
理
方
法
、
③
自
転
車
放
置
者
の
参
加
の
確
保
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
平
成
一
五
年
度
に
社
会
実
験

関
係
者
に
よ
り
自
転
車
対
策
を
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め

に
設
立
し
た

｢台
東
区
自
転
車
総
合
施
策
検
討
会
｣
で
引

き
続
き
協
議
を
行
い
、
具
体
的
な
取
組
み
方
針
と
方
法
の

検
討
を
進
め
、
台
東
区
独
自
の
試
行

(実
験
)
な
ど
を
踏

ま
え
、
台
東
区
に
と
っ
て
実
現
可
能
な

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル

,
シ
ス
テ
ム
｣
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

台
東
区
で
は
、
平
成
一
三
年
三
月

｢台
東
区
自
転
車
利

用
環
境
整
備
基
本
構
想
｣
を
策
定
し
、
自
転
車
走
行
空
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
方
針
と
と
も
に
、
自
転
車
を
都
市

交
通
計
画
の
一
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

今
後
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
特
性
を
活
か
し
た
新
し

い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
し
て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
拡
充
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

･
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
他
の
都
市
交
通
機
関
と
の
利
用
区
分
の
明

確
化
を
図
り
、
下
町
の
温
か
み
を
活
か
し
た
自
転
車
利
用

の
環
境
整
備
を
提
供
し
放
置
自
転
車
の
削
減
に
努
め
て
い

き
た
い
。




